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　もしキミの学校が南の島にあったら。

　親もとからも住みなれた街からも遠く離れて、南の空と海に囲まれた校舎で過ごす毎日は、まるで一年中がずっと夏休みか臨海学校のようだろう。

　同級生たちと、いつもいっしょに勉強して、いっしょに遊んで、寮に帰ればいっしょにご飯を食べて、消灯までおしゃべりをして……。

　友達どうしでいろんな物を作って売ったり、交換したり。学校祭みたいでもあるね。

　しょっちゅう何かが起こる。誰だれかが何かをやらかす。

　携帯電話なんてないけど、クラスの女子との距離もグッと近くなったような気がする。

　そんな学園に、ぼくはずっと暮らしていた……。



    

  
    
      


１　ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ



　いつだって南太平洋の空と海は、青い。どこまでも青い……。

「青すぎるよ……！」

　市いちヶが谷や馨けい一いちは思わず声を上げていた。

　そうだ！　南の島といえば、輝く太陽、吹き抜ける乾いた風、白い砂浜。そして、水着の女のコ……。

　馨一は目を凝こらすと、今いる高台からビーチの一点を見下ろした。

「いた！　リオナのヤツ」

　馨一の視線の先には、一人の美少女がデッキチェアーに身を横たえていた。

　おそろしくメリハリの利いたボディに、ビビッドな赤のビキニがよく似合う。ミルクを溶かしたような白い肌とプラチナブロンドが奇跡のように輝いていた。側そばには、かしずくように制服の少女たちが控えている。リオナのために日陰を作るのに、大型のパラソルを抱えている者もいた。

　有う楽らく町ちようリオナ。

　夷い皇おう島じま学園高等部二年の十七歳。

　この少女こそ、この学園すべてを実質的に支配する全権生徒会長。すべての権力を一手に握り、教師たちさえも逆らうことのできないアンタッチャブルにして、学園の頂点、その人なのだ。

　北欧系のハーフと噂うわさされる、大人びて整いすぎた顔立ちを、リオナはふと傾けると、サングラスを外した。まるで、遠くから見つめる馨一の視線に気づいたように。

「うわっ！」

　馨一は思わず小さく叫んで目を逸そらした。青みがかったリオナの瞳ひとみと目が合ったように思ったのだ。

「こらー！　そこ、手を休めるなー！」

　とたんに叱しつ責せきが飛んできた。それもまた、甲高い少女の声である。ソバカスの散った顔は子供っぽいが、腕には生徒会直属の実行部隊、風紀委員会の腕章が。

　風紀委員長の巣す鴨がもめぐみだ。リオナの言うことならなんでも従う、忠犬と評判の少女。じつは馨一と同じ高等部の一年で同級生でもある。

「はいはい。わかりましたよ」

　額の汗をぬぐいながら、馨一は手元の器具を握りなおした。掃除機の先にアンテナをつけたような不ぶ恰かつ好こうな形。掃除機の本体に当たる部分は背中に背負うようになっている。

　もちろん、野外で掃除をしているわけではない。

　探知機なのだ。そしてそれを使って探知するものといえば……。

「おーい、地雷があったぞー！」

　向こうから声がした。

　馨けい一いちが顔を上げると、離れたところで手を振っている男子学生の顔が見えた。馨一が所属するクラブ、発明部の先輩、流ながれ山やまだ。その向こうには部長の九く品ほん仏ぶつもいる。馨一と同じように、掃除機のような地雷探知機を背負っていた。他ほかにも点てん々てんと、小高い丘のあちこちに、同じような生徒たちが見えた。ざっと百人以上はいるだろう。すべて男子生徒だ。そしてそれを監視する風紀委員会の女生徒たち。

「絶対何か、間違ってる！」

　馨一が小さく叫ぶのも無理はない。

　しかし、有う楽らく町ちようリオナの下での生徒会は女性絶対優位！　廊下ですれ違うときも、男子は一歩下がって女子に道を譲らなくてはならない。それほど徹底されているのだ。

　そしてもうひとつの差別。

　軟弱な男ばかりの文科系クラブつぶし！

　馨一や流山が所属している発明部をはじめ、科学部、アイドル研究会、地質研究会、アニメ同好会、落語研究会、クイズ研究会……。

　これら文科系クラブは、リオナのもっとも嫌うところだった。

「必要なくてよ！　文科系クラブなんてオタクの巣そう窟くつでしょう？　ああ、イヤだわ！　学生はさわやかにスポーツで汗を流すのがいちばん！　うじうじ変なことを考えるなんて、気持ち悪くって！」

　リオナの一言で、文科系クラブはたちまち予算削減、部室取り上げ、その上奉仕活動という名目で、地雷処理に強制的に駆り出されている、というわけだ。

　しかしなぜ、こんなところに危険な地雷が埋まっているのか!?

　その疑問は、この学校、夷い皇おう島じま学園が、かつての太平洋戦争の激戦地跡に作られた、と聞けば納得できるだろう。

　南太平洋。マリアナ諸島のはずれに位置する夷皇島。正式な島名は別にあるのだが、今では学園の名からか、すっかり夷皇島と呼ばれるようになっている。

　この夷皇島にかつて、旧日本軍の拠点があったらしい。日本軍は、連合軍の上陸を怖おそれてあちこちに陣地を作り、地雷も大量に埋められた。その名残がまだまだ島内には残り、危険地帯として多くの場所が立ち入り禁止になっている。そして地雷原の清掃作業が、文科系クラブに無理やり押し付けられているというわけだ。

「まったく、やってらんないよなあ」

　今では全部員を合わせても百人程度に減ってしまった文科系クラブの男子が、悔しさをにじませながら、あるいは諦あきらめの表情で、もくもくと地雷探知を行っている。ふと視線を巡らすと、高等部のグラウンドでは女子テニス部が歓声を上げ、隣の屋外プールではこれまた女子水泳部が涼しそうに水を跳ねていた。

　対して馨一たちは、制服に地雷探知機を背負って、炎天下に地雷処理の奉仕活動。

　まさに、天国と地獄！

「流山先輩、大丈夫ですか」

　馨けい一いちは流ながれ山やまに声をかけて近寄った。少し前に地雷を掘り出した流山は、まだ処理の最中だったのだ。

「おう市いちヶが谷やかァ。見ろ、オレの特製地雷探知機を！　従来のは、地雷を見つけるとブブブ……って音が、ガガガってなったろ。だが、オレの探知機はァ、地雷を見つけると音楽で知らせてくれるのだ！　携帯の着メロってのと同じだ。本土で流行ってるんだろ？」

　確かに、音楽が鳴っている。

「着メロっていったい……この曲、なんですか？」

「南みなみ沙さ織おり！」

「南……ハァ、誰だれです？」

「それにな、掃除機としても使えるように改造してあるのだァ！」

　流山がスイッチを入れると、ブォーッと音がして先端のノズルが空気を吸い込んだ。確かに似ているが、地雷探知機と掃除機を合体させてどうするのだ。こんな“〝発明”〟ばかりしているから、部室を取り上げられるのかもしれない、と馨一は思った。

「よし、見つけた地雷を掘り出すかァ。……うーん、これで大丈夫だと思うんだが」

　流山は地面に這はいつくばると、掘り出した地雷の信管を外し始めた。土ぼこりにまみれた顔に、汗が滴したたっている。

　この地雷原にあるのはすべて対戦車地雷なので、体重二百キロ以上の者が乗らない限り爆発はしない。しかし五十年以上も昔の戦争の産物は、すでに経年変化でずいぶん劣化しているはずで、危険なことには変わりなかった。

「……よし、あとはこいつを抜いてェ……あれ？」

　言い終わらないうちに、流山の手元の信管が、ボキリと折れた。

「あ」

　馨一と流山は顔を見合わせる。お互いの顔色が急激に青くなっていくのがわかった。

「に、逃げた、ほうが……先輩！」

「そ、そうだな。に、逃げろーおおおォ！」

　流山の叫び声は尻しり上がりに大きくなり、同時に二人は走り出した。

「逃げろー！　地雷が爆発するぞー！」

　血相を変えて走ってくる二人を見て、回りはパニックに陥った。全員がいっせいに、無秩序に走り出す。いちばん早く逃げ出したのは風紀委員会の連中だったが。

「うわあああああああー！」

　ズドドドド～！！！

　意外にも大きな爆発音とともに、今まで馨一たちがいた丘の上が一瞬炎に包まれた。どうやら他ほかの地雷も誘爆したらしい。

「きゃああああ！」

　少女たちの悲鳴がこだまする。

　離れていた生徒たちに被害はなかった。しかし馨一と流山は……。

　もうもうたる爆煙が収まったころ、土くれの中から流ながれ山やまが這はい出してきた。伏せていた身体からだに降り積もった土砂を払う。

「ゲ、ゲホ、ゲホ……。うええ、ひどかったなあ、市いちヶが谷や。……おい、市ヶ谷？　市ヶ谷―――!?」



　当の馨けい一いちは、もちろんまだ死んではいなかった。軽い脳のう震しん盪とうを起こして、一分ほど気絶していたのだ。

「……う、う～。よかった、生きてる」

　もうろうとした意識がじょじょに戻ってくる。馨一は目を開いて驚いた。

「!?　……う、うわあああ！」

　目の前に、少女の顔があったのだ。しかも、上下さかさまに！

　最初は人形かと思った。しかし、目を閉じた青白い顔は、とても人形とは思えない。ならば死体か!?

「うっ、身体が……」

　動かせない。見ると、馨一の身体は、高さ二メートルはあろうかという円筒形の水槽の下敷きになっていた。

　そう。少女はこの水槽の中に入っていたのだ。頭を下に、両足を抱えるように、そのポーズは胎児のようだった。長い髪が、水槽の中に満たされた液体にたゆとうている。

「何だよ、いったいここは!?」

　どうやら馨一は、地雷の爆発でできた地面の割れ目に落ちたらしい。

　地中にぽっかりと空洞が開いていたのだ。明らかに人工的に作られた空間だった。ぼんやりした明かりに目を凝こらすと、多くの計器が並んだ壁面やコンソール、怪しげな機器がそこかしこに転がっている。何かの研究所のようだ。

　裂けた天井から光が差し込んでいる。空が見えた。馨一は叫んだ。

「おーい!!　ここでーす！　動けないんだ。ここにいまーす!!」

　声を限りに叫んだ。返事はない。外には聞こえているんだろうか。

「冗談じゃないぞ。あの天井が崩れてきたら……」

　今度こそ生き埋めである。

「この気持ちの悪い死体といっしょに生き埋めなんて……！」

　馨一は逸そらしていた目を、恐る恐る正面に向けた。

「……え？」

　意外とかわいらしい。

　死体を見て思うのも変だが、馨一はちょっとドキッとした。目の前の少女に魅入ってしまったのだ。

　少女の秀ひいでた額、小さい鼻。それに口は、なにか言いたそうにかすかに開いている。

「これ、死んでるなんて、思えないぞ。生きてるよ。眠ってる？　いや……」

　馨けい一いちは薄明かりの中で水槽を見上げた。

　逆さまになっているが、少女の白い身体からだが見えた。ということは……。

「え、え、ハダカ……!?」

　死体じゃないかも、と思ったら急に意識した。馨一の顔がカーッ、と赤くなる。思わず下を向いてしまった。

「で、でも、やっぱり死体かも。いや、人形かも……別に見たっていいよな」

　変な理屈をつけて、もう一度視線を上げようとした。生き埋めの恐怖はすっかり忘れている。

「薄暗くて、よく見えないか。でもこの子、きれいだなあ……あれ、なんだ？」

　少女の首に、赤い首輪のようなものがはまっているのだ。そして首輪の中心には……。

「……鈴？　なんで、鈴なんか……いや、それより……！」

　身体の方もなんとか見えないか、と馨一が目を凝こらしていると……、

「おい！　市いちヶが谷やァ!!」

「うわわ!!」

　上から降ってくる声に、馨一は一瞬、心臓が止まりそうになった。

「そこにいるのか、大丈夫かァー!?」

　流ながれ山やまの声だ。

　見上げると、天井の裂け目から、流山が見下ろしていた。

「だ、大丈夫。でも、動けないんです！」

「待ってろ！　いまはしごを見つけてきて、なんとか降りる……って、おい、ここ、何だ？　なんで地面の下にこんなところがあるんだ!?」

　中の風景に気づいた流山が、口をあんぐりと開けている。

「ちょっと！　市ヶ谷馨一は無事なの!?　無事なのね!?　死んだりしてたら困るんだから。私の責任になっちゃうじゃない」

　どうやら、爆発が収まったと見て風紀委員会の面々も近寄ってきたらしい。めぐみの声がした。

「ちぇ。相変わらず自分のことばっかり考えてるな……ん？」

　馨一は毒づいたが、ふと気づいた。

「なんだ、これ」

　馨一の手に、ヌルヌルと冷たい液体が滴したたり落ちている。水槽の中の液体がこぼれ出しているのだ。おそらく、爆発で倒れてきたはずみで、水槽のどこかにヒビでも入ったに違いない。馨一の下半身がびっしょりと濡ぬれてしまっていた。

「まずいよ、これじゃ漏もらしたみたいじゃ……そういうことじゃないって！　ええと……」

　少女の顔の側そばを、プカリ、と気泡が漂っていった。いくつも上っていく。明らかにどこかから液体が漏れ出していた。

「この液が無くなったら、この子、どうなるんだ？」

　思わず少女の顔を凝視した。

　そのときだった。

　パチッ、と少女の目が開いた。

「……!!」

　今度こそ本当に、馨けい一いちと少女、二人の目が合った。

　ガシャ――――ン！

　その瞬間、水槽のガラスが砕けた。

「う、うわ―――……！」

　大量の液体が噴き出す。馨一は手で顔を覆うこともできず、圧倒的な奔流に息を詰まらせた。身体からだを水槽に挟まれていなかったら、どこかへ弾き飛ばされていただろう。

　ようやく洪水のような流れが収まると、馨一は頭から液体を浴びて全身ずぶ濡ぬれになっていた。

「はぁ、はぁ……ど、どうなってるんだ」

　気づくと馨一の足元に少女の白い身体が横たわっている。

「お、おい……ねえ、君」

　馨一は水槽の残ざん骸がいを押しのけて立ち上がった。重さのほとんどである液体がすっかり流れ出てしまったので、もう馨一一人でも脱出できる。

　少女を助け起こそうとして、ギョッとした。うつ伏せになったその背中に、無数のコードやチューブが取り付けられているのだ。コードの先は壊れた水槽の中へ消えている。

「なんだ、これ……。いや、でも、確かさっき……」

　長い髪が少女の身体を覆っている。馨一は少女を抱き起こそうとした。が、びくともしない。

「どうしたんだ。動かない」

　諦あきらめて手を離そうとしたときだ。グッ、と逆に手首をつかまれた。

「うわあああ！」

　思わず、悲鳴を上げてしまった。

　しかし、今度こそパッチリと目を開いた少女が、半身を起こしていた。まっすぐに馨一を見る。

「……で、ありますかぁ？」

　何か言っている。しゃべれるのだ。しかも、日本語だ！

「え、何？」

　馨一が聞き返した。

「へーか、でありますか？」

「へーか？　陛下、か？　いや、ぼくは、市いちヶが谷や、馨一って言うんだけど」

　少女の唇くちびるが動いている。なのにどこか遠くから聞こえるような声だった。それにしても、でありますか、は大げさだ。時代がかった台詞せりふのわりに、口調も表情も幼いのだが。

「いちがや……へーかでありますか？」

「いや、だから……」

　少女の黒目勝ちの瞳ひとみは瞬まばたきもしない。馨けい一いちの目は吸い込まれそうになった。

「と、とにかく、なんか着ないと。そのままじゃ風邪ひいちゃうよ。ええと」

　あたりを見回した。しかし埃ほこりをかぶった研究室があるばかりで、衣類など何もない。よく見ると、壁一面の計器も何やら古めかしいものばかりだった。

「戦争中のものじゃないのか。この施設も、だとすると……」

「おーい！　何か音がしたけど、大丈夫かー！」

　再び上から声が降ってきた。流ながれ山やまたちがはしごを持って戻ってきたのだ。

「あ、だ、大丈夫！」

　言いながら馨一はうろたえた。こんなところを見られたらどう説明すればいいのだ。ハダカの少女と二人きりでいる、なんて。

「まずい、まずいよ！　ええと。ええい！」

　馨一は自分のシャツを脱いだ。ずぶ濡ぬれだが、ないよりはましだろう。少女の背中にかける。チューブやコードが邪魔だが、仕方がない。

「あのさ、君、名前は？　ここで、何してたんだい」

「なまえ？」

「そうそう。名前。ここの学生？」



    

  
    
      



    

  
    
      「なまえ……ないであります」

「そうか。ないのね。って、記憶喪失？　典型的な感じだなあ！」

「きおく、ないです。でもわたし、へーかのしもべ。へーかのために、たたかいます」

「はぁ？　しもべ？　戦う、って？」

「おーい、市いちヶが谷やァ！　今、はしごを降ろすぞー！　受け取れー！」

　流ながれ山やまの声に振り返ったときだった。

　ガラガラガラ！

　急に天井の土砂が崩れた。

「うわっーぷ！」

　転げ落ちる流山。

　幸いにも土砂崩れは馨けい一いちたちの目前で止まった。むしろ、天井の穴はぽっかりと大きく広がり、スロープのように土砂が積もって、はしごを使わなくとも脱出できそうだ。

「痛いたたたた……」

　腰を打ったらしい、流山が前かがみで立ち上がる。

「大丈夫ですか、先輩」

　馨一が駆け寄った。

「ああ、大丈夫……って、ここはなんだァ!?　よく見るとすごいもんだな……お、おい、ありゃあ……！」

　流山が驚きよう愕がくしながら指さした先には、もちろん例の少女がいた。すでに立ち上がっている。馨一のシャツを羽は織おっているが、ずいぶん剥むき出しなふうには変わりない。

「あ、あれは、その……じつは……」

「……市ヶ谷……」

　流山ががっくりと肩を落とした。なぜかプルプルと震えている。

「先輩？」

「彼女がいるならいると、言ってくれればいいじゃないかァ！」

「は？」

「しかも、めちゃくちゃかわいいじゃないか！　ええ？　今まで、彼女がいないふりをしていたのかァ？　何かァ？　モテない俺おれに対するあてつけかァ。それとも哀れみか。ああ、どうせ俺はモテないよォ。しかも、俺たちが見てないのをいいことに、こんなところで、あんなことやこんなことやそんなこともかァ!?」

　馨一の胸ぐらをつかんで揺さぶる流山。明らかに、動転しているようだ。

「わ、わ、わ……って違いますってば、先輩。そんな泣かなくたって」

「だってよお、だってよお……！」

　馨一は流山をなだめすかしながら、ここに落ちてからの経緯を手短に語った。

「なにィ？　じゃあ、あの子はこの変な研究所の水槽に閉じ込められてたってのか」

「閉じ込められてたのか、眠ってたのか、よくわからないんですけど」

　流ながれ山やまと馨けい一いちは改めて少女を見た。

　少女は、さっきから同じところに立ったままでいる。馨一たちを見ているのだが、その真っ黒い瞳ひとみはどこか空うつろだった。

「とにかく、ここから出るしかないだろ。あの子のことは、あとでゆっくり……」

「見たわよ！　市いちヶが谷や馨一、不純異性交遊の現行犯！　おとなしく拘こう束そくされなさーい！」

　見ると、またも風紀委員会だった。

　巣す鴨がもめぐみ以下、ずらりとそろっている。落盤で簡単に降りてこられるようになったせいだろう。

「何、言ってるんだ。違うんだよ、これは！」

　どうやらセミヌードの少女といっしょにいるところを見られたのがまずかったらしい。男女交際は生徒会法で厳禁なのだ。

「うるさーい、黙りなさい。こんな動かぬ証拠があるくせに！　だいたいなんなの、ここは!?　あんたたち文科系クラブの隠れ家がってわけね。いやらしー。この場所も生徒会が押さえるわよ！　やった！　これでリオナさまにもほめられるわね！」

　勘違いのあげく悦に入るめぐみだった。

「市ヶ谷とその女、二人とも、つかまえなさーい！」

「誤解だよ。違うって。あ、ちょっと、待てってば！」

　めぐみが合図をすると、背後に控えていた男子生徒たちが進み出た。こういうところも、女子はただ指示をするだけ。実際の作業は男子生徒の担当、と徹底しているのだ。

「おい、やめろよ！」

　例の少女の腕を乱暴につかもうとする生徒を、馨一は振り払った。だが多数には抗しきれない。流山も馨一も、無理やり押さえつけられ、引き立てられる。

「やめろォー、我々文科系クラブの主権を侵す生徒会に、断固抗議するぞォ！　この不当な拘こう束そくに……痛いた、痛、痛いですー！」

　口は勇ましいが腕力は小学生並み、の流山が、まず簡単に縛り上げられる。

「ちょっと、待てってば！　痛い、痛いよ！　あっ！」

　続いて、腕を思い切り背中でひねられた馨一がうめいた。

　その瞬間だった。

　バン！

　突然、小さく爆発するような音がした。

「わっ！」

　同時に、少女を押さえて連れ出そうとしていた生徒たちが、弾かれたように倒れた。

　少女の唇くちびるが動いた。

「へーかをいじめる。ゆるさないです」

　足元に、いくつものコードやチューブが転がっていた。背中につながっていたそれらが、一気に外れたのだろう。それだけではない。少女の身体からだがボゥッと光っている。

「な、何、あの女!?」

　めぐみたち、風紀委員が驚きの表情を浮かべた。馨けい一いちを押さえつけていた生徒も、びっくりして後ずさる。

「君、それ……」

　次の瞬間、馨一は見た。

　バッ！

　少女が手のひらを向けた、と思ったそのとき、まばゆい光が迸ほどばしったのを。

「うわーっ！」

「きゃあああああ！」

　悲鳴を上げる風紀委員の男子生徒、それに女生徒たち。

　突如、殴られたように勢い良く後方へ弾き飛ばされたのだ。まるで、間近で爆発が起きたような圧力。

　動ける者は逃げ散ってしまっていた。しかしへたり込んだめぐみに、まだ少女の手のひらが向けられている。コロン、と鈴の音がした。

「う、うそ……やめて。おねがい、やめてくださいー。ごめんなさい!!」

　めぐみは腰が抜けたように、動けない。がくがくと震えながら、必死で哀願を繰り返した。何かをつかもうとするように、手が床を泳ぐ。

「へーかを、いじめたです」

「も、もうしません！　……ひっ！」

「待って！　もう、いいよ」

　少女の腕を、馨一がつかんだ。

　少女が馨一を見る。急激に光が消えていった。

「ひぃぃ……何なのお……！」

「何なんだろう、この子は」

　馨一もまた、少女の横顔を見ながらつぶやいた。と……、

　少女の右手がゆっくりと動いて、額の横で止まった。まるで、ぎこちない敬礼のように見えた。

「へーか、すき！」

　次の瞬間。少女が馨一の胸に飛び込んできた。

「う、うわ！」

　押されるように倒れる馨一。

　ガン！　そのままコンクリートの床で思い切り頭を打った。

　少女はかまわず、馨一の上に乗っている。なぜか重くて、まったく起き上がれない。

「すき」

「……ど、どうなるんだ、ぼくは」

　急速に薄れていく意識の中で、馨一はぼんやりとそう思った。



    

  
    
      


２　われは、ロボット？



「う……」

　目が覚めると、ベッドの中だった。白い天井が見える。

「ここは……保健室か。そうか。ぼくはあの爆発で……やっぱり夢だったんだな。気を失って、幻覚を見ていたのか」

　怪しげな研究所、不思議な少女……。

　まるで馨けい一いちの願望を表したような夢ではないか。思わず、馨一は笑ってしまった。そして少し惜しくなった。

「夢とはいえ、かわいいコだったな。ちょっとわけわかんなかったけど……」

　馨一は口元に微笑を浮かべたまま、遠い目になった。

　そんな思いを振り切るように寝返りをうつ。と……。

「！」

　数センチという近さで少女と目を合わせたのだ。

「うにゃ」

「わっ！」

　思わず飛び上がる馨一。掛け布団の下にも少女の身体からだがあった。やはり幽霊や幻覚ではない。

「おー、気がついたか」

　騒ぎを聞きつけて来きたのは、校医の荒あら僚りよう冶じだった。名前どおり少々荒っぽいが、腕の確かさには定評がある。

「あ、荒先生、これは!?」

「んー、おまえの側そばから離れようとしなくてな。男女同どう衾きんは厳罰なんだが、まあ、仕方がないさ」

「だ、だって、ハダカ……え？」

　よく見ると、馨一自身は制服のシャツをちゃんと着ている。少々汚れているのが、これまでの経緯を物語っていた。そして肝心の少女だが……。

「あれ？　着てる」

「ハダカじゃまずいんでな。女子生徒に頼んで、制服やらなにやら、一そろい買ってきてもらって着せたってわけだ。けっこう似合ってるだろう」

　確かに、少女は夷い皇おう島じま学園の制服を着ていた。髪もきれいに整えられている。

　基本的にはセーラー服なのだが、かなりアレンジされたものだ。幼い感じの少女の顔立ちによく似合っていた。

「へーか、おきました」

「そうだよ、起きたよ。その、へーか、っての、やめてくれないかな。変だぞ。なんで、へーか？　そういえば、陛下のしもべとか、言ってたような」

「陛下か、なるほどな」

　僚りよう冶じがつぶやいた。

「え？　どういうことです？」

「知らなかったのか市いちヶが谷や、おまえ」

「何をです？」

「何って、これだよ」

　そういうと僚冶は、いきなり少女のセーラー服を捲まくり上げた。

「うわ！　何するんです先生！」

　と言ったのは馨けい一いちのほうだ。思わず目をつぶって顔をそむける。頬ほおが赤らんでいた。

「ばか、お前が恥ずかしがってどうする。それより、よく見ろ」

「……え？」

　恐る恐る、馨一は目を開けた。

　少女は、きょとんとしたまま表情を変えない。胸までセーラー服を捲り上げられて下着が見えてしまっていても、まったくされるがままだ。

「こっちだよ、背中だ」

「あ、はい」

　僚冶に言われて、少女の裸の背中を覗のぞき込んだ馨一は、アッ、と息を呑のんだ。

　少女の背中にはいくつものコネクターが剥むき出しになっていた。

　全部で大小八基ある。最初に馨一が見たとき、チューブやコードがつながっていた部分だ。薄暗い研究所の中だったし、少女の長い髪でよくわからなかったのだ。

　すべすべした背中に、メカニカルなバルブやコネクターがポツポツと口を開けている。開口部は中から閉じていた。

「こ、これって……」

「よく出来てるだろう。ロボットだよ。アンドロイド、っていうのかもな」

「えええ!?」

「ウソじゃない。ここにはレントゲンだってあるんだ。服を着せようとしてあれを見たときには肝を冷やしたぞ」

　僚冶は少女の髪を上げると、首の後ろ、首輪の裏側を指差した。

「え？」

　馨一もその部分を凝視する。首輪には金属板が取り付けられ、細かい文字が打刻されていた。

「陸軍特殊機械工こう廠しようキ―５５０……陸軍？　あの、戦争中の、陸軍!?」

「そういうこった。どうやら、旧日本陸軍が開発した、何かみたいだな。この子は」

「はは、まさか。だって、生きてるんですよ。しゃべるし、自分で動くし、歩いたり……」

「だからよ。おっそろしくよく出来てる。半世紀以上前の技術とはとても思えないほどだ」

　馨けい一いちはあまりの事実に混乱するばかりだった。その間にも、セーラー服を捲り上げられたままの少女は、小首をかしげたように馨一を見つめ続けている。

「……わかった！　これ、引っ掛けでしょう！　ぼくを引っ掛けようとしてるんだ。うまく作ったなあ」

　馨一は少女の背中のコネクターを爪つめで掻かいた。しかし本物の金属だった。剥はがれもしない。首輪を見ると、首に巻きつけられているのではなくぴったりと密着している。まるでその部分を構成する部品の一部だ、というように。

　馨一の顔に汗が浮かんだ。

「身長、百五十センチ、体重、百九キロ」

　僚りよう冶じが横で言う。

「百……九キロ？」

「バスト七十五、ウエスト五十五……」

「ちょ、ちょっと待ってください。百九キロって、このコが？」

「ああ、そうだ。簡単な身しん体たい検査もしたんでな。校医としちゃあ当然だろう。体重計の針が一回りしたときには、目を疑ったよ」

　どうりで、身体からだの上に乗られたときにビクともしなかったわけがわかった。馨一も目の前の少女が人間ではない、ということを認めざるを得なくなっていた。

「ああ、言い忘れたがな。この子の頭ん中にはバイオコンピュータが入っててな。それにネコの脳が使われてるらしい」

「えー！　じゃあ、この子の頭の中にネコの脳が？」

「いや、直接ネコの脳みそがすっぽり入ってるわけじゃない。正確には、ネコの脳の一部から培養した細胞によるバイオコンピュータってことだがな。ときどきネコの習性が出るらしいんだ」

「荒あら先生、どうしてそんなことを知ってるんです？」

「これだよ」

　僚冶は小さな金属の箱を見せた。

「このコの髪の中に、タグみたいに結び付けてあった。中にちょっとした説明書きが入っててな。要するに、製品説明みたいなもんだ。使用上の注意、ってとこか。おまえのことを陛下、ってこのコ言ってるだろう」

「ええ」

「この子の起動手順にな、まず最初に、その陛下とやらのデータをインストールするらしくてな。ところが今回は、イレギュラーな起動の仕方をしたもんで、その陛下ってのがおまえのことになっちまったんだろう。つまりインプリンティング、刷り込みだな。雁かりやアヒルの雛ひな鳥が、目を開けて最初に見る動く物を親だと思うような反応だよ。どっちにしてもこの子は陛下とやらに、一生忠誠を尽くすように出来てる」

「一生……」

「んまあ、壊れるまで、ってことだがな」

　一瞬、沈黙が訪れた。

「で、でも、人間じゃないなんて、じゃあ、どうしたらいいんです、このコ。そんな、ロボットやアンドロイドなんて、まさか現実にあるなんて……」

「いいじゃないかァ！　人間でなくて何が悪いー！」

　突然、バン！　とドアが開いた。大声を上げながら入ってきたのは、もちろん流ながれ山やまである。その後ろには、文科系クラブとはとても思えない、ボディービルダーのような巨体を誇る部長の九く品ほん仏ぶつ。発明部、といってもじつは馨けい一いちを含めて三人だけなのだった。これでは部室を取り上げられても仕方がないかもしれない。

「先輩……」

「聞いたぞ、聞いたぞォ！　おまえをここに運んできたのはおれたちだからな。しかし！　見損なったぞ市いちヶが谷やァ！」

「え？」

「人間じゃないからって、なんだァ！　おれたちは発明部じゃないかァ。人造人間！　すばらしい！　人類の夢だ！　半世紀以上も昔に実現していたなんて！　しかも、こんな、美形の、かわいい、美しい……」

「それみんな同じような意味ですけど」

「あー、つまり、すばらしいクオリティ！　人間にしか見えない、ってことだ。技術の精華！　科学の勝利！　それを受け入れなくてどうする!?　ですよね、部長」



    

  
    
      



    

  
    
      　九く品ほん仏ぶつはうんうん、と頷うなずくだけだ。

「だろ！　そうだ、そのとおりだ。それを市いちヶが谷や、おまえはなんだァ！　ちょっと人間じゃないからって、ビビリやがって、きっ子ちゃんを変な目で見たな！」

「ちょっと人間じゃない、って、大きな問題だと思うんですけど……きっ子ちゃん、って誰だれ？　まさか」

「そのコの名前だよォ。いつまでも名前がなくちゃ困るだろう。人造人間、と言えば、キカイ○ー！　女のコだから、キカイ子ちゃん、で、きっ子ちゃんだ！」

「あ、あの……？」

　顔を引きつらせている馨けい一いちに、やはり半ば頭を抱えた僚りよう冶じが言う。

「悪わりぃ、おまえが寝てる間に、呼び名を決めようってことになってな。が、本当は、このコの型番、キ―５５０からとったんだよ。き、ごーごーで、きっ子、ってな。特殊機械工こう廠しようの、機械と工廠の最初の一文字、でもあるしな」

「き、ごーごーで、きっ子……」

　いろんなことがどんどん動いていた。馨一は呆ぼう然ぜんとした。そして渦中の少女＝きっ子は飽きることなく馨一を見つめている。まるで、次の命令を待っているかのように。

「わかりました。いや、よくわからないけど、とにかくこのコの……きっ子ちゃんのことをもっとよくわかって、身の振り方が決まるまで、ぼくもようすを見ることにしますよ」

「よく言ったァ、市ヶ谷！　それでこそ、我が発明部の部員だ！　われわれもきっ子ちゃんを守るぞ。きっ子ちゃんと仲良くなって、世界の平和を守るんだ！　じゃない、世界初の人造人間部員になってもらうのだ。それこそ、すばらしい発明じゃないか！　なあ！」

「そうですけど。まあ、このコもそのうち何か思い出すかもしれないし……あれ？」

　馨一が振り返ると、いつのまにか、きっ子は目を閉じていた。頭がゆっくり動いている。眠ってしまったのか、と思うが、そうではなかった。まだベッドの上に座ったままのきっ子は、側そばに立つ馨一の身体からだに、頭や顔を柔らかく押し付けていた。

「なんかスリスリしてますけど」

「すっかりなついちまったみたいだな、おまえに」

　僚冶は腕を組んで考えていたが、やがて言った。

「よし、市ヶ谷、おまえ、連れて帰れ」

「は？」

「ここにいつまでも置いておくわけにもいかねえ。それに、きっ子もおまえの側から離れようとしないしな。仕方ないだろう」

「そんな！　無理ですよ。こんな、女のコ、ぼくの部屋に……男子寮に入れられるわけないじゃないですか！」

　女子寮、男子寮はもちろん異性禁制である。知られれば、懲ちよう罰ばつは免れない。

「大丈～夫ゥ！　市ヶ谷、きっ子ちゃんは人間じゃない。生徒会法にも引っかからない。おれ達の勝利だ！」

「そんな、都合のいい……」

「ともかくな、今はそうしておけ。俺おれもいろいろ調べるのに時間がいる。何かあったらいつでも相談に来い」

　僚りよう冶じに言われて、馨けい一いちもしぶしぶ納得した。確かに、今はそれがいいかもしれない。

「そうと決まったら、さっそく寮に帰るぞォ、市いちヶが谷や！　部長！　我が発明部の夜明けですなー。わははは」

　一人躁そう状態の流ながれ山やまを後しり目めに、馨一はきっ子を見た。まだ馨一の身体からだに顔や頭を押し付けていたきっ子だが、馨一の視線を感じたのか、見上げてくる。視線が真っ直ぐに馨一の目を見る。

　馨一はなぜだか急にそうしたくなって、きっ子の頭をくしゃくしゃ、となでた。きっ子はうれしそうに、その手にも頬ほおを触れてくる。

「ま、いいか。行くよ、きっ子」

　馨一のその言葉を待っていたように、きっ子が立ち上がった。

「はい、でありますー」

「……かわいい」

　ポツリ、と言って赤くなったのは、なぜか九く品ほん仏ぶつだった。



    

  
    
      


３　アンドロイドは電気羊以外の夢も見るか？



　ここで少し、馨一たちの通う、暮らす、夷い皇おう島じま学園について説明しておこう。

　南太平洋に浮かぶ、夷皇島。

　南北約十キロ、幅約五キロの比較的小さな島。そのすべてが夷皇島学園なのである。

　日本の将来を担う人材を養成するために作られた、ほぼ完全エスカレーター式全寮制超エリート学園！

　設立されたのは終戦直後と言われるから、その歴史もすでに半世紀以上を数えていた。

　最初は小さな私立校だったが、ときの政府や実力者の後押しもあってじょじょに発展し、学生数はいまや一万人に届かんとしている。

　幼稚部、初等部こそ日本本土にあるが、中等部、高等部、大学、そして大学院が夷皇島に置かれ、それらが一つの街を形成していた。

　学生たちは全員、男女別の寮に暮らしている。もちろん男女交際は厳禁だ。学生ばかりの島なので、そのあたりを放置しておくととんでもない間違いが続出しないとも限らない。そこで、校則を徹底させるために学生たちの自治組織が高度に発達し、結果、非常に強い力を持つようになってしまったのだ。

　風紀委員会と呼ばれる生徒会の親衛隊もどんどん強力になり、ついには教員組合を圧倒。今では生徒会の自治によって学園のほぼすべてが運営されている。

　各学舎にそれぞれ生徒会があるが、いまは有う楽らく町ちようリオナの高等部生徒会がもっとも強大で、中等部や大学自治会までを実質的に傘下におさめていた。いわばリオナは、夷い皇おう島じま学園の女王というわけである。

　まさに夷皇島学園は、ひとつの奇妙な学生だけの街、学生だけの社会だった。

　最初は日本最高の教育機関を作ろうとして設立された夷皇島学園。しかし歴史を重ねるごとにその理想も実態もどんどん捻ねじ曲がり、今では、文字どおりの学園都市、いや都市学園と化していた。

　この都市学園で何年も過ごすうち、すっかり社会性を失ってしまった学生たちは、やがて盆正月ＧＷにも本土へ帰省せず、大学まで卒業しても就職のために帰国（？）することもなく、そのまま島に居ついてしまう者も少なくない。島の南部に広がるジャングルの中には、そんな元学生たちの村がある、という噂うわさもある。

　夷皇島学園……。

　住んでいる学生たちにとっても、多くの謎なぞを秘めた存在なのだった。



「謎の女？　それ、なに？」

　寝ね椅い子すに半ば埋もれながら、有楽町リオナが豪華にウェーブするプラチナブロンドのロングヘアをかきあげた。

「で、ですからー、あのー、言葉どおり、よくわからないんです。地雷が爆発したら地面が陥かん没ぼつして、中に研究所みたいなものがあって、そこにハダカでいたんです」

　生徒会の拠点、通称迎げい賓ひん館のリオナの私室。リオナのまえでひざまずいためぐみが汗だくになって申し開きをしているのだった。

　ビクトリア調の白亜の建築物。

　賓客を迎えるために作られたこの豪ごう奢しやな建物を、高等部生徒会が占拠し、独り占めして使っていた。リオナの政治力、権力のなせる業わざといえよう。

「全っ然わからなくてよ。そんな小学生並みの説明してどうするの、めぐみ！」

「も、申し訳ありませんー。でも、発明部の市いちヶが谷や馨けい一いちがそこにいて……」

「ちょっと待って！　発明部？　なんですって、あの発明部？」

「はいー」

「旧日本軍のお宝を捜すと言って、地中を変な機械で掘り進んだあげく電源ケーブルを切断して、この島を半日停電させた発明部？」

「そうですー」

「爆弾漁法で魚を採ると言って、生徒会の遊覧船を撃沈したあの発明部？」

「ええ、そうで……」

「花火の代わりに不発弾を打ち上げた……」

「そう、その発明部ですー」

「なんてこと。発明部がからんでいるとロクなことはなくてよ！」

「あの、それでー、その女があたしに手を向けると、その手が光りだして、それから急に身体からだが後ろに弾はじき飛ばされてー……」

　引き続き、懸命に説明しようとすればするほどめぐみは、ドツボにはまっていく。めぐみ自身、なにが起きたのかよくわかっていないのだから仕方がなかった。しかしリオナは苛いら立だちを隠せない。

「あぁ、もういいわ。めぐみ、おまえの説明はうんざりよ。黎れい、どう思う？」

　意見を求められたのは、生徒会副会長の高たか田だ黎だ。ゴージャスなリオナとは対照的に、黒髪で線の細い美少女。硬質で冷たい美しさはまるで人形のようだ。

「話だけでは、なんとも言えない。日ごろ生徒会に反抗的な発明部の、何かの実験かもしれない。実際にその女性を見てみれば、はっきりするのでは」

　ポツポツとつぶやくように話す。当たり前といえば当たり前の正論だった。が、リオナは微笑を浮かべて大げさに黎を抱きしめる。

「そうよ！　そのとおりよ。黎は賢いわ！　さっそく採用よ！」

　リオナと黎の露骨なスキンシップを見て、めぐみが苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔になった。

「あの～、では、どうすればー」

「聞いていなかったの！　バカ！　さっさとその女をここに連れてくるのよ」

「は、はいー」

　めぐみは大急ぎで退散しながら、ふと振り返った。リオナが寝椅い子すに黎といっしょに寝そべっているのが見えた。

「くやしー！　いつか、私だってー！　リオナさまに……」

　つぶやくめぐみ。しかしその日は来るのか？



「……って、連れて帰ってはきたけど、どうしたもんかなー」

　勉強机に座って、馨けい一いちは一人、ため息をついた。寮の馨一の部屋である。

　馨一の部屋、と言ってもじつは先輩の流ながれ山やまと二人部屋だった。

　中等部は六人部屋。高等部になると二人部屋になる。ちなみに女子は高等部から個室だ。このあたりも女性上位のリオナの政策がよく出ていた。

「ぼくが最初に見つけたからって、ぼくだってどうすることもできないよ」

　ふう、とため息をつくまもなく。バン！　とドアが勢い良く開かれた。

「おい、市いちヶが谷や！　買ってきたぞォ。まず食料だ。パンにおにぎり、幕の内弁当、デザートにティラミスとパンナコッタ。それから服だな。女子用のシャツにスカート、帽子にリボン、スパッツにルーズソックス、これ、オレの趣味ィ。それにそれに、何と、ショーツとブラジャーだ。これらを購買部で買うのは、発明部始まって以来の試練というべきものだったなァ。もちろん、試練を乗り越えて、我々はまた一つ強くなったぞォ！」

　入ってくるなり、一気にまくしたてているのはもちろん流山だ。いったん寮に戻った後、馨けい一いちときっ子を残して、流ながれ山やまたちが買い出しに出たのである。それが今戻ってきたのだ。背後には部長の九く品ほん仏ぶつもいた。

「流山先輩……どうするんです。こんなにいっぺんに買ってきちゃって……。アレ？　部長、どうしたんですか。そんなところに立ったままで」

「市いちヶが谷や！　いいか、部長はなあ、オレなんかよりもさらに厳しく辛つらいミッションをこなしてこられたんだぞォ！　いやぁ、さすがは九品仏部長、オレにはとてもできないィィ！　市ヶ谷、おまえも感謝して部長に礼を言えよォ！」

　流山に促されて、九品仏は紙包みを床に置いた。大きな九品仏に較くらべると、ひどく小さな紙包みだ。

「何です。これ……チャーミー、ボディフィット……って、まさか、生理用品じゃないですか!?」

　ポッ、と九品仏が顔を赤らめた。

「アプリケーター式のほうがよかったかなァ市ヶ谷？　いやァ、初めてのコはやっぱりこっちのタイプだよなァ、ね、部長！」

　流山がバンバンと九品仏の背中を叩たたく。九品仏も照れくさそうに流山を小こ突づいた。流山の身体からだが吹っ飛ぶ。

「あ痛いたァ！　ぶ、部長ー、もう少し手加減してくださいよォ。ははは、わはははは」

　何をやっても愉快、という状態の流山と九品仏を前に、馨一は両手で頭を抱えた。

「きっ子はアンドロイドなんですよ。こんなもの、使うわけないじゃないですか！」

「え、使わないの？　絶対？」

「使わない、でしょう、たぶん」

「本当に？　そうかなあ。あんなによく出来てるんだぞ、きっ子ちゃんは。顔なんか見ろ、人間と同じ、いや、人間以上だ。それほど我々の想像を凌りよう駕がしているってことだ。市ヶ谷、固定観念にとらわれちゃいかんぞォ。アンドロイドだって、電気羊以外の夢も見るんだァ！　あれ、ところで、きっ子ちゃんは？　どこに行ったんだ？」

　今まで散々興奮して、肝心のきっ子が見えないのに気がつかない流山たちだった。

「あの、ここにいますけど」

「へ!?」

　馨一が椅い子すを引いて立ち上がった。

　机の下に、きっ子が丸くなっていた。

「えー！　なんでこんなとこにいんのよ。なんで早く言わないんだよォ、市ヶ谷！」

　詰め寄る流山。顔が真っ赤である。下着や生理用品のことを熱弁したのがいまさら恥ずかしくなったようだ。

「いや、言おうと思ったんですけど。それより先に先輩が……」

　馨一の机の下で、ひざを抱えるように丸くなって寝ていたきっ子が片目を開けた。表情のない顔で流山を見る。

「うるっ……」

「え、何だァ？」

「何でもないんです。何か、ああいう喉のどを鳴らすような声が、ときどき出るらしいんですよ」

　それもネコの習性なのか。

　やがてきっ子は、コロン、と鈴の音とともに机の下からのろのろと出てきた。あくびをして、グーッと伸びをする。セーラー服の上着の裾すそがまくれあがって、白いお腹が見えた。とても、風紀委員会の連中を一撃で退散させた、あの少女と同じとは思えない。

「なんで鈴、ついているんでしょうね」

「荒あら先生が言ってたがなァ、ネコのバイオコンピューターってことで、ちょっとしたシャレ心のわかる開発者がつけたんじゃないか、ってことだ」

　しかし赤い首輪も金の鈴も、まるでアクセサリーのようにきっ子によく似合っている。流ながれ山やまがきっ子に話しかけた。

「ハロー、きっ子ちゃん、元気かなァ？」

　しかしきっ子は口を開かず、流山をジーッと見るだけだ。

「…………」

　しまいには流山のほうが間が持たなくなって、視線を逸そらしてしまった。

「……え、あ、はいィ？　こんな感じなのかァ、市いちヶが谷や？」

「ちょっと、疲れたんじゃないですか」

　やがてきっ子は、流山たちが買ってきて床にぶちまけた多くの物に興味を示し出した。ひとつひとつ、手に取る。なぜかにおいをかぐ。

「きっ子ちゃん、何か食べるかい？　ほら、これなんかどう、ロシアの揚げパン、ピロシキだよ。こっちの肉はトルコのシークケバブ。フランスのエスカルゴも……」

「またそんなマニアックな食べ物ばかり……」

「たべもの、いらないでありますぅ」

「あ、しゃべった。食べないのかい、きっ子ちゃん？」

「たべないです」

「じゃあ飲み物は？　ジン、ウォッカ、コニャック、焼しよう酎ちゆう……」

「それ全部酒じゃないですかー！」

　しかも、流山や九く品ほん仏ぶつが密ひそかに隠いん匿とくしている酒だった。

「のみもの、いらないです」

　きっ子は手で床を掻かくような動作をする。ネコ独特の、ごちそうさま、のしぐさだ。それから衣類をひととおり手にとってみたあと、例の紙包みに手を伸ばした。

「おっ、やっぱり使うのかな！」

「やめてくださいよー、先輩」

　しかしきっ子はやはり、クンクンとにおいをかいだあとは、興味を失ってポトンと落としてしまった。

「うーん、まだ早かったかァ」

「だから、違いますって！」



「じゃあ、きっ子ちゃんは昔のことは何も覚えてないってことかァ」

　きっ子はコクッとうなずく。

「おぼえてないであります」

「じゃあ、なんでもいいから知ってることってないかなァ。感じたことでもいいんだよ」

　少々落ち着いてきたので、きっ子のことを知ろうといろいろ質問してみているのだ。しかしやはり、あの水槽以前のきっ子の記憶というものはまったく白紙のようだった。

「へーか」

　ポツリ、ときっ子が口にした。

「へーか、まもります。そのためにうまれたです。へーかのこと、いじめる、きずつける、すべててき。はいじょするです。どんなことしてもまもるであります」

　どうやら、きっ子の中にプログラムされている核心がこれだった。他ほかはすべて副次的なことなのだ。

「とすると、ボディーガードのためのアンドロイドってことなのかァ？」

「そうかもしれないけど、なんであんなところにいたんでしょうね」

「んー、わからん。じゃあ趣向を変えて、きっ子ちゃん、オレの名前は流ながれ山やま浩こう一いち郎ろう、言ってごらん」

「ながれやまこういちろう」

「おォ、いい調子だぞ。こっちは九く品ほん仏ぶつ部長だ。部長、でいいかな」

　九品仏が流山の襟えり首をガシッとつかんだ。

「す、すいません部長ー。きっ子ちゃん、やっぱり九品仏部長で、たのむ」

「くほんぶつぶちょう」

　九品仏の手が緩ゆるんだ。きっ子に名前を呼ばれて、顔も思い切り緩ゆるんでいる。

「そうそう！　で、キミがきっ子ちゃん。君の名前だよォ。“〝きっ子”〟」

「なまえ？　きっこ……」

「そう。みんながきっ子ちゃん、って呼ぶだろォ。キミの名前だ」

「きっこ……なまえ……りょうかいであります」

　きっ子の動きが止まった。表情が欠落し、内部で何かが動いている。ほんの一瞬だったが、馨けい一いちは見逃さなかった。

「そうそう。いいぞォ。きっ子ちゃんはかしこいぞ。じゃ、これは誰だれだ？」

　流山はきっ子の変化に気づかなかったようだ。馨一を指差す。

「へーか！」

　ガクッ、とする馨一。

「そのへーか、っての、やめようよ。ぼくは市いちヶが谷や馨けい一いち、っていう名前なんだ。へーか、じゃ変だよ」

「でも、へーかはへーかでありますぅ」

　どうやら、～であります、という妙な敬語も、へーかである馨一に対する最上級の敬意を表しているらしい。それにしても舌足らずなのだが。

「ま、いいじゃないか市ヶ谷。今のところ、きっ子ちゃんをどこに連れていくってわけじゃないんだ。当分はここでおとなしくしていてもらわないといけないんだからな」

「それはそうですけど、へーか、って呼ばれてるのを見られたら、かなり辛つらいですよ」

　やがて、答えるのに疲れたのか、きっ子はひざ立ちになると、四つんばいで這はうように馨一に近づいた。そのまま床に正座していた馨一の膝ひざに、頭を乗せて丸くなる。

「お、おー、おー！　何だァ市ヶ谷、いいなー！」

　色をなす流ながれ山やま。馨一も焦あせって立ち上がろうとした。しかしきっ子の体重は百九キロ。とても持ち上がらない。

「ダメだよ！　ほら、起きて」

　しかしきっ子はくるっ、と顔だけ持ち上げると、馨一を見て言う。

「へーか、すき、であります」

　一瞬、沈黙が流れた。

　きっ子はまた頭を馨一の膝に乗せ、気持ちよさそうに目を閉じてしまう。馨一は真っ赤になって何も言えず、流山は真っ青になって顔を苦にが笑いに引きつらせていた。

「いや、先輩、これは……」

「……いやいや、市ヶ谷、何も言うな。先輩としてうれしいぞ。こんなかわいい彼女ができてな。しかも何も食べない。おならもしなけりゃ、成長もしない。究極の彼女じゃないか。ずーっとこの姿のままなんだ。すばらしいぞ。うらやましいぞォ市ヶ谷！　男の理想の女性像だァ。よかったよかった。うんうん。わかってる。二人きりになりたいんだろ。オレたちだってそんな野や暮ぼじゃない。無ぶ粋すいなことは言わん。この部屋、おまえと二人部屋だったが、今日から一人で使うといい。きっ子ちゃんと二人、でな。とりあえず、オレは行くよ。若い二人を邪魔しちゃいかんからな。荷物は後で取りに来る。んじゃ！」

「あ、ちょっと、先輩！」

　最後はなぜか涙目になりながら、流山はダッ、とドアを開けて出て行った。馨一は追おうとしたが、きっ子がひざに頭を乗せているので動けなかった。

「九く品ほん仏ぶつ部長！」

「……」

　九品仏も立ち上がると、クルッと馨一に背を向けて去った。なぜかその背中が寂しそうだった。

　ドアが閉まり、二人きりの部屋に沈黙が訪れた。

「あ、んん！」

　咳せき払いをする馨けい一いち。

　本当に二人きりになると、急に意識してしまう。しかもいよいよひざが痛いたくなってきた。かわいいように見えても、アンドロイドのきっ子の体重は普通の人の倍以上もある。

「えー、ちょっと。すいません。降りてくれないかなあ。もしもーし」

　しかし、本当に眠ってしまったのか、きっ子は目を開けない。

「アンドロイドも眠るのか？　大丈夫だよな。壊れたり、してないよな」

　心配になったが、どう確かめればいいのだろう。馨一は半そでから剥むき出しになっているきっ子の腕を触ってみた。夷い皇おう島じま学園は常とこ夏なつなので、男子も女子も制服は夏服しかない。

「あれ、けっこう暖かいぞ。人肌、だな。じゃあ、こっちは」

　手を伸ばして、きっ子の顔に手を持っていく。鼻の下に指を近づけると、かすかに呼吸の風が当たった。

「呼吸、してる!?　ホントだ。吸って、吐いてる。どうなってるんだ。きっ子って本当は、まさか……」

　人間なのではないのか。

　馨一は混乱した。カッ、と頬ほおが赤らむ。もし、本当にきっ子が人間だとしたら。

「女子を部屋に入れたってことになって、完全に懲ちよう罰ばつだ！　……じゃない、ええと、いや、落ち着け、馨一！」

　動揺をムリやり押さえつけて、馨一は膝ひざの上のきっ子の横顔を上から眺めた。

「こまかい産うぶ毛げまで作ってある。ほくろもある。すごいなあ……ほんとに、人間じゃないのかな。ひょっとして、みんなで協力してぼくをかついでるんじゃあ！」

　しかし、僚りよう冶じはレントゲンまで取って確かめたのだ。それに、きっ子の首についている首輪や、裸の背中にあった剥き出しのコネクターを、自分でも触ったではないか。

「そうだ。やっぱりメカなんだ。この子……」

　馨一の頬から赤みが消えた。

　さっきからの膝の重みも、きっ子の体重が尋常でないことを物語っているではないか。やはりこの少女は機械。人間ではない。

「メカだよ。ただの機械……だったら、ちょっとくらい……」

　なんとなく視線が、きっ子の身体からだに注がれる。

「機械機械機械……機械なんだしな。うーん、その、パソコンやＭＤプレイヤーを触るような、もんだよね。うん」

　馨一は手を伸ばした。その先はきっ子の剥き出しの太もも。あるいはセーラー服につつまれた胸の膨らみ……。

「胸……膨らんでるなあ……あれ？　少し動いている」

　呼吸に合わせて、胸も動くらしかった。恐ろしくよく出来ている。

「……ここまでよく出来てるなら、人間と同じじゃないか」

　伸ばした手を、馨一はどうしてもそれ以上進めることができなかった。パソコンやＭＤプレイヤーのように、きっ子に触れることはできない。ぬいぐるみやおもちゃの動物にするように、きっ子を弄もてあそぶことは無理だ。

「……だよな」

　そう思うと急に楽になった。むしろ、ホッとした。と、膝ひざの上のきっ子が動いた。見ると、下から真っ直ぐに見上げている。パッチリと開いた真っ黒い目が、馨けい一いちの目を見ていた。

「なんだ、起きたのか」

「……へーか、すき」

「ははは、おまえはそれしか言わないなあ。どうしたんだよ」

　馨一は笑いながら、きっ子の頭をなでた。髪は柔らかい。きっ子は相変わらず無表情だが、口元がちょっと笑いの形になったような気がした。

　ガターン！

「うわっ！」

　突然の物音に、馨一が飛び上がった。飛び上がれたのは、きっ子もとっさに離れて、床の上にうつぶせになったからだ。たぶんこれが警戒のポーズなのだろう。

「いやー、すまんすまん！」

　声の主は、はずれたドアを持った流ながれ山やまだった。九く品ほん仏ぶつもばつが悪そうに頭を掻かいている。

　どうやら、ドアの隙すき間まから覗のぞいていたらしい。

「先輩！　部長！」

「わはははははァ！　いや、市いちヶが谷や、おまえ、いいやつだ。俺おれたちも考えたんだ。きっ子ちゃんは人間と同じだよ。人間、でいいじゃないか。いちいち悩んだり考えたりするのはもう止やめだ。わかりもしないことを推測しても無意味だしな。それに、俺たちは発明部だぞ。どんなときも開明的に、だ！　どんな事態もウェルカム、歓迎なのだァ！」

　急に馨一も、明るい気分になった。

「そう……ですよね。ぼくら、発明部だもの。こんなすごい発明のきっ子ちゃんを排はい斥せきしたら、ぼくらの名折れですよ」

「だろ！　だよなァ。なら、決まりだ。きっ子ちゃん」

　流山は言うと、四つんばいから、ようやく女の子座りに直ったきっ子に歩み寄った。

「よろしくなァ。きっ子ちゃん、たまにはおれにもスリスリしてくれよォ」

　そう言うと、きっ子の頭をなでた。

　きっ子はコクッ、とうなずいた。

「うな」



    

  
    
      


４　時計じかけのネコ



　翌朝。

「むわ～あ……」

　馨けい一いちはアクビをかみ殺しながら、校舎への道を歩いていた。

　寮から高等部の校舎へは約五分。大勢の男子生徒がぞろぞろと向かっている。別の道からは女子寮から来る女子生徒たちが合流した。

　けっきょく、昨晩は流ながれ山やまと馨一が二段ベッドにそれぞれ寝て、きっ子はベッドの側そばの床に丸くなっていた。馨一がいくらベッドを譲ろうとしても、聞かないのだ。眠っているのか、そのまま動かないきっ子を気遣っているうちに、馨一も眠りに落ちてしまっていた。

　……と、思ったら朝五時に起こされた。

　ちっとも起きない馨一に、きっ子はベッドの周りをウロウロしたり、ベッドの中の馨一をまたいだり、添い寝したり、においをかいだりとひととおりしたあとで、ついにぐりぐりと頭や顔を押し付け始めた。

「うわ～、わかったわかった！」

　これでは寝ていられない。

　いくら常とこ夏なつの島だからといって、空が明るくなるのと同時に起こされてはかなわない。

「これじゃ毎日寝不足だよー」

「市いちヶが谷やくん、おはよう」

　締まりのない顔で歩いていた馨一は、さわやかなソプラノボイスに現実へ引き戻された。

「え？　あ、ゆひちゃん」

　大おお崎さきゆひ、馨一の同級生だ。

　赤いセルフレームのメガネがかわいらしい。何種類かの花を束ねた包みをもっている。

「昨日、大変だったんでしょう？　身体からだ、大丈夫なんですか」

　どうやら地雷が爆発して怪我をした、ということに馨一はなっているらしい。きっ子のことはもちろん秘密だった。

　大した怪我じゃなかったよ、と馨一が言うと、ゆひは本当にホッとした、という表情をした。

　それからとりとめのない話を二言三言交わしているうちに、校門をくぐり玄関に着いた。

「じゃあ、市ヶ谷くん。私、教室のお花を替える当番だから」

「うん」

　小走りに去っていくゆひの後姿を馨一は目で追いかけた。

「ゆひちゃん、本当に心配してくれてたみたいだな。えへへ、やさしいなあ。それにかわいいし、いいよなあ」

　自然に頬ほおが緩ゆるんだ。

「ゆひちゃん、華道部だったよな。ということは御ご殿てんから通ってるのか。やっぱり女の子はああでなくちゃ。しとやかで、こう、つつましやかでさ、それで……うん？」

　ブツブツ独り言を言いながら馨けい一いちが教室に入ると、教壇のあたりに人だかりができている。というより、クラスの全員がそこに固まっているのだ。

「何だ？　いったい何があって……？　んあっ!?」

「へーか！」

　紛れもない、そこにはきっ子がいた。

　制服を着て、なぜか教壇の椅い子すにちょこんと座っている。クラスメートがなにか話しかけていた。

「きっ子、ど、どうして、ここに!?」

　馨一は冗談でなく目の前が真っ暗になった。

　朝、確かに部屋に置いてきたはずだった。遅刻常習犯の流ながれ山やまにきっ子を託して、馨一は一足先に部屋を出たのだ。しかも、きっ子に見送られて。

「いやァー、すまん、市いちヶが谷や！　どうしても止められなくてなァ！　すまんすまん！」

「流ながれ山やま先輩！　何ですか、その格好」

　流山はまだ寝間着のままだった。

「おまえが出て行ったあと、最初はきっ子ちゃんもおとなしく座ってたんだけどな。急に立ち上がるとものも言わずに走り出しちゃって。何とか止めようとしたんだが、やっぱり、俺おれの力じゃ無理で、最後は引きずられてここまで来きちまった、ってわけだァ」

「へーか」

　馨一を見つけたきっ子は、一散に駆け寄るとぴったりと身体からだをくっつけてくる。

　これには周りの同級生たちが驚いた。

「おー」

　どよめきが起こる。

「市ヶ谷、この子、知ってるのか？」

「市ヶ谷くん、この女の子、どこのクラスの子なの？　まさか、転校生？」

「おい、市ヶ谷、おまえ、このかわいいコとつきあってんじゃないだろうなあ！　このお、命知らず！」

　これではきっ子のことを秘密にしようとしていた馨一たちの努力も水の泡だ。それどころか、次の休み時間には、高等部中に知れ渡っているに違いない。

「もう、ダメだ……」

　馨一は絶望的な気分で思わず天井を仰いだ。が、きっ子はかまわず、馨一の身体に顔や頭をスリスリしている。

「おい、やめろよ、離れろって！」

　満座の同級生の目の前で、きっ子にベタベタされる。今すぐ退学になってもかまわない、とでもいうようではないか。

　さらに馨けい一いちは、自分を見つめる目の中にゆひの姿を発見して、うろたえた。

「これは……違うんだ。この子は……つまり、いや、おい、離れろってば！」

　思わず、馨一はきっ子を突き飛ばしてしまった。……いや、突き飛ばした、つもりだったが、きっ子はビクともしなかった。馨一の腕のほうが、衝撃で痛いたんだ。

「い、痛たた」

「へーか、だいじょうぶでありますかぁ」

「おまえが言うなよ！　ていうか、その、へーか、ってやめろってば。ぼくの部屋へ帰ってろ！　……あ」

　ふと見ると、周りの同級生の目がひどく冷たい。

「へーか、だってよ。市いちヶが谷やのやつ、彼女に自分のこと、陛下って呼ばせてんのな。どういう趣味なんだ」

「市ヶ谷くんって、あの子を自分の部屋に入れてるのかな。すごいね。そんなことする人だと思わなかった」

「ち、違うって……あ――――!!」

「悪ぃ、市ヶ谷ァ、じゃあオレは自分のクラスに帰るわ！」

「あ、流ながれ山やま先輩、そんなぁ！　ぼく一人で、どうやって、こんな……」

　危機を脱するのだ!?

　が、そのまま去ろうとした流山は、教室のドアを開けたとたん、ドン！　と突き飛ばされた。

「うわっ」

「きゃあああっ！」

　勢いよく入ってこようとした女子生徒とモロにぶつかったのだ。

「痛いった～い……気をつけなさいよー！　ああっ、おまえはこの間の、地雷のときのー、発明部の！」

　廊下側にひっくり返った女生徒はめぐみだった。

「そ、そっちこそ、風紀委員のォ！　……パンツ、見えてるぞ」

「うるさい、おぼえておきなさいよー！　それより今はおまえに用はないの。用があるのは……いた！　市ヶ谷馨一！」

「おぼえとけ、って、パンツの色のことかァ？　あ、また見えた……じゃない！　市ヶ谷ァ！　逃げろォ！」

　が、もう遅い。

　めぐみは流山を飛び越えて教室に躍りこむ。さらに多くの風紀委員の男子生徒が続いた。

　大勢の風紀委員たちにたじろいで、クラスメートたちが下がる。馨一ときっ子は、たちまち風紀委員に取り囲まれた。

「なんだ、やめろよ！」

「やめろ、はおまえのほうよー、市ヶ谷馨一！　のこのことその女を連れてくるなんて、どういう神経してるんだか。でも、捜す手間が省けて超ラッキーだわ！　これで、今度こそリオナさまにほめられるのね！『めぐみ、よくやったわ』、なんて、うれしい！」

　ひとりで舞い上がっているめぐみだった。

　馨けい一いちのクラスに現れたきっ子の噂うわさは、早くも風紀委員会に通報されたのだろう。きっ子を捕らえて連れてこい、とリオナに言われていためぐみは、願ってもないチャンスに狂喜しながら飛んできたというわけだ。

「市いちヶが谷や馨一！　この間は油断したからやられたけど、今度はそうはいかないわよー。風紀委員会の実力を見せてあげるわ！　おとなしくその女を引き渡しなさーい」

　めぐみの合図で、風紀委員の男子生徒たちがいっせいに背後から何かを出した。

「そーれー！」

　透明の盾だ。暴徒鎮圧用に機動隊が使うような、ＦＲＰ製の盾だった。これで馨一ときっ子を押さえつけて、絡めとろうというのだろう。

「やめろよ、そんなもの……！」

　馨一はきっ子を見た。きっ子のようすが少しおかしい。ほんの少しだが、肌の色がピンクに上気しているようだった。あのときと同じだ！　馨一は思った。

「きっ子！」

「きょういしすう４……へーか、はいじょするでありますか？」

「ダメだよ！　やっちゃダメだ！」

　大勢に囲まれれば、普通の人間でもプレッシャーを受ける。きっ子はそれを脅威と受け取ったのだろう。そして再び攻撃しようとしている。

「市ヶ谷馨一ー！　逆らうつもりなら、こっちにも考えがあるわよー！」

「すまん～、市ヶ谷ァー」

「流ながれ山やま先輩！」

　逃げたはずの流山が二人の風紀委員に捕まっていた。人質、というわけだ。

「ほらほら、おとなしくしなさいー！」

　優位に立った！　と勘違いしためぐみが得意げに言う。馨一は焦あせった。もしまたこのあいだのように自分が痛いためつけられたら、きっ子は再び例の武器を使うだろう。今度こそ怪我どころではすまないかもしれない。

「わかった！　言うとおりにする。だから、その盾を引いて、先輩を離してよ」

「ふん、なかなか聞き分けいいじゃない。でも、そうはいかないわよー。とりあえずおまえたち三人全員、迎げい賓ひん館へ連行するわ！」



　けっきょく、盾を持った風紀委員に両側を囲まれるようにして迎賓館へ向かうことになった、馨一ときっ子、それに流山だった。

「やった、やったわー！　これでリオナさまもあたしを見直すはずねー！　そうしたら、あの黎れいなんか……ふふふふーん！」

　有頂天のめぐみを後しり目めに、馨けい一いちはきっ子を見た。肌のピンク色が、少しもとに戻ってきている。

「どこにいくでありますか、へーか」

「大丈夫さ。おとなしくしてるんだよ」

　馨一はきっ子を安心させようとして、頭をなでた。

「はい、であります」

　きっ子はちょっと、うれしそうな声を出した。

「市いちヶが谷やくん……」

　そして、連行されていく三人を、ゆひが不安そうな顔で見送っていたのを、馨一は知らなかった。

「オレだけ、なんで寝間着のままなんだよォ。うー、かっこ悪ィー」



    

  
    
      


５　有う楽らく町ちようリオナの島



「風紀委員長、巣す鴨がもめぐみ！　例の女を発見しましたー。その上、すでに確保してあります！」

　さっそく向かった迎げい賓ひん館、リオナの執務室で、めぐみは得意げに報告した。

「ふぅん、おまえにしては上出来ね。ほめてあげるわ。その女はどこ？　すぐにここに連れて来きなさい」

「は、はい！　じつはもう、ここに！」

　めぐみは上ずった声で、部下に指示する。馨一ときっ子、それに流ながれ山やまが、押し出されるように進み出た。

　リオナはまず流山をじっと見るなり、

「なに、このむさい男は。つまみ出して」

「うわー、やっぱり寝間着が悪かったのかァー。市ヶ谷ー、あとはたのんだぞ―――」

　そのまま、ドップラー効果で小さくなっていく流山の声。

　次に馨一の顔を見るリオナ。

「あら」

「な、何ですか」

　馨けい一いちはリオナに至近距離で見つめられて、不覚にもドキドキした。

　そういえば、こんな近くでリオナを見るなど初めてだ。話したことなど、もちろんない。文科系クラブの敵。夷い皇おう島じま学園の権力の象徴。抵抗と攻撃の対象であるはずのリオナなのだが……。

　う、美しすぎる……！

　彫りの深い顔立ちから、その青い目でじっと見つめられると、どんな男子でも思わず引き込まれそうになるのではないだろうか。

　セーラー服の胸には、夷皇島学園全権生徒会長のシンボルである大き目のブローチが誇らしげに輝いている。少し離れてこちらを見ている黎れいも、とびきりの美少女だった。

　いけないいけない！　馨一は気を引き締めようとした。しかし、リオナの金色の髪がフッと香ると、どうしても気持ちが引き付けられてしまう。

「へーか、このひとたち、てきでありますか」

　きっ子にシャツを引っ張られて、馨一は我に返った。同時に、馨一が身体からだで隠すようにしていたきっ子がリオナの目に留とまった。

「？　まあ！　かわいい～～～ん　なあに、このコ、どうしたの!?　こんなかわいいコ、どこにいたの!?」

　リオナはきっ子の手を取って、ほお擦ずりせんばかりだ。だが、グッと抱き寄せようとして、逆にタタラを踏んでしまったのだが。

「あら？　重い」

「あの、リオナさま、それが、例の女です。危険な女で……」

　めぐみがあわてて説明する。

「これが!?　危険な女、って言うから、もっと変でブスな、マッチョな女を想像していてよ！　めぐみ、おまえの説明が悪いのよ！」

「も、申し訳ありま……いえ、危険なのは本当なんですー。リオナさま、うかつに近づいては危ないです！」

　めぐみはきっ子とリオナの間に割って入ろうとした。それをリオナが制する。

「こんなかわいいコが、そんな危ないことをするわけなくてよ。めぐみ、どうせ事故でも起こったんでしょう。ね、あなた、甘くないレモンスカッシュ飲む？　それとも、アイスクリームがいいかしら。ベルギーから取り寄せたものがあるのよ！」

　文科系クラブの予算を削った金は、どうやらこんなところに使われているらしい。

「食べたり飲んだりはしませんよ。それより、もういいでしょう。ぼくらを帰してください」

　勇気を出して馨一が言った。

「そうね、キミは帰ってもよくてよ。このコはここに置いていってもらうわ」

　リオナは打って変わって冷たい目で馨一を見る。その威圧感もそうとうだ。たった一歳しか違わないはずなのに。

「それは、困ります。きっ子は、その、連れて帰ります！」

「どういうことかしら。私に逆らうつもり？　それに、男女交際は禁止されているのよ。まさかキミ、このコと付き合っているとでも？」

　痛いたいところを衝つかれて馨けい一いちは答えに詰まった。しかしこんなところにきっ子を置いていくわけにはいかない。

「と、とにかく、きっ子はぼくを……あー、ぼくときっ子は……ええと、あー、もー、よくわかんないけど……！」

　自分でも何を言っているのかわからなくなってくる。こうなると馨一は、なぜ自分がこんな目に遭あうのか、そんなふうにさえ思ってしまう。きっ子のせいなのか。

「ふふん、困ってるわね。男女交際違反の罰則は何だったかしら……黎れい」

「懲ちよう罰ばつ房入り、一週間。その上強制労働二週間付き……」

「そうそう。これでわかったわね。風紀委員！　彼を外へ。抵抗するようなら叩たたき出しなさい！」

　リオナの直接の命令に、風紀委員の男子生徒たちはいっせいに動いた。

「や、やめろ！　本当に、危ないんだ！」

　透明の盾が馨一の身体からだにぶつかる。そのまま押し出そうとした。

「へーか」

　きっ子が反応した。見る見る、身体の温度が上がっていくのがわかる。腕をリオナに向かって突き出した。

「やめろ、きっ子！　ダメだ！」

　次の瞬間、馨一は見た。

　半袖のセーラー服から剥むき出しになったきっ子の腕。その手首の後ろの部分が何箇所か、パカッと外側に開いた。陽炎のように腕の周りの空気が揺らめいている。そして手のひらの中心部分にスッと穴が空いた。

　同じだった。例の研究所跡で、初めてきっ子と会ったときと。薄暗くてよくわからなかったが、こういうことだったのだ。

「まずい。また爆発が起こる！　早く止めないと！」

　馨一はめぐみに怒鳴った。めぐみなら、前に同じシーンを見ているから、その危険さはわかっているはずだ。

「え、あ、あたし？　あの……」

　だがめぐみはリオナと馨一の顔を見比べてオロオロするばかりだ。その間にもきっ子の武器は着実に発射準備を整えている。馨一はもう間に合わない、と思った。

「みんな、伏せて！　伏せるんだ！」

「なあに？　なんなの!?」

　リオナが苛いら立だった声で言う。

　きっ子の手のひらに空いた穴の奥が光を灯ともすと、それは急激に大きく膨れ上がった。

「……くっ！」

　思わず馨けい一いちは目をつぶった。

　が、一秒、二秒……それ以上なにも起こらなかった。

「え？」

　馨一は恐る恐る目を開けた。

　きっ子は手を上げて、射撃体勢を取ったまま、部屋の中の一点を見つめていた。天井に近い、何もない空間だ。腕のかげろうはもう消えている。

「なんだ、何があるんだ？」

　馨一も部屋にいる全員も、つられてきっ子の見る方を見るが、誰だれもわからない。が、きっ子は明らかに目の色を変えている。

「きっ子……？」

「う……なっ！」

　突然、意味不明の掛け声のようなものとともに、きっ子が跳んだ。そのまま何もない空間を、指を丸めた手でひと掻かきする。成果がなかったのか、またジャンプしてひと掻き。次第に位置は下に下がってきた。

「うわっ！」

　馨一のいたところへも、きっ子が飛び込んできた。あわててよける。

　こんなきっ子は見たことがなかった。まるで真剣。いつものポーッとしたところがまるでない。馨一は、必死できっ子が追っているものを探した。

「まさか、あれ……？」

　見ると、ごく小さな虫が飛んでいた。蚊かよりも小さい羽虫だ。それをきっ子が夢中で追いかけているのだ。きっ子が跳ぶたびに、コロコロと転がるような鈴の音が鳴る。

「うな！　うな、うな、うにゃ！」

「……はぁ？」

　きっ子の奇行がただの羽虫を追いかけているだけ、とわかって全員が固まった。馨一はがっくりと肩を落とす。

「何だこれ……。アンドロイドってこういうものなのか？」

　思わず小声でつぶやいた。

　しかし危険を回避できたわけではなかった。

「何だか、変わったコみたい、まるでネコね。でも、それもかわいくてよ！　きっ子ちゃん、だったかしら。そんなものが好きなら、ほら、これはどう？」

　そう言ってリオナが持ち出したのは、優雅な鳥かごに入ったカナリアだった。カナリアは、チチッと鳴いている。籠かごを開けて手の上に乗せると、きっ子の目が輝いた。

「うな！」

　リオナが微笑ほほえむ。してやったり、という顔である。

「きっ子ちゃん、あなた、当分この迎げい賓ひん館に住むといいわ。うふふ、黎れい、部屋を用意してあげて」

　リオナにはきっ子の腕の武器が見えなかったのだろうか。いや、おそらく何も起こらなかったことから、手品か何かだと思うようにしてしまったのだろう。

「おら、おまえはとっとと出ろ！」

　馨けい一いちのほうはというと、何も起こらなかったことでいよいよ外へ乱暴に放り出されようとしていた。

「ま、待てってば！　きっ子！　こっちへ……ちょっと、待ってくれよ！　痛いたっ！」

　馨一の声に、ようやくきっ子が振り向いた、そのとき……。

「待ってください。私からもお願いします」

　新たな声が響いた。

　全員が声のほうを振り向く。

　そこには、長い黒髪の美少女が立っていた。

「あなた……田た町まち、由ゆ佳か里り……！」

　リオナの美しい眉まゆが尖とがった。

　田町由佳里。

　夷い皇おう島じま学園高等部二年。リオナと同じ歳としだ。華道部の部長でもある。

「市いちヶが谷やくん、大丈夫？」

「ゆひちゃん!?」

　由佳里の後ろにいたのはゆひだった。他ほかにも華道部の女子生徒が何人もいる。

　どうやら、馨一たちが連行された後、ゆひが華道部に帰って由佳里に報せたらしい。

「勝手に入ったことはあやまります。取次ぎをお願いしようと思ったのですが、どなたもいらっしゃらなかったものですから」

　由佳里の穏やかな声が響く。まるで部屋の温度が数度下がったような心地よさ。

「なんですって。めぐみ！　迎げい賓ひん館の警備はどうなっているの！」

「あ、はいー、申し訳ありませんー！」

　どうやらほとんどの生徒会役員の生徒は、騒ぎを聞きつけてこの部屋に集まってきていたようである。けっきょく、叱しつ責せきされるのはめぐみであった。

「あら、その方かたが、きっ子さん？」

　きっ子に気づいた由佳里が微笑ほほえみかける。きっ子も由佳里をじっ、と見た。

　由佳里は穏やかに微笑んでいる。

　その類たぐいまれな美しさとやさしさ……。

　側そばにいるだけで人を癒いやすようなやすらぎを感じさせる。リオナの豪華で、人を圧倒するような美しさとは正反対だった。

　それだけに由佳里は人望も厚く、華道部には由佳里を慕う多くの女子生徒が集まっていた。いつのまにか、由佳里を次期生徒会長に、という声までが広がっているのだ。リオナにとっては唯一の目の上のコブ。また、もっとも苦手とする相手でもあった。

「由ゆ佳か里りさんか。きれいな人だなあ……」

　自分の立場も忘れて、また見とれてしまう馨けい一いちだった。どうも美少女にはからきし弱いようである。というより、それまでむさい発明部の男といっしょにいることしかなかったので、免疫ができていないのか。

「お引き取り願ってよ、由佳里さん。ここは生徒会の本部。すべては私が決めること。勝手に指図されるいわれはないわ！」

「はい。それで、ご相談させていただきたいのです。この場は私が、市いちヶが谷やさんと、きっ子さんをお預かりすることで、収めていただけませんか」

「何を勝手なことを！　どうしてあなたにそんなことを言われなくてはならないの!?　手荒なことはしたくないけれど、いざとなれば私の部下たちが黙ってはいなくてよ！」

　リオナがサッ、と手を上げる。風紀委員たちが由佳里を取り囲もうとした。が、動きが鈍い。風紀委員たちも由佳里相手には事を起こしたくない、という雰囲気がありありだ。

「何なの、おまえたち！」

　リオナは苛いら立だちをあらわにした。

「ごめんなさいリオナさん。無理を言っているのはわかっているんです。でも、きっ子さんも帰りたがっているようですし」

「ほら、カナリアよ、きっ子ちゃん！　カナリアをあげるわ。殺してもいいわよ」

「いけません。殺すなんて」



    

  
    
      



    

  
    
      　由ゆ佳か里りの言葉にまるで反応したように、カナリアはリオナの手から飛び立つと、由佳里の肩にとまった。

「うな！」

　きっ子もカナリアを追いかけるように、由佳里の側そばに走り寄る。

　収まらないのはリオナである。

「ピーちゃん！　おまえまで！」

　意外と古典的な名前のカナリアなのだった。

「もうよくてよ！　私の指示に従わないなら、全員懲ちよう罰ばつ房に入れてあげる！　そのうえで、後悔するといいわ！」

　ついにキレたリオナが叫ぶ。あとの罰を恐れて、しぶしぶ風紀委員たちが従った。再び、迎げい賓ひん館の中には緊張がみなぎった。

「……仕方がありませんね」

「そうよ。わかったら、とっとと出て行ってくださる!!」

　リオナの言葉に、由佳里はクルリときびすを返した。しかし出て行くのではなく、バルコニーのほうへ歩み寄る。

「なんだって言うの！」

　リオナもまたバルコニーに半身を突き出した。次の瞬間、アッ、と息を呑のんだ。

　迎賓館の前庭に、多くの学生たちが集まっていたのだ。

　明らかに、由佳里が中にいることを知っての行動だろう。華道部の女子ばかりではない。男子もいる。二百人は下らない。おそらくは生徒会に虐げられている文科系クラブを中心とした生徒たちだろう。

「なんなの、これは！」

　リオナは美しい額にしわを作って歯噛がみした。

　生徒たちは騒ぐわけでもなく、整然とおとなしくしている。リオナがバルコニーに顔を出したせいで、全員がリオナを見上げていた。その視線の力に、リオナはたじろいだ。

　たとえ無言でも、二百人の数が持つ力は決して無視できない。しかも、生徒たちはまだ続々集まりつつあった。

「おーい、市いちヶが谷やー、がんばってるかァー！　きっ子ちゃんを、渡すなよー！」

　下から声がした。

「その声は、先輩！」

　流ながれ山やまだった。手を振っている。九く品ほん仏ぶつも小さくガッツポーズをしていた。

　迎賓館を追い出されたあと、こうして懸命に人を集めていたのだ。

　ちなみに、着替える間もなかったらしく、まだ寝間着のままである。

「……ったく、余計なことを！」

　リオナは明らかに怒り心頭に発していた。しかし、そこは仮にも人心を預かる生徒会長である。場の空気くらいはすぐに計算できる。ときには退却の決断も。

　リオナは由ゆ佳か里りのほうに向き直って言った。

「どうやら、生徒たちがあなたがたを迎えに来きているようね。力で抑えるのは簡単なことだけれど、私にも赦ゆるすという寛大さがあってよ。それに、今日のところは、私、興味を失ったわ。少し頭痛がしてきたものだから……めぐみ！」

「は、はいー」

「みなさんがお帰りになるわ。送ってさしあげなさい」

　そのままきびすを返して部屋の奥へ向かおうとするリオナに、由佳里が話しかけた。

「リオナさん……今日はぶしつけなお願い、申し訳ありませんでした。でもリオナさんならわかっていただけると思っていたんです。きっとみんなも、リオナさんのやさしさに感謝していると思います。私からも、ありがとう……」

　そう言って、由佳里は深々と頭を下げた。その姿に、思わず馨けい一いちも、ゆひも、倣ならって頭を下げてしまったほどだ。

　リオナはそんな由佳里の行動を背中で感じながら、振り返ることなく奥の部屋へ消えるとドアを閉じた。黎れいがそれに続く。めぐみは、ドアの前で呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

「さぁ、帰りましょうか」

　そして由佳里の言葉に、馨一もゆひも頷うなずいた。

「はい！」

　なぜかきっ子までが返事をし、全員が驚き、笑った。少しだけなごんだ。



    

  
    
      


６　夏へいたる扉



「ロボット？　アンドロイド？　このコ、きっ子さんが……？」

　目を丸くして驚いているのは、由佳里である。

　華道部の部室。二十畳はあろうという大きな和室の広間だった。

　馨一ときっ子、それに流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつが正座している。由佳里には正直に話したほうがいい、と思った馨一が、これまでのことをかいつまんで説明していたのだ。華道部のほうは、由佳里のほか、ゆひ、そして副部長の上うえ野の響織子きようこが聞いていた。

「そうなんです。ぼくの言葉だけじゃ信じられないかもしれないけど。荒あら先生にも調べてもらってるんで、何かわかったら報しらせてもらう約束です。ぼくたちも手伝うつもりだったんだけど、なにしろ昨日からいろんなことに巻き込まれちゃって」

「わかります。とりあえずは、みなさんここにいれば安全です。この部室には、いつも誰だれかがいますから」

　華道部の部室は、通称華道部御ご殿てんと呼ばれている。

　他ほかのクラブのようにクラブ棟にあるのではなく、それ自体、独立した屋敷なのだった。塀へいをめぐらし、中には池や水の流れもある日本庭園、そして寝殿造りの広大な日本家屋がある。もともとは儀ぎ典てん用の建物だったようだが、日本庭園の維持管理を華道部が行うようになってから、実質的に華道部の部室のように使われてきたらしい。由佳里や響織子たちは女子寮にも部屋を持っているものの、日常はこの御ご殿てんで寝泊りしていた。

　由ゆ佳か里りが、生徒会長のリオナと対抗する存在、と目されているのは、華道部のこんな独立性にもあったのだ。もっとも、意識しているのはもっぱらリオナのほうで、由佳里本人に対抗心はまるでなかったのだが。

「その子、アンドロイドなら、どういう機能があるの？　その、腕から出る武器というのを見てみたいのだけど」

　口を開いたのは響織子きようこだった。

　どこまでもやさしげな由佳里と違って、鋭利な副官といったタイプの美少女だ。馨けい一いちはちょっと苦手なほうかもしれない。

「あのねェ、そんなふうに、撃て、はい、って出せるもんじゃあないんですよォ。きっ子ちゃんは、この市いちヶが谷やのことがひじょーに大好きで、で、市ヶ谷が危険になると、その武器を使うモードに入るんですよ」

　流ながれ山やまが言う。響織子の言葉に、少々憤慨したような口調だった。

「先輩、やめてくださいよ」

　が、馨一は、流山の説明にちょっとドギマギした。きっ子に好かれている、とみんなの前で言われてしまったことが、である。ゆひの反応が気になった。

「そうですね。きっ子さんはきっと心があるのですね。アンドロイドだとしても、市ヶ谷さんを好きだという心があるなら、それは人間と同じだと思います。響織子、そんなふうに物を試すような言い方はよくないわ」

「わかったわ。ただ、これからのことを考えると、やはり生徒会の出方が気になるな。いまは、彼女のことがよくわからないから派手な動きはないかもしれないけれど、アンドロイドだと知れたら、何をしてくるかわからない」

　確かに、響織子の言うとおりだ。

　馨一は思った。

　まだめぐみもリオナも、きっ子がアンドロイドであることを知らない。が、知ったらどうなるだろうか。

「きっと、生徒会は今度こそ絶対に、きっ子を渡せと言ってくるだろうと思います。そうでなければ、そんな物は壊せ、と言うかもしれません」

「そうなると、彼女をいつまでもここに置いておくわけにはいかないのでは。いま、生徒会との全面抗争は避けなくてはならない」

「でも、きっ子ちゃん、かわいそうです。もし生徒会に捕まったら、何をされるか、わからないもの。やっぱりわたしたちで守ってあげることはできないんですか」

　響織子の正論に、ゆひのやさしい反論。しかし、やはりきっ子が騒動の種であることは変わりない。

　このままここに置いていても、みんなに迷惑がかかるのでは……。

　やはりそれはできない、と馨一は思った。

「あの……やっぱりぼくたち……」

　馨けい一いちが腰を浮かしかけたときだった。

「……ならば、きっ子さんをこの学校に入学させてしまうのはどうでしょう」

「入学……えええ？」

「そうかァ、その手があったかァ！」

　驚く馨一を後しり目めに、ひざを打って喝かつ采さいを叫ぶのは流ながれ山やまである。

「だって先輩、きっ子は人間じゃないんですよ。それに、夷い皇おう島じま学園は転校生を基本的に受け入れないし。だいたい、いまさら転校生です、なんて言って誰だれが信じるんですか」

「信じられなくてもいいんです。実際に入学している、という事実があれば……」

「それって、どういうことなのですか？」

　由ゆ佳か里りの矛盾したような言葉に、ゆひが戸惑いの声を上げた。しかし、流山だけはわが意を得たりと、メガネの奥の目をキラリと光らせる。

「そういうことならわが発明部にお任せをォ！　部長、我々の出番が来きたようですなァ！」

　九く品ほん仏ぶつが大きくうなずき、両腕に力コブを作って立ち上がった。



「そういえば、部長の部屋って見たことなかったけど」

　男子寮の一番奥、そこに九品仏の部屋があった。本来二人部屋のところ、九品仏だけは一人で部屋を占領している。おまけにドアにはいつも鍵かぎがかけられ、窓も締め切ったままなので誰も中を見たことがない。副部長の流山以外は……。

「まあ、男子寮って、こんなふうになっているんですね」

「なんだか、変わったにおいがするみたい……」

「はっきり言って、汚いな」

　由佳里、ゆひ、それに響織子きようこである。本来、異性立ち入り禁止の男子寮に、華道部の美少女たち、それにきっ子がゾロゾロと歩いているのだから、男子生徒たちがみんな驚きよう愕がくの眼めで見るのも無理はない。

「はいはィ、みんな、見世もんじゃないよ、引っ込んで引っ込んでェ、さァ、ここだ」

「でも、みんなで部長の部屋に来て、どうするんで……うわ!?」

　九品仏が鍵かぎを開け、開かれた部屋の様相に馨一は目を見張った。

　果たして、部屋の中は一面のコンピュータージャングルだった。コンピューター、周辺機器、モニター、外部記憶装置、それらがところせましと置かれ、詰まれ、まさに足の踏み場がない。そして床中をのたうつコードとケーブルの束。

「す、すごい……ＰＣ―８８０１ＭｋⅡＳＲ、ＦＭ―７にＸ―１、ＡｐｐｌｅⅡ　Ｌｉｓａまである。えーとそれに、コモドールにアタリに、セガテラドライブ……って、先輩、これ古いパソコンばかりですよ」

「そこだ、市いちヶが谷やァ！　我々文科系クラブの予算じゃ最新型のパソコンなんて買えっこない。だがな、古いパソコンをこうして寄せ集め、これらのＺ80、８０８６、６８０１系のＣＰＵをすべて並列に繋つなぎ、アーキテクチャ的に融合！　処理速度を飛躍的に高めているのだァ！　そしてェ、このシステムを組んだ者、スパコン並みに使いこなせる者といえば、誰だれあろう、九く品ほん仏ぶつ部長！　しかいないィィ！」

　九品仏は力コブを作ると、パソコン群の中心にあるコクピットのようなデスクに納まった。キーボードとマウスを操り、次々とコマンドを打ち込んでいく。

「ええ？　でもこれ先輩、もう二十年もまえのパソコンですよ。これなんか、プレイステーションよりも全然性能低いと思うなあ」

「まぁ、ヒッ○ビット？　ソ○ーなのに、Ｖ○ＩＯじゃないのですか？」

　九品仏の部屋のあまりの光景に、由ゆ佳か里りやゆひも眼を丸くしている。

「これは、まさか、８インチフロッピーディスクか!?」

　一人、冷静な響織子きようこが手に取ったのは、一見昔のＬＰレコードか、というほど大きな円盤状のシートだった。

「そう！　だけどただの８インチディスクじゃない。これだけの物理的面積があるんだから、我々の開発した記録技術でェ、従来の十倍の記録ができるようになったのだァ！」

「十倍、たって十メガじゃない……」

「インターネットなどは、どうやってやるのでしょう？」

「インターネットもこの太い回線によって快適ダウンロードが可能ォ！」

「あの、これ、モジュラーケーブルを単に縒よりあわせて太くしただけなのじゃ……ということは、ダイヤルアップなのですね」

　古いものを集めて、とことん怪しげな技術で統合して使っている。確かに、そんなことができる九品仏は凄腕のパソコン使い、もとい、ハッカーと言えるだろう。

「うーん、部長にこんな特技があったなんて。確かにすごい、のかな……。インターネットでダウンした動画なんかはどうやって保存するんですか？」

　馨けい一いちが聞くと、九品仏は自信たっぷりに、片隅に山積みのビデオテープを指さした。

「え？　ＶＨＳのテープにデジタル録画を？」

「いや、アナログだ……」

「それじゃ普通のビデオと同じじゃ……」

　馨一は思わず手にしたビデオテープを取り落とした。

「しかも……三倍録画」

　テープのラベルには、三倍のマスにチェックがしてあった。



「……ん、来きたぞ」

　小一時間もたったころだ。デスクに座ったままの九品仏がボソリ、とつぶやいた。

　ＣＲＴ式のアナログモニターには、学園のシステム中枢、その中にある学生名簿のフォルダが映し出されている。つまり流ながれ山やまたちの戦略とは、有う無むを言わさず、きっ子を夷い皇おう島じま学園の学生として登録してしまおう、ということだったのだ。まんまとやってのける九品仏もすごいが、そんなことを発想する由ゆ佳か里りも、ただのおっとりしたお嬢様ではない。

「おおォ、さすがは部長だァ、たった一時間ほどでやすやすとこんなところまで侵入できるなんて」

「本当。すばらしい手際ですね。感心しました」

「普段からあらゆるシステムに出入りしているみたいだな」

　由佳里、響織子きようこの違った反応がキャラクターを表しているようだ。

「あとはァ、ここにきっ子ちゃんを登録するだけ、だ！　……となると、きっ子ちゃんの名前に名字がいるなァ。どうする市いちヶが谷や」

「そうですね。なにか、無難な名字ならいいんじゃないですか」

「無難な名字ねェ……。佐さ藤とうきっ子、鈴すず木ききっ子、田た中なかきっ子、山やま田だ……」

「……なにか、夏、っていう感じの名前が、よくないですか？」

　そう言ったのはゆひだ。

「この島はいつでも夏みたいだし、そんなふうに明るい女の子に、きっ子ちゃんになってほしいから」

「そうかァ、夏、かァ、夏なつ目めきっ子。江え夏なつきっ子、夏なつ本ほん番ばんきっ子、夏なつ枯がれきっ子……」

「先輩、それ、名字になってませんよ」

「夏なつ岡おか……夏岡はいかがでしょう！」

　由佳里の言葉に、全員が振り返った。

「夏岡きっ子……そうかァ、夏岡きっ子かァ、そりゃあいい！」

「夏岡きっ子ちゃん、かわいい！」

「ひねりも利いて、いい名前だな」

　ゆひも、響織子も賛成する。

「え、なぜ夏岡がいいんですか先輩？」

「市ヶ谷よ。松まつ岡おかきっ子、じゃあ露骨ってもんだろうが」

「松岡、はあ……？」

「……谷たに隼はや人と……」

　再びボソッ、とつぶやいたのは、もちろん九く品ほん仏ぶつだった。

　馨けい一いちはきっ子を見やった。

「よかったな、きっ子。とにかくこれでみんなといっしょにいられるよ」

「きっこ、へーかといっしょにいられるでありますか？」

「そうだよ。え、自分のこと、きっ子って覚えたのかい」

　コクンとうなずくきっ子。馨一を見上げる黒目勝ちの瞳ひとみが愛らしい。馨一は思わず、きっ子の頭をクシャクシャと撫なでた。

「えらいよ、きっ子。もっといろいろ覚えて賢くなるんだよ」

「はい、であります。へーかにほめられましたです」

　きっ子はうれしそうに馨一の腕に頭を押し付けた。



    

  
    
      


７　楽園の泉はどこに



　翌日。

「えー、今日からみんなといっしょに勉強する、新しいお友達を紹介します」

　担任教師がきっ子を連れて教壇に上がると、クラス全員から驚きの声が上がった。

「おーっ！」

「なんだ、昨日のコじゃないか。やっぱり転校生だったのか。市いちヶが谷や、おまえ、なんで知ってたんだ？」

「この学園に転校生なんて、初めてね、すごーい」

　口々に驚きの声を上げるクラスメート。しかし一番驚いたのは……。

「ええええ――――!?」

「これこれ、巣す鴨がもめぐみさん。どうしたんですか？　そんなに驚かなくてもいいでしょう。座ってください」

「だ、だって、だって……！　先生、その女はニセ学生ですー！　そんな子、この学園にはいません！」

「何を言ってるんですか、巣鴨さん。現にここにいるじゃないですか」

「だから！　ニセ学生なんです先生！　ちゃんと調べてください。生徒会を代表して言います！　ニセ学生を追放するのよー！」

　抗議するめぐみ。

「またあいつ……」

　馨けい一いちは頭をかかえた。しかしクラスメートたちも、口角泡を飛ばすごとくわめくめぐみのあまりの姿に、退ひいてしまっていた。

「巣鴨のやつ、なんで朝っぱらからあんなにテンション高いんだ？」

「巣鴨さん、生徒会に命かけてるから」

「やっぱり、会長のリオナさんは恐いからな」

「なんですってー!?　リオナさんは立派で美しくて頭も良くて、私の大好きな方です！」

　思わず広言して気づき、動揺するめぐみだった。

「そ、そんなことより！　その女をこの学園に入学させるなんて、絶対ダメ、無理！　許せないー！」

「どうしてです？　とてもいい子ですよ」

「だから！　そういうことじゃなくて！　地下の研究所から出てきて、しかも市ヶ谷とつき合ってるんだから！」

「はぁ？　巣鴨さん、あなたは市ヶ谷くんも好きなんですか？」

「違―――う！　もういいー！　直接リオナさまにご注進して判断を仰ぐわ！　もし間違いだとわかったら、先生、あなたも生徒会から罰がありますからね！」

　そう言い捨てると、めぐみは廊下へ飛び出していった。

「あー、巣す鴨がもさん。授業放棄で、マイナス二点、と。じゃあ、自己紹介を、えー、夏なつ岡おか橘きつ子こさん、でしたね」

　教師に促され、きっ子が進み出る。馨けい一いちは、心配のあまり拳こぶしを硬く握り締めていた。

「なつおかきっこでありますぅ。みなさんよろしくおねがいするであります」

　ペコッ、と頭を下げる。教室はドッと沸いた。

「おー、かわいー！　きっ子ちゃーん！」

「可か憐れんだー！」

「市いちヶが谷やと別れて、おれと付き合えー！」

「きっ子ちゃん、萌もえ～！」

　女子も拍手で迎えている。それほど転校生は珍しい、ということもあるが、馨一はなぜか胸が詰まりそうになった。教壇の上のきっ子がとても成長したように見えたのだ。

「じゃあ、夏なつ岡おかさんの席は……」

「あ、へーか」

「え、なんですか夏岡さん？　へーか、とは？」

「へーか！」

　しかしきっ子は教壇の上から馨一を見つけるなり、駆け下りてきて馨一にしがみついた。きっ子の体当たりをまともに受けたかっこうになった馨一は、椅い子すごと背後へ倒れこんだ。

　バリッ！　椅子がバラバラになり、馨一は全身打撲に近い被害が……。

「へーか。すきでありますぅ」

「ダメだ。ぜんぜん成長してない……」



　ＢＧＭにリヒャルト・シュトラウスの壮そう麗れいな曲が流れるバスルームはゆうに十畳ほどの広さがあった。その中心、ちょうど円形にくりぬかれたバスタブの中に、半身浴のかっこうでリオナが浸かっていた。

　たっぷりと入れられた発泡剤のせいで、湯面もリオナの身体からだもクリーミーな泡で覆われている。プラチナブロンドの髪は、濡ぬれないようにアップにされ、うなじから肩への美しいラインが見て取れた。半ば以上も覗のぞいた豊かなバストがまぶしい。

「あのコが？　この学園の転校生ですって？」

「は、はい。今日、うちのクラスに入学してきたんですー」

　報告しているのはもちろんめぐみ。スカートが濡れないように、裾すそをパンツの中にたくしこんでいるのがなんとも格好悪い。ちょうちんブルマーのようだった。

「きっ子ちゃんが転校生……黎れい、本当かどうか、調べてみて」

「……はい」

　リオナの傍かたわらで控えていた黎が、モバイルコンピュータでネットにアクセスを始めた。無線ＬＡＮである。九く品ほん仏ぶつのような異常なものではなく、普通の最先端のコンピュータ環境もちゃんとあるのだ。もっとも、黎やリオナが生徒会の中枢だから簡単に手に入る、ということもできるが。

「……アクセス。学園の学生名簿。名前で検索。きっ子……夏なつ岡おか橘きっ子こ、学生番号０６０７００３８。ある」

「転校生？」

「いえ、すでに幼稚部から入学していて、今まで休学扱いだったことになってる。正確には復学、ということみたい。過去の成績表まで記録されてる」

　むろん、九く品ほん仏ぶつの仕事である。幼稚部、と聞いてめぐみが憤慨して声を上げた。

「幼稚部からですって～!?　あつかましー！　あたしだって初等部入学だったのにー！」

「めぐみ、お黙り。うるさくてよ！　黎れい、きっ子ちゃんの家庭データは？」

「待って……これは……校医の荒あら先生の養女、ということになってる」

「養女？　なんていうことかしら」

「明らかに、データの改ざん。おそらくはハッカーのしわざ……」

「きっと文科系クラブのろくでなしどもね！　だから余計なことをする連中って嫌いなのよ。うじうじパソコンをいじってるなんて最低！　風紀委員会に部室を襲わせてやろうかしら！」

「そうねリオナ。それもいいかも」

「じゃ、じゃあ、すぐにパソコン部を襲撃しますかー!?　……うきゃあ！」

　勢い込んでめぐみが言う。が、リオナに脚で湯をかけられた。

「バカ！　どうしておまえはそう考えなしなの！　本物のハッカーはパソコン部になんていないわよ！　相手の特定もしないうちに拳こぶしを振り回すから足元を見られるのよ」

「も、申し訳ありませんー」

　クスッ、と黎が笑った。明らかに、黎はめぐみを誘導してリオナの悋りん気きに触れさせ、楽しんでいた。

「でもリオナ、これで華道部のルートに加えて、荒先生のルートができた。調べていけばあの子の正体も知れるかも」

　黎の言葉に、リオナはちょっと考え込むそぶりを見せた。眉まゆが尖とがる。

「ひょっとしたらあのコ、もっと重大な秘密に絡んでいるかもしれなくてよ。この島のいちばん大きな秘密に……」

「こ、この島に、そんな秘密があるんですかー？」

「バカ！　私がなんで生徒会長なんて面倒なことをしていると思っているの!?　こんな辺境の学校を好きにして、それで満足していると思っていたの？」

「あ、いいえ。それじゃあ、リオナさまにはもっと別の目的がー？」

「当たり前よ。この島に昔何があったのか、なぜこんなところにわざわざ学園を作らなくてはならなかったのか、その目的は何なのか。よく考えてみるのよ。頭を使って！」

「ええとー、この島は昔、日本軍の基地があって……」

「この島には何かがある。なにかが隠されている。それは無視し得ない影響力を持っている。だから何者かが隠そうとしている」

　リオナの跡を引き取るように黎れいがつぶやいた。リオナが満足げにうなずく。

「お宝よ！　世界の金相場が変わってしまうほどの金塊！　日本軍が軍資金として隠したのよ。わたくしの調べに間違いはなくてよ！」

　どうやらリオナの最終的な野望はこんなところにあったのである。

　ザバァッ、と水音を立てながら、リオナが立ち上がった。芸術的な裸身を泡の残ざん滓しが滑り落ちる。

「あ、リオナさま！」

　すぐにめぐみがバスタオルを抱えて、リオナの背中にかけた。

「まずは、あのコの正体を調べて、華道部に揺さぶりをかけてやってよ。フフッ、きっ子ちゃん、かわいい～ん！　きっとあのコ、浴衣ゆかたとか似合うと思うの。私がとびきりかわいい浴衣を着せてあげるわ。髪は編んでもっとかわいくまとめたほうがいいわね。フフッ、私はほしいものは絶対手に入れるのよ。かわいいものはみんな私のもの！　もし手に入らないときは……」

　バスタオルに身を包みながら、リオナは髪留とめを解いた。金色の光のように、長い髪が一瞬広がって滑り落ちた。

「潰つぶしてくれてよ！　これが、かわいさ余って憎さ百倍ということね！」

　自分で言うことではないような気がするが。



    

  
    
      


８　人間以上？　以下？



「じゃあ、次の問題は……夏なつ岡おかさん。夏岡、橘きっ子こさん？」

「……きっ子！　指名されてるよ！」

　馨けい一いちは小声で言うと、隣の机のきっ子を小こ突づいた。

「なんでありますか、へーか？」

「ぼくじゃない。先生が呼んでるんだ。黒板の前に出て行って、問題を解くんだよ」

「こくばん……わかりましたです」

　きっ子は意外にもサッ、と立ち上がった。すいすいと黒板のほうへ歩いていく。

　きっ子が無事“〝転入”〟して、最初の授業だ。とりあえず、自分の席につき、みんなと同じように授業を聞いている。隣の席の馨一は、きっ子がなにか変なことをやらかすのではないかとハラハラしていたのだが、今のところ不思議なほどおとなしい。

「橘子さん、いいですか。ｙ＝ａ＋ｂｘ＋ｃのグラフが２点Ａ、Ｂでｘ軸と交わるときに、線分ＡＢの長さを……」

　改めて数学の教師が口頭で問題を繰り返す。平然と聞いているきっ子に、馨一は心の中で小さくガッツポーズをした。

「やった！　これでみんながきっ子のことを見直すぞ。ただの変な転校生じゃないってことを見せてやれば、生徒会の連中も一目置くかもしれない」

「えー、橘きっ子こさん。答えは？」

「わかりませんです」

「―――――!!」

　馨けい一いちは思わず大声で立ち上がっていた。しかしこれだけでは終わらなかった。



　二次限目は古典の授業だった。

「じゃあ、橘子くん、次の文章を現代語に訳してみなさい。“〝よしよしの関こそ、いかに思ひかへしたるならむと、いと知らまほしけれ。それを、勿来なこその関せきといふにやあらむ。逢あう坂さかなどを、さて思ひかへしたらむは……”〟」

「わかりませんでありますぅ」



　三時限目、地理。

「あー、じゃあ転入生の夏なつ岡おか。夏岡橘子。スカンジナビア半島西岸の海岸線で、氷河によって侵食されたＵ字谷が沈降して出来た……」

「わからないのです」



　四時限目、体育。

「今日は走り高跳びをやるー！　一メートル二十くらいから行ってみるか。順番にどんどん跳べ。……中島なかじま美み佳かー！　よし。次。夏岡橘子ー！」

「はいであります」

　タタタタタタ……ポテッ。



「――――――！」

　馨一の叫びは絶望の響きを帯びていた。

「きっ子！　いったいどうなってるんだ！　おまえは科学の粋を集めた最高水準のアンドロイドじゃないのか。あんな問題もできないなんて、人間以下、普通の学生以下じゃないか。恥ずかしいよ、ぼくは！　体育の時間なんて、遠目で見てたけど、クラスの女子で跳べなかったのはきっ子だけじゃないか！」

　昼休み。

　学園から支給される弁当を校庭で広げながら、馨一はきっ子をついつい叱しかってしまっていた。

「へーか、おべんとう、たべるでありますか？」

　食事をしないきっ子は、自分の弁当を馨一に差し出す。

「いらないよ。風紀委員の巣す鴨がもめぐみも見てたんだぞ。絶対なにか言ってくるに違いないよ。せっかく流ながれ山やま先輩や華道部の由ゆ佳か里りさんたちのおかげでこの学園に入学できたのに、これじゃ台無しだよ！」

「ごめんなさいであります。へーか、おこっているでありますか？」

「そりゃそうだよ。サイボーグやアンドロイドって言ったら、人間よりずっと優秀だ、っていうのがあたりまえなんだぞ」

　馨けい一いちの強い口調と苛いら立だったような顔を、きっ子は黙って見つめている。

「だいたいきっ子は……」

「市いちヶが谷やくん。きっ子ちゃんをあんまり責めないで」

　馨一がハッと顔を上げると、ゆひが立っていた。

「ゆひちゃん」

「きっ子ちゃんは、今日入学したばかりなんだもの。それに、目覚めて、生まれたのだってたった二日前でしょう。きっ子ちゃんが、その、作られた時代と今とはずいぶん違っているんだもの、勉強なんてわからなくて当たり前なんじゃないかしら。それより、こうして普通にみんなとしゃべったり、生活したりできるだけでも、すごいことだと私思うの。だから少しくらい失敗したからって、怒ったりしちゃかわいそうよ」

「ゆひちゃんがそう言うなら、そうだとは思うんだけど……」

　アンドロイドというだけで、何でもできる、何でもこなせる、スーパーマンのようなものを想像してしまっていたのだ。しかもきっ子はとてつもない戦闘力を秘めている。勉強やスポーツくらい、できて当然、と思っていた。

「ね、きっ子ちゃん。ゆひといっしょに勉強しない？」

「べんきょう？」

「そう。教科書を読んだり、問題集を解いたりして、予習や復習するの。そうすれば毎日の授業にもついていけるようになるでしょう。ゆひは、国語や古典が得意だから、少しくらいなら教えられると思うの。英語は由ゆ佳か里りさんが学年トップだし、音楽だって……」

「ええ。私でよければ、いつでもご教示いたしますわ」

「わっ！　由佳里、さん！」

　いつのまにか、由佳里が馨一の背後に立っていたのだ。

「私は、数学、物理、化学が担当、ということになりそうだな」

「響織子きようこさんまで……」

「市ヶ谷ァ！　聞いたぞォ。おまえ、きっ子ちゃんの成績が悪いと、かっこ悪いと思ったんだろう」

　もちろん流ながれ山やまである。いつのまにか、きっ子に関係するほとんどのメンバーが集まってきていた。

「いや、そんなことは……」

　ない、と言い切ろうとして、馨一はちょっと口ごもってしまった。

　自分になついているきっ子を、どこかで自分の持ち物のように思っていなかったか。それが不出来だと恥ずかしいとかかっこ悪いと思っていなかったか。きっ子がスラスラと問題を解いて教室中がびっくりすれば、自分の鼻が高い、と思ったのではないだろうか。

「そうか……そうかもしれない。ぼくはいつのまにか、きっ子のことなんか考えずに、自分のことばかり考えていて……」

「わかります。市いちヶが谷やさん」

　由ゆ佳か里りが微笑ほほえんだ。少しも馨けい一いちのことをとがめるようなところのない笑みだった。

「よく、考えたら、こうやってみんながきっ子にいろいろ勉強を教えてくれようとしているのに、ぼくには何も教えてやれるほどの教科なんてなかった。それなのに、きっ子を叱るなんて……」

「そんなことァないぞ、市ヶ谷。我々は発明部じゃないかァ！　もっとも近い教科といえば、技術！　旋盤やフライス盤の使い方、モーターツールの安全な使い方、それに製図や強度計算、空気力学に流体力学！」

「あのー、先輩、女子は家庭科ですよ」

「なにィ！　そうかァ、我々の技術力がァ！　くそォ！」

　技術科と家庭科は、夷い皇おう島じま学園においても男女別の専門授業だった。

　流ながれ山やまの勘違いに全員が笑った。

　さっきまでの空気がウソのように和なごんでいる。

「よかったね、きっ子。みんなが勉強を教えてくれるってさ。そうだよ。勉強しないで、いきなり問題がわかるはずないよな。きっ子はいままでの分を取り戻すために、みんなの倍は勉強しなきゃ」

「きっこ、べんきょうするであります。へーか、きっこがべんきょうしたらうれしいでありますか？」

「うれしいよ。きっ子がぼくより成績がよくなったら、ちょっと焦あせるけどね」

「あせる、でありますか？」

「いや、ウソだよ。どんどん勉強して、ぼくを追い越してくれていいんだ。ぼくもがんばるからさ。いっしょに勉強しよう」

「はい、であります」



「ということで、きっ子の家庭教師はひとまずそれぞれ決まりました。学園の授業についていけるように、これから勉強のほう、よろしくお願いします」

　放課後、もう一度集まった由佳里、響織子きようこ、ゆひの華道部の面々に加えて、流山と九く品ほん仏ぶつを前に、馨一はそう言って頭を下げた。

「ほら、きっ子もお願いするんだよ」

「よろしく、おねがいするであります」

　ペコ、と頭を下げるきっ子の姿に、誰だれともなく小さな拍手が沸いて、広がった。

「それに、私からもう一つ、提案があるんです」

　発言したのは由佳里だ。

「この機会に、きっ子さんに華道部に入ってもらおうと思うんです」

「ええ？　きっ子を華道部に？」

「はい。勉強もそうですけれど、やはり大事なのは人とのふれあい。きっ子さんは女の子ですから、女性らしいお行儀も身につけなくてはなりません。いいえ、とくに礼儀作法を学べ、というわけではなく、華道部でわたしたちや他ほかの女子部員たちといっしょに過ごしていれば、しだいにそういうことが身につくのではないかしら、と思うんです」

「なァるほど！　さすがは田た町まちさんだ。賛成賛成！　しかしですね、きっ子ちゃんはもう、我々発明部の部員でもある。このへんをどうすればいいかなァ、なあ市いちヶが谷や？」

「そうですね。でもぼくら、最近なにも発明していないし、あ、すいません、部長！」

　九く品ほん仏ぶつが馨けい一いちの背後にヌーッと立ってプレッシャーをかけたのだ。

「た、確かに、きっ子に女の子らしいお行儀を身につけさせるには、ぼくらより由ゆ佳か里りさんたち華道部の女子のみなさんといっしょにいたほうがいいかもしれない。でも……」

　馨一はきっ子を見た。果たしてきっ子が馨一と離れていられるものかどうか……。

　しかし由佳里はまるで馨一の気持ちを読んだようにこう言った。

「その点なら、大丈夫だと思います。きっ子さんだけでなく、市ヶ谷さん、流ながれ山やまさんも華道部に入部していただけばいいのです」

「ええっ!?　ぼくも？」

「我々がァ!?」

　虚を衝つかれてうろたえる馨一と流山。

「はい。あ、もちろん、九品仏さんも、です。凄腕のハッカーですし、ね」

　九品仏はあからさまに胸を張ると天井を仰いだ。どうやら感涙に咽むせいでいるらしい。

「へーかもはいるです。かどうぶ」

「いや、だって、ぼくは花とかいじれないし男だし……」

「男性が華道部に入ってはいけない、という決まりはありません。それに、市ヶ谷さんと流山さん、九品仏さんも事実上ここに住んでいただくことができます」

「ということは、きっ子ともいっしょにいられるし……えええ!?　ここに、住む？」

「まさかァ！　ゆ、由佳里さんや、響織子きようこさんと、あんなことやこんなこともォ!?」

「いや、それは、あの、どういう意味かわからないのですけれど……」

　由佳里が苦く笑しようするところを、響織子が引き取った。

「華道部の御ご殿てんには離れがあってな。庭に張り出した、一種の倉庫みたいなものだけれど、六畳程度の二階建てで、整理すれば五、六人が住める広さは十分にある」

　ゴクッ、生なま唾つばを飲む音が聞こえて、馨一と流山は顔を見合わせた。が、音の主は、どうやら九品仏のようだった。

「でも、あの、ぼくたちがそんなところにいたら、男女交際違反ですぐに風紀委員会に逮捕されるんじゃ」

　馨一の疑問に、今度はゆひが答える。

「その点は大丈夫です。市ヶ谷くんたちは、生徒会の弾圧で部室を取られて、今は発明部の部室がない状態なんですよね。離れとはいっても、倉庫は独立した建物です。発明部の部室、ということにすればいいんだと思います」

「それに、生徒会法でも、部員が自分たちの部室に寝泊りすることは認められているんですよ。私たち、華道部の部員がここで生活できるみたいに」

「そもそも、生徒会自体が、迎げい賓ひん館を勝手に使ってそこで生活していることが、この規則を根拠にしているんだからな」

　ゆひ、由ゆ佳か里り、響織子きようこらがていねいに説明してくれているのも、もう流ながれ山やまや九く品ほん仏ぶつには聞こえなかった。二人ともさっきから、感涙に咽むせぶあまり、涙も鼻水もダダ漏もれ状態だったからである。

「ぶ、部長ォ！　苦節一年半！　また我々に部室が持てるとはァ！」

「……!!　……」

　涙ながらに抱き合う二人に、思わず馨けい一いちも目頭が熱くなった。

「よかったですね。流山先輩に部長。由佳里さん、ぼくも、お礼を言わせてください」

「お礼なんて。それより、きっ子さんも市いちヶが谷やさんたちも、華道部の一員なのですから、昼は華道部の御ご殿てんに入ることができます。夜はいちおう、発明部の部室となる倉庫で寝ていただきますけれど、きっ子さんは建前上、御殿のほうで寝泊まりしている、ということにすればいいと思うんです」

　まさに、これ以上ない理想的な環境、と言えた。

「こんなにうまくいっていいのかな。ね、先輩！　きっ子もほら、お礼を言うんだよ」

「へーか、よろこんでます。きっこもうれしいです。ありがとうございますであります」

「そうとなったら、すぐに引越しをしてくださいね。私たちもお手伝いします！」

　こうして、華道部と発明部は奇跡的とも言える事実上の合併を実現し、きっ子と市ヶ谷、流山や九品仏は、由佳里をはじめ華道部の女子部員ときわめて身近に暮らすことになった。

　しかし……。



「へーか、あさでありますぅ！」

「むぁ～！」

　相変わらず、日の出とともにきっ子に起こされるのは変わっていない……。



    

  
    
      


９　大浴場の決死圏



　馨けい一いちときっ子、それに流ながれ山やまや九く品ほん仏ぶつが華道部の離れに住むようになってから、二週間あまりが過ぎた。その間、とくに生徒会からの妨害は不思議となかった。

　じつはめぐみ以下、風紀委員会は監視を強めてはいたのだが、華道部のお膝ひざ元もとに直接手を下すとなれば一般学生世論の逆風は必至。実力行使に出るとすれば、よほどの動かぬ証拠が必要だ。そのため、リオナは爆発したいところを抑えに抑えて、当分事態を静観することにしたのである。

「でも、おぼえていなさいよ！　肝心の証拠さえ上がれば逆にこちらのチャンス。華道部も、くだらない発明部も、いっきにつぶしてくれてよ。そのために……めぐみ！」

「はいー！　わかっていますー。田た町まち由ゆ佳か里りの尻尾しつぽをつかんで、必ず報告しますー！　そしてリオナさまの野望を……」

「余計なことは言わないの！　返事だけでよろしくてよ！　かわいいきっ子ちゃんを絶対、私の物にしてくれるわ！」

「……」

　黎れいだけが事態を冷静に傍観しているようだった。

　そんなわけだから、馨一やきっ子たちには平穏な日々が続いていたのである。

　朝五時にきっ子に起こされるのは変わらなかったが、馨一はその時間を勉強時間に当てることにした。その日の授業の予習をするのだ。最初は眠かったが、そのうちに日々の習慣になった。学校では、きっ子は物も言わずに集中して授業を聞いている。帰ってからも、由佳里や響織子きようこ、ゆひに勉強を教わる。きっ子の学力は見る見る向上した。

　きっ子は、一度勉強したことは二度と忘れない。メモリーに記憶してしまえば、いつでも読み出せる。それは身体からだを使う体育でも同じで、模範演技を見てその動きをコピーするだけでいい。きっ子のアンドロイドとしての身しん体たい能力は、もちろん人間を大幅に上回っていた。

「じゃあ、次の問題は、夏なつ岡おかにやってもらおうかな。３次方程式２―３―12ｘ―ｐ＝０が異なる３つの実数解α，β，γを持つとき、実数ｐの……」

「はいであります。方程式２―３―12ｘ―ｐ＝０の実数解は、２―３―12ｘ＝ｐの解、２つの関数ｙ＝２―３―12ｘ……―20＜∧ｐ＜∧７であります」

「夏岡さん、一四九二年、コロンブスが西インド諸島に到達したことが契機で発見されたアメリカ大陸は、その後イギリスからの清教徒の移民が増え……」

「一七七六年、トマス・ジェファーソンでありますぅ」

「百メートル走の夏岡のタイムは……な、なにぃ！　九秒００!!　……んがっ」

「今回の中間模擬テストの結果を発表する。……夏岡橘きっ子こ、五教科合計四百七十七点。学年十二位！」



「すごい！　すごいよ！　きっ子！　やったな！」

　興奮した馨けい一いちは思わずきっ子の肩を抱き寄せた。いや、寄せるところまでは重くてできなかったが、とにかくうれしかった。自分のことのように喜んだ。

「へーか、よろこんでます。きっこ、へーかのおやくにたてて、うれしいであります」

「うんうん。うれしいよ。よろこんでるんだ。たった二週間でこんなにできるようになるなんて。がんばったね。テストだって、まだ勉強していないところを答えられなかっただけで、あとは満点だよ。きっ子は本当にいい子だ」

　髪をクシャクシャとなでた。

「えへ、でありますぅ」

　きっ子は馨一の手がもっと強く当たるように、と伸び上がって頭を突き出す。ぐりぐりと頭をかくような具合になったが、きっ子はそれを気持ちよさそうにしている。

「へーかがうれしいの、きっこもうれしいです。もっとへーかにほめられたいです。なにをしたらいいでありますか？　きっこ、なんでもするであります」

「なんでもする、って……いや」

　一瞬、馨一の頭に、よからぬ発想が浮かんだ。

「へーか、どうかしたでありますか？　あたま、いきおいよくふって」

「い、いや。違うんだ。きっ子はアンドロイドなんだ。普通の女の子とは違うんだぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      　なんだか最後は自分に言い聞かせるように、馨けい一いちはブツブツとつぶやいた。

「どうしたでありますか、へーか」

「いや、なんでもないよ。……きっ子といっしょに毎日勉強してるから、ぼくの成績もちょっと上がったんだ。これもきっ子のおかげだね。さぁ、もう帰ろうか」

「おふろにいくです。ゆかりとゆひとやくそくしたです。きょうこも」

　きっ子は教えられた風にしか名前を呼ばない。しかし馨一のことは、何度教えてもへーか、なのだった。

「お風ふ呂ろ？　まだ夕方だよ。こんな早くから……そうか、今日は試験期間の最終日だったんだ。ええと、予定表は……あ、ぼくらももうそろそろだ。忘れてたよ」

　寮には個別の風呂はないが、大浴場が設けられている。もちろん男女別の風呂場で、一度に全員が入浴はできないため、時間割りに従って入浴するのだ。

　ふだんは食堂での夕食後の入浴になるのだが、試験期間中は帰宅時間が早いせいで、入浴も早目に設定されるのだった。

　華道部の御ご殿てんに移って、唯一不自由と言えるのが風呂だった。

　御殿の本館には風呂がついているが、大きなものではない。まして馨一たちがいる倉庫に風呂などはないので、寮の大浴場まで通わなくてはならなかった。

　それが今日に限っては、きっ子たちと馨一の入浴時間が同じ、ということらしい。

「で、でも、大丈夫なのか、きっ子。みんなといっしょに風呂なんて入ったら……」

　きっ子の背中の、剥むき出しのコネクターが丸見えになってしまうではないか。

「大丈夫ですよ。市いちヶが谷やさん」

「わ、由ゆ佳か里りさん！」

　なぜか、いつも同じような登場の仕方をする由佳里だった。それだけきっ子や馨一のことを気にしてくれている、という証拠なのだが。

「今日のお風呂の順番、お願いして、私たち華道部の女子だけがその時間に入れるようにしてもらったんです」

「お願い、って……九く品ほん仏ぶつ部長ですね」

　馨一が言うと、由佳里が苦く笑しようした。

「ええ。すぐにやってくださいました。……それで、きっ子さんも、いつも御殿の狭いお風呂に一人で入るより、たまにはみんなといっしょのほうがいいと思うんです」

「そうか。確かに」

「へーかもいっしょにはいるであります。おふろ。みんないっしょですぅ」

「それは無理なんだよ、きっ子。確かにぼくも……じゃない。いけないいけない！」

　馨一はぶんぶん頭を振って妄想を振り払った。由佳里やゆひの入浴姿が頭に浮かんだからだ。馨一のビジョンの中で、きっ子は湯気の向こうにかすんでいる。

「へーか、さっきからあたまふって、あたまわるいでありますか？」

「それを言うなら、痛いたい、だろ？　……わかりました。じゃあ、すいませんけど、きっ子をよろしくお願いします」



「……って由ゆ佳か里りさんと別れたのはいいけど、なんで先輩たちがここにいるんです!?」

　馨けい一いちに並んで、流ながれ山やま、それに九く品ほん仏ぶつが裸で洗い場に並んでいる姿は、やはり少々……いや、だいぶおかしい。

「それに、男湯はぼくたちの貸切りじゃないですか。ふだんは交代制でも三十人はいるのに」

「市いちヶが谷や、オレはこの日を待っていたぞォ。この日のために生きてきた、と言っても過言ではないッ！　言ってみれば、一生に一度のチャンス！　アスリートが、自分の体力・技術のピークにオリンピックやワールドカップがタイミングよく合った、そんな感じだァ。もっと言えば、たった一回だけ引いたくじが特等の大当たり、ってなァ！　そのために、部長がネットに忍び込んで、入浴時間とメンバーをすっかり書き換えてくれたのだァ！」

　大きくうなずく九品仏。

　どうやら由佳里の依頼を受けた九品仏が、すべてを察して、男子の入浴時間とメンバーのほうも大幅に差し替えたらしい。

　男子寮と女子寮はそれぞれ別の建物として、十数メートル離れて建っている。しかしなぜか大浴場は、独立して二つの寮の真ん中に、それぞれの寮棟から渡り廊下で繋がっているのだった。しかも！

『まぁ～、貸し切りね。私たちだけなんて、贅ぜい沢たくですね』

「あ……」

　馨一はドキッとした。女湯に由佳里たちが入ってきたのだ。風呂場だけに、声にはエコーがかかって聞こえる。

　そうなのである。

　この大浴場は、男湯と女湯がぴったりとくっついている。間には仕切りの壁一枚があるだけ。しかも天井は開いていた。

　番台こそないものの、これではまるで銭湯と同じだった。

「これだよ、これェ！」

　流山は興奮しきって、耳を澄ましている。シャンプーの途中なのに、女湯の会話を一言も聞き逃すまい、とするかのようだ。

「でも先輩、今までだって大浴場には毎日入ってたじゃないですか」

「市ヶ谷、おまえはわからんのかァ？　相手が誰だれだかもわからなければ、これといって想像の翼を羽ばたかせることもできないだろォ。だが今は違う！　壁一つ向こうにいるのは、華道部の女神と呼ばれる田た町まち由佳里さん、クールな美少女の上うえ野の響織子きようこさん、それにちょっとロリータタイプの大おお崎さきゆひちゃん、だ！　それに、他ほかのコもいずれ劣らぬ華道部の女子たちじゃないかァ。すばらしい！　こういう状態を、なんていうんだァ!?」

「……粒ぞろい」

　ポツリ、と九く品ほん仏ぶつが言った。

　その間にも、どんどん華道部の女子が洗い場に入ってきているようで、カラカラと引き戸の音、それにシャワーを浴びる音、湯船からお湯を桶おけですくって身体からだにかける音、などがひっきりなしに聞こえてくる。

　いつのまにか、馨けい一いちまでがつい耳をそばだてて聞き入っていた。

『ひろいおふろでありますー』

「きっ子の声だ」

　馨一はつい声のする壁のほうを見た。

『きっ子ちゃん、まだ下着つけたままだよ。ちゃんと脱がなきゃ』

『はいであります。ゆひはもうぜんぶぬいだですね』

『それは、お風呂だもの。みんな裸で入るのよ』

「みんなはだかです。ゆかりもきょうこもはだかであります」

　くったくのない会話が続く。しかし男たちは電気に打たれたように動けなかった。

「し、沁しみるなァ……想像の翼が果てしなく広がっていく。オレのイマジネーションを誰だれか止めてくれェ！」

「確かに、これは、いいかも……ですね」

　しかし聞き耳を立てられているとは知らない女子たちの会話はまだまだ続く。

『きっ子ちゃん、湯船に入る前に身体を洗わないと。ほら、じっとしていて。あっ！』

「あっ、て何？　あっ、て何ィ!?」

『いやだ。きっ子ちゃん、いきなり触らないで』

『ゆひのそこ、でっぱってる。きっこよりおおきいです』

『そんなことないよ。きっ子ちゃんも大きいわ。ゆひと同じくらい』

『ちがうです。みんなおおきいです。ゆかりはもっとおおきいです』

『まぁ、きっ子さん、何を言うのかと思ったら。恥ずかしくなってしまいます』

『正直な感想、というやつだな、きっとこれが』

『きょうこもおおきいです。でもゆかりがいちばんであります』

「きっ子のやつ、何をやってるんだ。由ゆ佳か里りさんたちに失礼じゃ……」

　しかし馨一が振り返ると、流ながれ山やまも九品仏もすっかり目を血走らせていた。

「む、胸のことかァ。いや、あえて正直に言おう。バストのこと、いやいや、おっぱいの、ことだな！」

「何もそんな力説しなくても」

『さわってもいいでありますかぁ？』

「さ、触るゥ!?」

「バカ、きっ子、やめろ！」

　思わず馨一は立ち上がると、女湯に向かって言おうとした。それを九品仏がガシッ、と静止する。

「ぶ、部長？　……鼻血が、出てますよ」

「さすが部長ォ！　市いちヶが谷や、おとなしくしてろ！　我々の野望の完遂まではなァ！」

『ァン！　きっ子さん、くすぐったいです。ダメです』

『とてもやわらかいでありますぅ』

「や、やわらかい？　……触感まで！」

「い、生きててよかったァ！　今の、“〝ァン”〟が聞けて！」

「まったく、きっ子を止めなくちゃ！」

「待て、市ヶ谷、もう少しだけ待ってくれ。きっ子ちゃんの活躍をもう少しだけ、みんなで陰ながら応援しようじゃないか」

「活躍、って」

『きっ子ちゃん、いたずらしないで、ここに来きて。髪を洗ってあげる』

『いつもゆひがあらってくれるです。こんどはきっこがあらうであります』

『じゃあ、交代で洗おうね。ほら、目を閉じなきゃ、シャンプーが目に入っちゃうよ。痛いたくないの？』

『痛くないです。あ……』

「こんどは！　こんどはどうしたんだァ!?」

『ゆひのそこのところ、きっことちがってるです』

『え？　どこ？　違わないわよ』

『いいえ、ちがってるです。ゆかりもきょうこも、みんなも、きっことちがってるです。きっこだけないです』

『イヤだ、なんのこと、きっ子ちゃん？』

『したのところについているものです』

『したのところ、って……あ』

『そこ』

『だってこれは、みんなついているのよ』

『でもきっこ、ないです』

『そうですね。きっ子さんにも、今にきっとできてきますから』

『それは根拠のないごまかしじゃない？　ちゃんと説明した方がいいな』

　男湯はシーンと静まり返っていた。

　あまりの会話の内容に、声を出す者もいない。カタン、と石鹸が落ちる音がして、ようやく流ながれ山やまが我に返った。放心しきった表情に生気が戻る。

「そ、そこ、って……そこ、って何だァ！　も、もう我慢できんゥゥ！　今こそ、発明部の真価を見せるときだ！」

「あ、ちょっと、流山先輩！　いったい何を、それは……？」

　流山が脱衣場までダッシュして取ってきた物。それは……。

「潜せん望ぼう鏡だよォ、諸君！　青春ものにはつき物だろォ！　ここで我々が女湯をちょっとだけのぞいたとしても、誰だれが責められようか！　青春のドス黒い、じゃない、ほろ苦にがい！　じゃない、甘酸っぱい、一ページを！」

　流ながれ山やまの手にしている煙突状のメカは、伸縮性の潜せん望ぼう鏡だった。

「いつのまに、こんな物を……だ、ダメですよ。そんな、きっ子はともかく、華道部の女子のみんなを覗のぞくなんて！」

「許せ市いちヶが谷や、男にはやらなければならないときがあるのだァ」

「だ、ダメだってば、怒りますよ。流山先輩！　部長も止めてください！」

　しかし九く品ほん仏ぶつは、馨けい一いちを相変わらず羽は交がい締じめにしたまま、まだ放心から醒さめていなかった。

「行くぞ、潜せん望ぼう鏡、スイッチ、オン！　たー、たー、たー……」

　スイッチオンといっても電動ではないので、先端に取り付けたワイヤーを手た繰ぐるようにして手動で伸ばしていくのである。口による擬ぎ音おんは気分のようなものだった。

「仕切りの壁がけっこう高いなァ。最大に伸ばして、と。よぉし、敵艦見ゆ！　なんちゃってェ」

「先輩！　止めないと大声出しますよ！」

　馨一が本当に女湯のきっ子たちに報しらせようと、息を大きく吸い込んだときだった。

『じゃあつぎはきっこがあらうでありますぅ』

『ありがとう。これ、シャンプーよ』

『はいです。あっ』

　ゆひから受け取ったシャンプーを、きっ子がつかんだ。が、握力が強すぎて、思い切りシャンプーを飛び散らせてしまったのだ。

　チュルルルルッ！

「うわっ！　敵弾来襲！」

　ちょうど仕切りの壁から顔を出した潜望鏡に、シャンプーの液が命中した。結果、磨すりガラスのように像がゆがんで、何だか肌色っぽい画面しか見えなくなってしまった。

「不覚を取ったかァ！　む、無念……、千載一遇のチャンスをォ！」

「あー、よかった」

「市ヶ谷、胸をなでおろすのはまだ早いぞォ！　潜望鏡がダメなら、これでどうだ！」

　またもバタバタと更衣室を往復する流山。いったいどれだけの用意をしてきたのだろう。

「先輩、それは!?」

「強力吸盤クリフハンガーだ！」

　どうやら固有名詞は自分で考えたらしい。

　流山の両手と両足に、直径十センチほどの吸盤のようなものが取り付けられていた。

「これで壁に吸い付いて登るのだァ！　間接視界がダメなら肉眼あるのみ！」

「いったいいつそんなものを作ってたんです！」

「市ヶ谷よ。テレビ通販でよくある吸盤型フック。それにヒントを得てオレが開発したのがこのクリフハンガー！　吸盤の真ん中にあるレバーを押し上げながら圧着することで中の空気を吸い出し、強力な吸着が可能ォ！　逆の動作で吸盤を取り外しィ！」

「うっ、確かにそれはすごい、かも」

「だろうが！　しかも、不意の攻撃にそなえて水中ゴーグルとシュノーケルで防御だァ！　これで完かん璧ぺき！　……だな」

　最後はクールに決めたつもりか、流ながれ山やまはポーズをとると、さっそく女湯との仕切りに張り付いた。それにしても、両手両足に吸盤、顔にはゴーグルとシュノーケルであとは全裸という姿はどうにも……。

「先輩！　本当にやめてください！　せっかくぼくらに部室まで提供してくれた由ゆ佳か里りさんたちに、失礼ですよ！」

「市いちヶが谷や……確かにおまえの言うとおりだ。しかし、青春は止められないィ！　障害が大きいほど、乗り越える力が湧わいてくるゥ！　進め、クリフハンガー！　……あれ？」

　最初の吸着で壁に取り付いたのち、それを剥はがして登ろう、としたときだった。流山の足のほうの吸盤が剥がれない。

「ん、ん……こりゃあ、ダメかァ！　ええい、こうなったら非常投棄！」

　そう言うと、流山は足につけた吸盤を脱いだ。つまりは、足の指では吸盤の脱着レバーをうまく操作できなかったということらしい。手につける分とまったく同じに作ってしまったのが失敗の原因だった。

「しかし、まだまだァ！」

　手に残った二個の吸盤だけで壁をよじ登っていく。何だか本来の目的がわからなくなってきつつあった。

「先輩！　止めましょうよ！　ダメですよー！　見つかっちゃいますってば！」

　男湯がそんな狂騒状態にあったころ、女湯のほうではあらかた入浴を終えた華道部の女子部員たちが、じょじょに上がりつつあった。

「はい。おしまい。きっ子ちゃんも上がり湯に入って」

　きっ子に髪を洗ってもらったゆひが、髪の水気を切りながら言う。

「おわりでありますか。もっとおふろはいっていたいであります」

「そんなに入ってたら、のぼせちゃうわよ。次の時間の人も来るから、そろそろね」

「きっ子さんは、みんなでお風呂に入るのが楽しかったのですね。また、こっちの大浴場にも来きましょう」

「それにしても、男湯のほうが騒がしくなってきたな」

　響織子きようこの言葉に、全員が男湯のほうを見る。はっきりと言葉は聞き取れないが、さっきから何やらドタバタと確かにうるさい。

「おとこゆ……へーかでありますか？」

「そうか。市ヶ谷くんたち、同じ時間に入っているんですよね」

「へーか！」

　きっ子は仕切りの壁に向かって叫んだ。

「市いちヶが谷やさんたちとはここを出てから会えますよ、きっ子さん。私たちもそろそろ上がりましょう」

「へーか、いるです。そこ！」

　きっ子はそう言うと、いきなり壁へジャンプした。一瞬だった。軽々と、苦もなく仕切りの壁の上に立つ。

「きっ子ちゃん!?」

「きっ子さん！」

　驚きは男湯のほうでも同じだった。

「き、きっ子!?」

　馨けい一いちも驚いたが、流ながれ山やまはもっと驚いた。

　ちょうど壁の頂上まで登り詰め、今まさに仕切りの上へ顔を出さんとしていた流山の目の前に、きっ子の身体からだが飛んできたのだ。

「きっ子……ちゃん？　う、うわァ!!」

　思わずのけぞった流山は、そのままあえなく転落した。

　どォン！

「……は!?」

　流山転落の衝撃で、ようやく九く品ほん仏ぶつが我に返る。押さえつけていた馨一をやっと離した。

「へーか！　いまいくであります！」

「待って！　来きちゃダメだ！」

　馨一の制止もむなしく、きっ子は羽のように壁の上から飛び降りた。しかしきっ子の体重は百九キロである。

　ずンッ！

　風呂場のタイルをぶち割り、着地点に足首まで沈み込む。しかしきっ子はかまわず、

「へーか！　ここにいたでありますか。さびしかったでありますぅ」

　そのまま馨一の胸に飛び込んでくる。

「やめろ、そんなかっこうで、ダメだったら、あーっ!!」

　あえなく、背後の湯船に転落する二人。

　どっパーン！

「きっ子さん、大丈夫ですか？」

「きっ子ちゃん！　市ヶ谷くん!?」

「うおおおッ!?　ゆ、由ゆ佳か里りさん！　ゆひさんまで！」

　まだ洗い場の床に延びていた流山や九品仏の目には、夢のような光景が広がっていた。

　男湯から次々響いてくる大きな音に、きっ子や馨一の身を案じた由佳里やゆひが、脱衣場の仕切りのドアから駆けつけてきたのだ。このドアは女湯からしか開かない構造だった。

　由佳里たちはむろん、まだ濡ぬれた身体にバスタオルを巻いている。しかし！　言い換えればバスタオルしか巻いていない！

「も、もう死んでもいいッ。由ゆ佳か里りさんのバスタオル姿のためなら死ねるッ」

　落下の衝撃がいまごろ効いてきて、タイミングよく昏こん倒とうする流ながれ山やまだった。九く品ほん仏ぶつは洗い場に鎮ちん座ざしたまま、石のように固まっている。タラリ、と鼻血が滴したたっていた。

　そして馨けい一いちは、というと……

「……プハァ！」

　重石のようなきっ子に抱きつかれたまま湯船の底に沈んでいたのが、ようやく浮上してきたのだ。

「市いちヶが谷やさん！」

「市ヶ谷くん！　だ、大丈夫ですか？」

「はぁ、はぁ、だいじょう……うわぁ！　由佳里さん？　に、ゆひちゃん！」

　バスタオル一枚の二人の姿に、飛び上がる馨一。同時に、タオル一枚身につけていない自分にも気づいた。再び……

　どっパーン！

　湯船の中に沈んでいく。

「へーか！　だいじょうぶでありますか。へーか、しっかりしてくださいであります」

　しかも今度は、代わりに浮上したきっ子に助けられ、抱きかかえられるありさまだ。

「はぁ……何か、いいとこなしだな、ぼく。きっ子、離してくれ」

「はいです」

　ザバッ！

　きっ子は指示通りにすぐ手を離し、馨一は三度目の湯船に頭から沈んだ。

「ふぅん。あのジャンプ力……やっぱりあの子、アンドロイドに間違いないか」

　やはりバスタオルを身体からだに巻いた響織子きようこが、そんな光景を遠巻きに見ながらつぶやいていた。



「あのさ、きっ子がお風呂で、みんなにあってきっ子にない、って言ってたの、何だい？」

「おヘソでありますぅ」

　きっ子がセーラー服の上着を捲まくり上げて見せた。

「うわ、見せなくていい！　見せなくて……あれ？」

　馨一はきっ子のお腹を見た。ちょうど、たてにはくぼんでいるものの、ヘソそのものはない。てっきりあるものだと思ったまま、気づかなかったというわけだ。

「そ、そっか。おヘソかあ。なるほどね。あはは！」

　てっきり勘違いしていた自分を馨一は笑った。

「へーか、ゆかいでありますか？　きっこもゆかいです。うにゃ」

　学校からの帰り道、沈む南国の夕日に照らされながら、なんとなく笑う馨一ときっ子。馨一の顔が赤いのは、夕日のせいだけではなかったと思う。



    

  
    
      


10　金魚よ！　金魚よ！



　直接対決！　それは突然やってくる。

　ある日。放課後、高等部校舎の前庭を、華やかな一団が通り過ぎようとしていた。

　リオナをはじめとする生徒会の幹部の面々が、取り巻きを引き連れて闊かつ歩ぽしていく。一般の生徒たちはかかわり合いにならないよう争って避けるか、ミスワールドもかくや、というリオナの美び貌ぼうに見とれるかのどちらかだった。

　どうやら冷やかしで授業に出たあと、趣味のテニスに行く途中らしい。テニスウェアに身を包んだリオナは、いつもの魅力のさらに二割り増し、ともいうべき強力なフェロモンを放っていた。金色のロングヘアが風になびくと、まるで金のオーラが漂っているようだ。凶悪なまでの超ミニからは、細く長い脚が太ももの付け根まで露出している。

「黎れい、テニスのあとはジャグジーでゆっくりしたいわ。飲み物とフルーツを用意させて」

「はいリオナ。もう手配できてる」

「フフッ、黎はかわいいわ」

　リオナが日焼けしないよう、ぴったりとくっついて日傘を差し出しているのはめぐみである。生徒会風紀委員長という要職にあるはずなのにここでも下働き……。

「リオナさまの近くにいられてしあわせ……ポッ」

　やはり不ふ憫びんかもしれない。そんなところへ、おりしも通りかかったのは、華道部の由ゆ佳か里りとゆひ、それにきっ子と馨けい一いちである。響織子きようこは一足先に御ご殿てんへ帰っていた。

「りおな！」

　最初に見つけたのはきっ子のほうだった。驚いた馨一が見ると、間違いない、前からやってくるのはリオナと生徒会のグループである。このままでは鉢合わせのコース！

　リオナと由佳里、リオナときっ子＋馨一。今まで先送りにされていた対決が、不意に勃ぼつ発ぱつしたようなものだ。しかも、レンガ敷きの校庭の道は、人二人がようやくすれ違える程度の幅しかない。

　由佳里や馨一に気づいたリオナは、一同の歩みを止めさせた。二つのグループが、正面から対たい峙じする。

「あら、誰だれかと思ったら、田た町まちさんじゃなくて。ひさしぶりね」

「生徒会の迎げい賓ひん館でお会いしたとき以来ですね。ご無ぶ沙さ汰たしています。お元気でしたか？」

　由佳里は心からの笑みを見せる。

「りおな！　きっこ、とりほしい！　とりください！」

「きっ子、ダメだよ」

「まあ、変わらずかわいいわね。首の赤いチョーカーも似合っていてよ。フフ、きっ子ちゃん。どうかしら。いまからでも私のところへ来ない？」

「とり……！」

「鳥もあげるわ。ほしいなら、きっ子ちゃんのためにもっといっぱい飼ってあげてよ」

「うー……」

　きっ子はちょっと考えると言った。

「とりほしいけど、へーかやゆかりやゆひといっしょにいたいからやめるであります」

「きっ子！」

「まぁ、きっ子さん」

　馨けい一いちも由ゆ佳か里りも、きっ子の言葉にちょっと感激した。

「りおながくるといいです。みんなでいっしょにいられるです」

「ま、まあ、よく手なずけたものね。ならいいわ。好きになさい！」

　プン、とリオナがかぶりを振り、その場を通り抜けようとした。由佳里は自然に道を譲ると、笑顔で言った。

「ではリオナさん、ごきげんよう」

　そのまま両者はすれ違い、この場は収まるか、と思われたのだが。

「そうだわ！　勝負して決める、というのはいかが!?」

　振り向くと、リオナが言い放った。

「リオナさま！」

「リオナ、いったい何を……」

　黎れいや取り巻き連中も驚く。

「勝負、ですか？」

「何の勝負だっていうんだ！」

「もちろん、テニスで勝負よ！　あなた方が負けたら、きっ子ちゃんを私にくれるの」

　そう言うとリオナは、得意そうにラケットを由佳里や馨一に向けた。

　ものすごい勝手な言い分である。一瞬、馨一も呆あきれて言葉を失った。

「あ、あのねー、テニスはリオナ……さんの得意スポーツでしょ？　そんなものを勝負の種目にして、どうしてこっちが納得できるって言うんだよ」

「あら、いけなくて？」

　まったくわかっていないというのも恐ろしい。

「ダメだ。行きましょう由佳里さん」

「……もしも、私たちが勝ちましたら、そのときはきっ子さんを諦あきらめて、手出ししないと約束していただけますか？」

「由佳里さん！」

　今度驚くのは、馨一とゆひの番だった。

「ただし、市いちヶが谷やさんの言うように、私たち、テニスはほとんどしたことがありません。それ以外のことでしたら、お受けいたします」

「ホホホホ！　まぁ、いい心がけですこと。それなら、あなたがたに勝負の種目を選ばせてあげるわ。ただし、華道なんかで勝負というのはやめてくださる？　それ以外ならなんでもよくてよ」

「リ、リオナさま、いいんですかー？　そんなこと言って。由ゆ佳か里りたちが得意なスポーツだったら」

　めぐみがあわてて進言した。しかしリオナは一顧だにしない。

「華道部なんて、運動音痴の集まりに決まってるわ。初めてのスポーツでも、私ならすぐにコツをつかんでよ、それに……」

　リオナの言葉に、黎れいが続けた。

「スポーツには審判がつき物。どの学生が審判をしようと、生徒会のプレッシャーにどれだけ抵抗できるか……」

　どこまでもリオナが強気なのは、こんなところに理由があったのだ。

「わかりました。お言葉に甘えて、私たちのほうで種目を選ばせていただきますね」



「だからって、なんでこんな種目なの！　よりによって、なぜ!?」

　リオナは思わず叫んでいた。テニスウェアの右手には、ラケットではなくモナカの張った網が握られている。

　そうなのだ。

　由佳里が選んだ種目、それは金魚すくいだった。

　文字通り、水槽に泳いでいる金魚を、正式にはポイと呼ばれるモナカの網で捕まえるあの金魚すくいである。学生ビジネスとして、街中に年中やっている店があったのだ。

「わぁー、あかいおさかなでありますー」

　早くもきっ子は金魚に夢中である。

「ひえー、うちの店に、あの生徒会長の有う楽らく町ちようリオナと、華道部の部長の田た町まち由佳里が来るなんて！」

　明らかに三十は超えているだろう、という感じの男子学生が言う。ステテコに腹巻といういでたちはどう見てもテキヤだ。

「由佳里さん、まさかあなた金魚すくいの達人だとか、そんなことはないでしょうね！」

　リオナの詰問にも由佳里はニコニコしているだけだ。

「金魚すくいか。確かに、唐突ではあるけど、いいかもなぁ」

　最初はリオナ同様面食らっていた馨けい一いちとゆひだったが、次第に何だか由佳里の意図がわかるような気がしてきた。

　確かに誰だれも金魚すくいを得意とは言えない。しかし夜店などでやったことは必ずある。対してリオナやリオナのグループは、みんな金持ちのぼんぼんや嬢ちゃんばかりだ。むろんリオナ本人は金魚すくいなどやったことがないに違いない。

「じゃあ、勝負ということで、あっしがルールを決めさせていただきやすよ。最大三人交代でモナカ十枚を使って三十分以内に多く金魚を捕ったほうが勝ち、でやんす」

「まったく単純なゲームね。こんなもの、頭を使う余地もなくてよ！　わたくしひとりで十分だわ」

「じゃあ私たちは、私、ゆひ、きっ子さんの順番でどうでしょう。市いちヶが谷やさんは男性ですから、いちおうハンデということで今回は外れてもらいますね」

「はい。それにしても、金魚すくいとは、いいことを考え付きましたね」

　馨けい一いちの言葉に、由ゆ佳か里りが頷うなずく。

「ええ。夏はやっぱり金魚すくいですものね」

「は？」

　どうやら、深い戦略があったわけではなさそうである。

「……生徒会に逆らったら、店の営業許可は……わかっている？」

「へ、へい。そりゃあもう黎れいさん。向こうのほうにはごく薄で、ちょっと端のほうが壊れてるモナカを用意しやした。リオナさんには、普通の二倍近い特別あつらえのモナカで」

「なら、いい。うまくいったら売上税を安くしてあげる」

　陰では黎れいとテキヤの裏取り引きが成立していたのだ。恐るべし、生徒会！

「そんじゃあ、いきやす！　よーい、はじめ！」

　大げさにピーッ、と吹かれる笛。

　リオナも由佳里も、モナカの網を持つと並んで金魚の水槽に向かった。

　由佳里はセーラー服だが、リオナはテニスウェアのままだ。テニスルックのまま金魚すくい。リオナがゴージャスな美少女であるほど、そのミスマッチが目立つ。

「由佳里さん、しっかりー！」

　ゆひの応援が飛ぶ。

「はい。がんばりますね。……あら、もう破けてしまいました」

　仕込みどおり、由佳里側のモナカはごく薄だった。それに対して……。

「何なの、こんな金魚くらい、二、三匹まとめて捕ってくれてよ。……ん……んんん！　なによ、これ、もう破けてるじゃない！」

　けっきょく、モナカが厚くても下へ手たでは仕方ないのだった。

「あのー、リオナさま。水につけっぱなしだとすぐにモナカが破けてしまいますー。水面すれすれに持って、ここだ、と思うところで水に入れて、すくうように金魚を……」

「うるさいわね！　そのくらいわかっていてよ！　あー、もう、また破れたわ！　こんなのじゃなくて、ちゃんとした網のついたものをちょうだい！」

　それでは金魚すくいにならないのでは。

「少し休むわ！　ここが暗すぎるのよ。よく見えない！　めぐみ、その覆いを開けて、明るくして！」

　リオナは、プイッとモナカを投げ出すと、店の奥に引っ込んでしまった。めぐみが差し出す椅い子すに腰掛ける。ディレクターズチェアのような折りたたみ椅子を、つねに取り巻きが持参しているらしい。

「疲れたわ。飲み物を」

「は、はいー」

　どうやら一休みである。制限時間は三十分と長いので、それも戦略のひとつか。めぐみはわけがわからないままに、言われたとおり、店の軒先に出っ張っている覆いを仕舞わせた。確かにリオナのほうの水槽だけが、明るく見やすくなった。

「あ、またダメです」

　一方、交代したゆひのほうも、たちまち三枚のモナカを破いてしまった。由ゆ佳か里りも三枚破いているので、残りは四枚。きっ子に交代するか？

「あかいおさかな、とってもいいでありますか？」

　きっ子はさっきから顔がくっつきそうなほど水面に近づいて凝視している。金魚への興味は津しん々だが、破れやすいモナカですくい上げることなどできるのだろうか。

「まずいな。先輩たちを呼んできてもらうか。このままだと本当に負けてしまうぞ。負けたら、きっ子が……」

　リオナに取られてしまう！

　リオナのところに行ったらすぐにきっ子がアンドロイドだとわかってしまうだろう。そうなったら、大変だ！

「さあ、そろそろわたくしの出番かしら？　ウオームアップもできたようね」

　たっぷり休んだリオナが、自信満々にまた出てきた。その態度に、何か裏がある、と馨けい一いちは思う。

「フフッ、じゃあ、いくわよ」

　リオナがモナカで金魚をすくいあげる。あっという間に金魚が一匹、捕れた。

「さぁ、次よ」

　金魚はリオナに一匹、また一匹とすくい上げられていく。何があったのか。めぐみが少々コツを教えたといっても、こんなにも変わるものだろうか。

「あ、そうか！」

　馨一は気づいた。リオナのほうの水槽だけに、さんさんと日が当たっている。

　暗いと文句を言って、リオナがひさしのような覆いを巻き上げさせたからだ。そのために夏の日差しがもろに水槽に降り注ぎ、水が温まっていた。水温が上がれば金魚が弱って動きが悪くなる。リオナは瀕ひん死しの金魚を苦もなく捕まえていた、というわけだ。

「くそー、汚いぞ！」

「あら、なにかわたくしがしたかしら？　釣れないからって、逆恨みはやめてくださる　ホホホホホ！」

　勝利を確信したリオナの高笑いが癇かんに障さわった。しかし確かに反則ではない。モナカの厚みは反則だが、日除よけを上げさせたのは、一種の戦略の勝利、といったところだった。

「もうダメか……」

　馨一は絶望的な気持ちできっ子を見た。さっきから飽きることなく金魚を見つめている。まさかこのままリオナに連れて行いかれてしまうのか。

「きっ子、ごめん……」

「こらァ！　諦あきらめるのはまだ早いィ！」

　全員が振り向くと、そこには流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつが立っていた。

「先輩！　部長！」

「聞いたぞ市いちヶが谷や！　金魚すくいに苦戦しているらしいじゃないかァ！　情けないぞ、おまえはそれでも我々発明部の一員かァ！」

「まさか、金魚すくいに効果のある発明を？　先輩が!?」

「任せろ、市ヶ谷ァ！　これを見ろ！」

　流山が言い、九品仏がみかん箱大の機械を誇らしげに掲げた。

「それは、いったい？」

「ちょっと、あなたたち！　変な機械で反則をしようというのじゃないでしょうね。反則は即失格！　わたくしの勝ちになるのよ！」

　リオナがにらんだ。

「なァに、直接金魚に何かしなきゃ反則にはならないィ！　そこで、だ。魚を採るために必要なもの、と言えば！」

「言えば？」

「魚群探知機ィ！　この水中ソナーで、金魚の居場所はたちどころに判明ィ！　そこを一網打尽に！」

「……金魚は最初から水槽の中にいるのではないでしょうか」

　由ゆ佳か里りがちょっと申し訳なさそうに言った。一同、声を失った。

「のわー！　そうかァ、探知しなくてもよかったのかァ！」

「あ、また破れちゃう……」

　ゆひの言葉が追い討ちをかける。すでに八枚のモナカが破れ、由佳里チームのモナカはすでに残り二枚だ。

「ホホホホ！　妙な機械もまったく効果なしね。そろそろギブアップしたらどう？」

「残り時間、あと五分でーす。リオナさまの勝ちはもう決まりよー！」

　めぐみが我がことのように喜ぶ。リオナはすでに十匹以上の金魚をすくい上げていた。

「どうすればいい……どうすれば……」

　馨けい一いちは焦って周りを見回した。そのとき、ある物が目に飛び込んできた。

「……！　そうか。これだ！」

　馨一は路地の向こうに開いている店に飛び込んだ。そしてそれをひっつかむと、

「すいません！　これ、貸してください。お礼はあとで……すいません！」

「お、おいおい兄ちゃん！」

　馨一は急いで戻ると、金魚の水槽にそれを掲げた。

「おい、市ヶ谷、そりゃァ、扇風機じゃないか。そんなもの、どうするんだ」

　そう。馨一が隣の店から強制的に拝借してきたのは扇風機だった。暑いので店に風を入れるために置いてあったのだろう。

　驚く流ながれ山やまたちを後しり目めに、馨けい一いちは扇風機のコンセントを差し、スイッチを入れる。

「金魚に直接触らなければ、反則にはならないんですよね！　ゆひちゃん、いいと言ったら金魚をすくって！」

「え、あ、はい！　市いちヶが谷やくん！」

　馨一は、みんなが見守る中、扇風機を逆さにして水面に近づけた。扇風機の風がうずまきの水流を作る。すると、金魚は水流にさからって泳ごうとし、結果的に動きが止まってしまうのだ。

「いまだ。ゆひちゃん！」

　馨一は扇風機を離した。風が止やみ、水流が収まる。が、一瞬金魚は止まったままだ。

「はい！」

　ゆひはモナカで金魚をサッとすくい上げた。縦横に元気良く動き回っているからすくいにくい。一点に止まっていれば、もろいモナカでもすくい上げるのは簡単だった。

「もう一度行くよ。それ！」

「はい、市ヶ谷くん！」

　馨一とゆひの連係プレーが続く。

「何をやっているの!?　あれは」

「魚の習性を利用して、すくいやすくしている。確かに反則ではないけれど」

　黎れいの言葉にリオナは眉まゆを尖つらせた。

「バカみたい。フン、今ごろがんばったってもう遅いわ。めぐみ！」

「はい、残りあと、二分ですー。リオナさまは十二匹。向こうはまだ五匹ですから」

「勝負、あったわね」

　リオナはモナカを投げ出すと、めぐみが広げる椅い子すにふんぞり返った。

「あ、ダメ！　もうモナカが……」

　ついに、ゆひの最後のモナカも破れてしまった。いくら金魚の動きを止めてすくいやすくしても、けっきょくはモナカですくうのだから水に触れればどんどんもろくなる。六匹をすくったところで、限界がきた。

「だ、ダメか……！」

　馨一はがっくりと水槽に手をついた。

　これで、きっ子は生徒会に連れて行かれてしまう。けっきょく自分はきっ子を守ることもできないのか……。

「フフン、勝負、あったわね」

　勝利を確信してリオナが立ち上がろうとしたときだった。

「これ、つかっていいでありますかあ？」

　きっ子がモナカの破れたすくい網を持って馨一を見た。

「無駄だよ、そんな物、もう使い物にならな……きっ子!?」

　馨けい一いちが言い終わらないうちに、きっ子は水槽に向かった。

「あかいおさかな」

　シャッ！　すくい網が一いつ閃せんする。と、金魚が一匹、空中を舞ってゆひの持っている茶ちや碗わんに落ちた。

　ポチャン……。

「え？」

　ポチャン、ポチャン……！　ポチャポチャ、ポチャポチャポチャ!!

　次々金魚がすくい上げられていく。いや、すくい上げる、というふうではない。金魚が水中から飛魚のように跳ね上がって、ゆひの持つ茶碗にどんどん飛び込んでいくのだ。

「きっ子……！」

「す、すげェ、きっ子ちゃん……！」

「な、なんなの!?　いったいどうなっているの？　もう、向こうのモナカは全部ダメになったはずじゃ……」

　リオナまでが目を見張った。

　そのとおり、ゆひが最後のモナカまで破いてしまっている。しかしきっ子は、モナカのない、枠だけになったすくい網で、次々金魚をすくって……いや、水の中から叩たたき出しているのだ。枠の細い針金の部分だけを金魚に正確にヒットさせて、弾はじき出している。

「なに、あれ……。あんなのが許されてよくて？　どうなの!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「いちおう……与えられた網なら、反則にはならない……」

「時間だ！」

　馨けい一いちが時計を見た。

　競技終了である。

「結果は……数えなくてわかるよね。これじゃ」

　馨一の言うとおりだった。

　勝ったと決めてかかって途中でやめてしまったリオナの金魚は十二匹。対する由ゆ佳か里り、ゆひ、きっ子側は……。

「三十一匹！」

「やったァァァー!!」

「勝ったんですね！　すばらしいです、きっ子さん！」

「きっ子ちゃん、すごい、すごい！」

　喜びに沸く馨一たち。おさまらないのはリオナだったが、もとはと言えば自分から言い出した勝負。

「お、おぼえてなさい！　今日のところは大目に見てあげるけど、今度こそ容赦しなくてよ！　わたくしを怒らせるとどうなるか、あとで……ちょっと、聞きなさいよ！」

　典型的すぎる捨て台詞ぜりふを吐いて去ろうとするも、舞い上がった馨一たちはリオナの言葉を聞いてもいなかった。

「もう、本当に、知らないから！」

　怒りにワナワナと震えながら、リオナは子供のように言い捨てるときびすを返して一目散に歩み去る。その後を、めぐみや取り巻き連中ががあわてて追いかけた。

「リオナさま、気を落とさずにー……」

「めぐみ！　今日から華道部への見張りを強化するのよ！　どんなことでもいいわ。違反があったら報告なさい！　由佳里もきっ子も発明部も、まとめてつぶしてやるわ！」

　これでは、勝負に負けたらきっ子には手出しをしない、という約束などまったく守られていない。しかも、ついにきっ子にまで牙きばが向けられようとしていた。まさに、かわいさ余って憎さ千倍、である。

「ああっー！　くやしい!!　いじめてやる！　いじめてやるわ！」

　最後に正直な感想が出た。

　一方の馨一たちは、きっ子を胴上げせんばかりの勢いだ。

　興奮した九く品ほん仏ぶつが百九キロのきっ子を肩車していた。流ながれ山やまが感涙し、馨一もゆひも、手を取り合って喜びを噛かみしめた。

「へーか、いっぱいよろこんでいます。きっこもとてもうれしいであります」

　そんなみんなを、由佳里はちょっと後ろで見ていた。いつのまにか、傍かたわらに響織子きようこが立っていた。

「本当によかったです。ゆひもよくやりましたし、市いちヶが谷やさんのがんばりは素す晴ばらしかった。きっ子さんには驚かされましたね」

「おかげで、このカードを使わなくて済んだ、ということだな」

　響織子きようこが視線を振った先には、例の金魚すくい屋の主人がいた。どうやら少々痛いたい目に遭あったような御面相で、揉み手しながら響織子に愛想笑いをしている。競技スタート、の合図をしたあと見かけなかったと思ったら、響織子に捕まっていたらしい。

「リオナさんのモナカがどうも丈夫だ、ということは察しがついたのですけれど」

「すぐにあの男に関するデータをネットで九く品ほん仏ぶつ部長に揃そろえてもらって、揺さぶりをかけたら、あっさり白状したわ」

　由ゆ佳か里りはすでに手を打っていたのである。

　リオナが金魚すくい屋に圧力をかけて不正をはたらいていると見るや、響織子を使ってその逆を行い、不正の証拠を洗い出す。

「でも、みんなのがんばりで堂々と勝つことができました。それが私はいちばんうれしく思います」

「そうだな。あの子には本当に驚かされる」

「こうして力をあわせれば、きっとどんな困難も跳ね返せるような気がします。みんな、とてもいい人たちですもの。きっ子さんもとてもいい子」

　由佳里の目には、九品仏の肩車から飛び降りて、馨けい一いちの胸に飛び込むきっ子の姿が映っていた。



    

  
    
      


11　幼年期の、終わり



「ありゃあ、けっこうなもんだぞ市いちヶが谷や」

　太い声で言いながらタバコの煙を吐き出すのは校医の荒あら僚りよう冶じだ。無精ひげとぼさぼさ頭はいつもどおり。この男臭さがよいのか、女生徒の人気も高い。リオナの女尊男卑政策も、教職員にまでは及んでいなかった。

「何か、わかったんですか荒先生」

　馨一は放課後に保健室を訪ねてきていたのだ良次。馨一のまえに、僚冶が古ぼけた分厚い本を投げ出した。

「何です？」

「あの子、きっ子の取り扱い及び調整説明書、いわばマニュアルだな。地雷原の地下の、例の研究所跡に何度か行ってみてな、何かわからないかと捜してみたんだ。書類のようなものはあらかた焼却されちまったようだがな。これが残ってた」

「何て、書いてあるんです？」

　馨一はぱらぱらとマニュアルをめくった。カビと湿った腐敗の臭においがした。

「まあ、一言で言えばな。きっ子はそうとう危険だってことだ」

「危険!?」

「ん。順を追って説明するが、市ヶ谷、ブービートラップってわかるか？」

「ブービー……なんです？」

　いぶしがる馨けい一いちに、僚りよう冶じが続けた。

「はっきりしたことは謎なぞだがな。どうやらあの子、きっ子ちゃんてのは、本土決戦用に作られた特殊女性型兵器らしい。つまり上陸してきたアメリカ軍が日本の町や村を占領するだろ。そこに女性型のアンドロイドを潜入させる。アメリカ兵が手を出したら、ドカーン、自爆して道連れだ。かわいく作られてるのも、アメリカ兵が思わず襲いたくなるためさ」

「きっ子が、そんな目的で……」

「そのために、あの子の身体からだは隅々までちゃんと女に出来て……」

「やめてください！　そんなふうに言うのは……すいません、先生。せっかく調べていただいたのに」

　馨一の顔は、すっかり真っ青に変わっていた。アメリカ兵がきっ子を襲う、そんな場面を思わず想像してしまっていたのだ。そして、爆発……。

「気にするな。それより、説明はまだ終わってない。辛つらいだろうが最後まで聞くんだ」

「わ、わかりました……」

　僚冶の説明を要約するとこうなる。

　本土決戦用にと開発された特殊女性型兵器だったが、完成してみるとその攻撃力の高さに軍は驚いた。これならば自爆トラップとしてではなく、正面攻撃にも十分有効である。そのため、さらに改造を施された試作第一号機が、潜水艦で密ひそかに現在の夷い皇おう島じまへと送られた。前線で、実戦テストを行うためだ。

　ところがアメリカ軍はこの島を攻撃したものの、上陸、占領することはなかった。日本の敗戦とともに兵員が撤収されると、島の軍事施設は放棄され、忘れられてしまう。ただ一体、送られてきた試作アンドロイドも、研究所に安置されたまま置き去りにされた。

　言うまでもなく、この試作一号機が、きっ子だった。

「きっ子は物を食べないだろう。何で動いているかわかるか」

「……いいえ、何ですか」

「燃料電池だよ。半世紀以上も前に実用化していたとはな。恐れ入るぜ。構造図でもわかるだろう。体内に純水素のタンクを持ってる。これだけでも、もし爆発したら大変なことだ。それに、機関砲にロケット弾、荷電粒子砲まで内蔵されてる。兵器の塊だ」

「これは……」

　荒あらが指し示した図を見て、馨一は言葉を失った。きっ子の透視図。内臓のように図解された数々のメカの中には、僚冶が言った兵器の名前が連なっていた。

「戦車並みの戦闘力だ。第一線で戦う機能を持ってる。というより、そのものだな。アンドロイドの兵士だよ。女性型アンドロイドで、なおかつ戦闘アンドロイドってわけだ」

「きっ子が、戦闘アンドロイド……」

　馨けい一いちは呆ぼう然ぜんとした。

　きっ子の、ポーッとした顔が浮かぶ。身体に内蔵された武器を繰り出して、勇ましく戦う姿などとうてい想像できない。身体からだに内蔵された武器……。

「荒あら先生、じゃあきっ子の中には、いまでも、その機関銃とか、爆薬が……」

「入ってる、と考えていいだろうな。しかも半世紀以上も前のものだ。成分が劣化していないとも限らん。つまり、いつ爆発するかわからない、とも言える」

「まさか……」

　きっ子はどう見ても人間ではないか。それが、歩く火薬庫だなどと……。

　初めてきっ子が研究所の水槽から出て立ち上がったとき、捕獲しようとする風紀委員会の連中を不思議な光で弾はじき飛ばしたことがあった。あれがきっ子の戦闘力の一端なのだろうか。馨けい一いちが話すと、僚りよう冶じは頷うなずいた。

「そいつが荷電粒子砲っていうやつかもしれんな。おそらく、腕の一部から強力に帯電した粒子が放射されて、一気にエネルギーを放出する」

「で、でも！　生徒会の連中、腰は抜かしてたけど、誰だれもケガはしてないし」

「それはたぶん、自動判別モードがはたらいたんだろう。生徒たちはみんな日本人だ。日本語をしゃべってる。日本人に対しては手加減するように、プログラムされてるんだ」

「じゃあ、きっ子が本気を出してたら……」

「全員、皆殺しだったろうな」

　馨一は目の前が真っ暗になった。

　あのかわいいきっ子が、殺人兵器。

　考えられない。

　昨日まで、いや、今日だってついさっきまで、いっしょにいたではないか。ここにも、ついて来きたがった。馨一が、荒先生のところに用事があるから、と言うと、ようやく納得してゆひといっしょに帰っていった。たった数時間離れているだけなのに、見えなくなるまで振り返って手を振っていたきっ子。

　僚冶がまだ話しているが、馨一の頭には半分も入ってこなかった。

　どうすればいい？

　とにかく、一人になりたかった。

「先生、よくわかりました。……いえ、わかったような、気がします。それで、もう少し、時間をもらっていいですか。その、早く何とかしなきゃいけないことはわかっているんですけど、せめて、もう少し……」

「わかってる。ゆっくり考えてみろ。おれはここにいるからな。いつでも来い」

「ありがとう、ございます」

　幽霊のように血の気のうせた顔で出て行く馨一の肩を抱いて、僚冶は見送った。ドアを閉じると、僚冶はいつもは見せたことのない真剣なまなざしを、浮かべた。

「きっ子ちゃんか、まさかそんなものが埋まっているとはな、この島はやはりそうとうやばいみたいだぜ」

　ざりっ、と顎あごヒゲをなでる音がした。ざりざりざり……僚冶が真剣にものを考えているときの癖だ。

「おれの仕事がまた増えたかもしれないな。しかしほおってもおけん。市いちヶが谷やだけに任せておくわけにもいかないだろうな」

　くわえていたタバコをつかむと、そのまま火のついた部分を指で押し潰つぶした。



「きっ子ちゃーん、きっ子ちゃーん！　どこですかー。お返事してくださいー！」

　叫んでいるのはゆひだ。

「どこへ行っちゃったんだろう。困ったよお。きっ子ちゃん、きっ子ちゃーん！」

　ちょっと目を離した隙すきに、きっ子の姿が見えなくなってしまった。

「まさか、外に行っちゃったのかしら。市ヶ谷くんを追いかけて……ううん、まさか。靴はあったし、外へ出ればわかるはずよ」

　しかし汗をかきながら広い華道部御ご殿てんの隅々まで捜しても、どこにもきっ子はいない。

　今日はゆひがきっ子と勉強する番で、いっしょに学校から帰ってきた。おりしも、華道部の部外活動で、ゆひたち以外の部員はすべて、夷い皇おう島じま大学へ行っている。ゆひは留守番でもあったのだ。馨けい一いちは、荒あら先生のところへ寄ってくる、と学校で別れていた。

「はあ～。どうしよう。怒られちゃうよお」

　けっきょく最初の部屋へ戻って、ゆひはぺたんと座り込んでしまった。

　ここできっ子に、少し待っていて、と言い置いて離れてしまったのだ。昼間の化学の授業で薬品がかかって制服が汚れたので、それを着替えるためだった。

「着替えなんてあとですればよかった。帰ってくるなり見失っちゃうなんて。みんながいないのに。留守番失格だよ」

　じわっ、と涙が出てきた。

「どこ行っちゃったんだろう、きっ子ちゃん。やっぱり外に行ったんだ。この島の地理もよく知らないのに、迷子になっちゃうよ。帰ってこれなくなっちゃう。それに、生徒会の人に見つかったら、捕まっちゃうかもしれない。ひどい目に遭あうかもしれないよ。きっ子ちゃん……あたしのせいだ。あたしのせいなんだ」

　泣き出すと止まらなくなる。いつのまにか、ゆひの頬ほおを大粒の涙がぼろぼろとこぼれ落ちていた。しきりにしゃくりあげる。

「ひっ、ごめんなさい、きっ子ちゃん、ひっ、ひっ」

　ガサッ……。

　かすかに物音がした。ゆひは泣きながら物音がした方を見た。

「……にゃ」

　襖ふすまが開いて、押入れからきっ子が出てくるところだった。

「きっ子ちゃん！」

　四つんばいのまま這はい寄るきっ子を、ゆひが駆け寄って抱きとめた。

「どこにいたのー？　押入れの中に隠れてたの？　もー、心配したんだからー！　も―――――！」

　ゆひは怒りながら、笑っている。もう涙は止まっていた。

　ペロ……。

　ゆひの頬ほおに残っていた涙を、きっ子がなめた。

「え？」

　ペロペロペロ……。

「あは、きっ子ちゃん、いいよ、もう。あはは、くすぐったい。あは、わかった、わかりました。あはは、もういいから！」

　ゆひはようやくきっ子を顔から離した。

「なんで顔なめるのー？」

「めからでてるみず、おいしそうでした」

「そう。涙、って言うんだよ」

「なみだ。もっとなめたいです」

「えへへ。もう涙は出ないの。きっ子ちゃんが見つかったから」

「そうでありますか」

「何だあ。きっ子ちゃん、もう、心配させないで。急にいなくなっちゃダメよ」

　きっ子は表情を変えることなく、ゆひの顔をじっと見ている。見返していたゆひはなんだかおかしくなって笑い出した。

　どうやらきっ子は、一人になると、だだっ広い広間にいるのが不安になったらしい。それで押入れの襖ふすまを開けて、中に入ってしまったのだ。本物のネコもよく押入れや狭いところに入ってしまうが、きっ子は自分で襖を開け閉めできるから、余計見つからなくなってしまったというわけである。

「ねえ、きっ子ちゃん」

　ゆひはきっ子から身体からだを離した。

「きっ子ちゃんは、市いちヶが谷やくんのことが好きなんだよね？」

「いちがや……へーか、すき」

　即座にそう答えるきっ子に、ゆひは驚く。

「ふうーん、すごいな、きっ子ちゃんは。そんなふうにはっきり、好きな人のことを好き、って言い切れるんだもの……。ね、なんで市ヶ谷くんが好きなの？　どういうところが好き？」

「……」

「あ、ちょっと難しかったかな」

「わからないです。へーか、すき。りゆう、ないです。ずっとすき。きらい、ないです。へーか、きっこがまもるです。へーか、いじめる、ゆるさないです」

　ゆひは感心したようにきっ子を見た。

「そうかあ。きっ子ちゃんは恋する乙女なのね。いいな。すごくいいことよ。女の子は、恋をするとずっときれいになれるんだって。きっ子ちゃんも、きっともっときれいになるね。よし、わかったわ。ゆひもきっ子ちゃんの恋に協力する」

「きょうりょく」

「協力。市いちヶが谷やくんて、なんだか優柔不断そうだもの。もっとはっきりするように仕向けるとか。でもがんばってね。きっ子ちゃんの恋がかなうように祈ってる。ゆひもがんばるから。いっしょにがんばろう！」

　ゆひはきっ子の両手を包むように握って、力を込めた。

「きっこ、がんばるです。ゆひもがんばるです。ゆひもすきなひと、いるでありますか？」

　きっ子に聞き返されて、ゆひは急に赤くなった。

「え？　それは……いないことは、ないけど」

「だれでありますか？」

「そんなこと……恥ずかしくて言えない」

「きみつ、でありますか」

「うん……でも、きっ子ちゃんの好きな人だけ知っていて、ゆひの好きな人は秘密、ってずるいよね。わかったわ。でも絶対に言わないでね。市ヶ谷くんにも、秘密よ」

「きみつ」

「そう。機密よ。あのね……」

　ゆひはきっ子の耳に口を当ててささやいた。

「……」

「やだ、きっ子ちゃん、黙らないで。よけい恥ずかしくなっちゃう！」

　ゆひが真っ赤になってきっ子を叩たたくまねをした。

「きみつであります。くちにだしていえないであります」

「そうか。きっ子ちゃんなら安心だね。ねえ、きっ子ちゃん、市ヶ谷くんにこんなことしてあげたらどうかなあ……」



　華道部御ご殿てんへ帰る気になれずに、馨けい一いちはぶらぶらと街へ出ていた。

　そう。この夷い皇おう島じまには街がある。校舎や学生寮だけで機能としては十分なのだが、空き地に家が建つようにポツポツと、いつのまにか多くの店ができて、それが街になった。

　ことの始めは、学生生活に必要なものを売る購買部である。学生たちは、年齢に応じて毎月決まった額のチケットを支給される。つまりはお小遣いだ。朝昼晩の食事をまかない、学園生活をひととおり過不足なく送れる程度の額の金券。しかしそれで満足しないのが人間のサガである。

　決して多いとは言えないお小遣いを増やそうとする学生が出てきてもおかしくない。

　まずは賭かけ事ごとが、次にはサービス業が始まった。

　最初のうちは、メッセンジャーや荷物の配達代行などで手数料を稼いでいたのが、だんだん、店を構えて喫茶店を始める、妙なパソコンソフトを自作して販売する、さらにはキャラクターグッズをコピーしたり自作のパチモンを売る、などなど。なにしろ五十年以上の歴史が積み重なると、とんでもないアンダーグラウンドなものまで学生たちの商売は広がっていき、すっかり街が形成されてしまっていたのである。中には、商売のほうが楽しくて授業にも出ず、ドロップアウトしてしまう学生も多い、という。

「ふう」

　まるで東南アジアの市場を思わせる雑然と活気にあふれる街を歩きながら、馨けい一いちはついため息をついた。

「ぼくはなんて物を見つけてしまったんだろう」

　生徒会は諦あきらめないだろう。学校生活を続けていれば、いずれきっ子の秘密も漏もれる。遅かれ早かれもっと強硬な手段を使ってくるに違いない。

「華道部の由ゆ佳か里りさんたちにも迷惑はかけられないし、どうすればいいんだよ。だいたい、今はいいけど、故障でもしたら……」

　ゾッとした。

　もしきっ子が狂って暴走したら……。そうでなくても、古い不発弾みたいに、なにかのショックで内蔵されている火薬や武器が爆発するかもしれない。

「そうなったら、大変なことになる。ぼくならともかく、由佳里さんや、ゆひちゃんや響織子きようこさんや、華道部の人たちにケガでもさせたら……ケガどころか、もし……」

　取り返しのつかないことになってしまったら……。

　馨一は恐怖した。

　自分のせいで、人が死んだりしたら……。

　そんな責任は取りたくない！　そもそも誰だれにも人の死の責任など取れはしない。

「なら、どうすりゃいいんだよ！」

　考えすぎて思考が一巡すると、今度は腹立たしくもなってくる。

　元をただせば、馨一があんな研究所跡に落ちなければ、こんなことにはならなかった。いや、流ながれ山やまが地雷を誤爆させなければ、さらに言えば、生徒会が文科系クラブに地雷原掃討の強制奉仕などさせなければ……！

「いや、違う違う。あの場所に、あいつが……きっ子が埋まっていなければ……」

　考えが行き着くところは、きっ子がいなければ、となる。

「きっ子がいなかったら……」

　きっ子がいなかったら。この想像に、馨一はドキッとした。胸がしめつけられるような感覚に一瞬襲われた。

『へーか、すき』

　きっ子の声が蘇よみがえった。

　つぶやくような声。ちょっとだけ金属的な、高いけれどささやくような声だ。

『へーか……』

「へーか、じゃないよ、まったく。しようがないよなあ」

　つい苦く笑しようが浮かぶ。

　きっ子が来きてまだ一月ほどしか経たっていないのに、もう、いなくなったら、ということを考えるのが怖くなっている。しかし、きっ子がいることで起こること、起こるかもしれないことはもっと恐ろしい。

「どうすればいいんだよ、ぼくは。どうすればさ！」

　こんな葛かつ藤とうは初めてだった。

　いつでも、中庸をむねとして無難にやってきた。

　幼いころから出来のいい子供だった。

　体育はダメだったが、勉強はできたから、がんばって成績を上げた。すると両親からも教師からもほめられた。友人たちも一目置くようになった。そうなるとうれしくて、鼻高々で、また勉強に打ち込める。

　そのうち、日本一のエリート校、夷い皇おう島じま学園に入学することができた。中等部から入学というのは最後の入学コースに当たったが、それでも周りにそんな子供はいなかった。

　ところが苦心して入学した夷皇島学園では、一転して馨けい一いちはまったく目立たない存在になってしまった。さすがに超エリート校だけあって、学力レベルは並大抵のものではない。県レベルで十位以内という程度では、ずっと下に埋もれてしまうのだ。授業についていくのもやっとだった。

　しかも学園の中には別の明確なヒエラルキーがあった。

　入学するのが早いほど偉い。中等部入学よりも初等部入学が、それよりも幼稚部から入学してエスカレーター式に進学している者が、エリートとして幅を効きかせていた。リオナたち生徒会の連中がそれで、学園の十パーセントにも満たない幼稚部出身の生徒を集めて結束を誇っていた。中等部からの入学組は、半数以上の人口がありながらも、階層的にはもっとも下層、とみなされるのだ。

　それでも馨一は、よかった。

　夷皇島学園にさえいれば、他ほかの高校よりは確実に羨せん望ぼう視される。中の事情はどうあれ、外から見れば馨一はエリートなのだ。たまに帰省すれば、誰だれからも羨うらやまれる。もっとも、最近では帰省自体、面倒でしなくなってしまったが。

　唯一の取り柄である勉強がダメになると、しかし馨一には逆説的なゆとりが生じた。どうせ周りは頭のいい生徒ばかりなのだ。少しくらい勉強しても無駄である。また、成績に関係なく、特権を持っている幼稚部や初等部出身の連中もいる。どちらも、馨一にはなれない、無理な相談だった。だったら諦あきらめよう。

　それからは、これまで勉強のせいでできなかった模型や機械いじりに没頭して、発明部では楽しくやっている。昔の馨一なら、それを落ちこぼれの傷のなめあいと言っただろう。

　逆らわない。流されるままに過ごす。都合の悪いことが起こっても、抵抗するなんてことはしない。諦めてしまえば、すぐ楽になれる。

　つまり馨一は、自分で重大な判断をすることをずっと避けてきたのだった。

　夷い皇おう島じま学園に入学してから……ひょっとするとそれまでも、やってきたのは勉強して成績を上げることだけ、行儀をよくして内申書の評価を上げることだけ。それだけだって大変だったのだが。

　だから今度のような、人の命にかかわるような判断を求められると、逃げ出したくなる。ジットリと汗が吹き出してくる。イライラして、何もかも投げ出したくなる。そうでなければ、判断を保留して別のことに逃避したくなった。実際、今まではずっとそうしてきたのだ。

「はぁ～……」

　馨けい一いちはその場に立ちすくんだ。電柱に寄りかかる。多くの学生でにぎわう街で、馨一はポツリと孤独だった。へたりこみたくなる。由ゆ佳か里りに相談してみようか。いや、どうせなら怜れい悧りな響織子きようこに……。流ながれ山やまか九く品ほん仏ぶつに聞いてみようか。

「ダメだ、ダメだよ」

　おそらく、みんなはなんとかしてきっ子をかばおうとするだろう。誰だれもがきっ子のために手を尽くそうとする。しかしそれではダメなのだ。

　きっ子を安全で無害にするためには、内蔵された武器や爆薬を取り除くしかない。そのためにはきっ子を分解しなくてはならないだろう。

「分解する……きっ子を分解して……」

　そこから先は、馨一も想像できなかった。恐ろしくて、想像したくない。

　きっ子を分解して再び組み立てることなど、誰にもできない。世界の、サイバネティクスの専門家を呼んでみたら……！

　そんなことは頭で考えるだけで、実際には不可能なことくらい馨一にもすぐわかる。

　それに、きっ子の中の危険物を取り除いても、もし万が一、きっ子自体がいつ暴走するか、故障したり狂ってしまうか。その可能性はどこまでも否定できない。

　ネコや小動物ならともかく、本気を出せば敵の一個中隊を一瞬で全滅させる戦闘力をきっ子は持っているのだ。

「どうすることも、できないよ。どうすることも……」

　何時間、うろついていたのだろうか。露店の脇わきの、木箱に馨一は座り込んでいた。

　気がつくと、もう南国の陽が海面に沈んでいこうとしていた。



「よー、市いちヶが谷やァ、遅かったじゃないか！　みんな待ってたんだぞ！」

「流山先輩……それに九品仏部長も、由佳里さんもみんなも……きっ子……！」

　馨一が華道部御ご殿てんの倉庫、つまり発明部の部室に戻ると、張り紙があった。全員、華道部の食堂にいる、と。

　急いで来きてみたら、いま言った全員がエプロンをつけて料理の真っ最中だった。そういえば、もうとうに夕食の時間を回っている。漂ういいにおいをかいだら、馨一も急に空腹を感じた。

「それにしてもいいところに来きたなァ。ジャストタイミングだよ、市いちヶが谷や。ちょうど、完成だァ！」

「市ヶ谷くん、お帰りなさい。ほら、きっ子ちゃんも」

「へーか、おかえりなさいであります」

　きっ子の顔を見て、馨けい一いちはギクッ、とした。僚りよう冶じの言葉が蘇よみがえってくる。

　ブービートラップ。特殊女性型兵器。

　戦闘アンドロイド……。

「……なの。あれ？　市ヶ谷くん、聞いてる？」

「あ、いや、ごめん」

「もー、なにをボーッ、としているの？　今日の晩御飯、きっ子ちゃんが作ったのよ」

「え？　きっ子が？」

「そうですよ、市ヶ谷さん。青椒肉絲チンジヤオロースも、フルーツトマトのカッペリーニも、ヤムウンセンも、スズキのグリエ、バターソースも、大根と里芋の煮物も。デザートは無花果いちじくのコンポート。みんなきっ子さんが作ったんです」

「本当かい？　きっ子」

「きっこ、みんなときょうりょくして、りょうりつくりましたであります」

「じつはね、きっ子ちゃんと私で、市ヶ谷くんの夕食を作ろうとしてたの。でも、そうするうちに、みんなの分も作っちゃおう、っていうことになって、由ゆ佳か里りさんも流ながれ山やまさんも響織子きようこさんも九く品ほん仏ぶつ部長も手伝ってくれて、大仕事になっちゃったの」

　ゆひが説明する。背後で九品仏が両腕に力コブを作ってガッツポーズを見せた。

「は、ははは。そうか。そうだったんですね。すごい。すごいよきっ子！　がんばったね。それにしても……」

「見事に和洋中華折せつ衷ちゆう、だな」

　響織子がポツリと言った。しかしまんざらでもないらしい。

「ね、温かいうちに、食べよ！」

「そうです。いただきましょう」

「食うぞォ！　市ヶ谷！」

　その夜は、華道部の他ほかの女子も含め、二十人ほどの大宴会となった。

　流山と九品仏秘蔵の酒までが登場してふるまわれたから、宴会の盛り上がりにはさらに加速度がついた。ほんの少しなら、ということで由佳里も黙認してくれたのである。

　いつ果てるともしれない宴会が終わったのは、日付が翌日に変わるころになっていた。

　料理作りに参加できなかった馨一が二十人分の皿を洗ってへとへとになり、発明部の部室へ戻ると、すでに流山と九品仏は大イビキをかいて完全に酔いつぶれていた。

　一人、きっ子だけが馨一を待っていた。

「へーか、おかえりなさいです」

「ただいま、きっ子。あれ？　何してたんだ。宿題でもやってたのかい。一人でも勉強するなんて、きっ子は偉いな」

　机に向かっていたきっ子は、馨けい一いちのほうに降りてきた。

「えへ。おさらあらうの、きっこ、てつだいましたのに」

「いいんだよ、きっ子は料理を作ったんだもんね。おいしかったよ、料理。どれも全部おいしかった」

「ほんとうでありますか？　またつくるです。へーかよろこぶの、きっことてもうれしいであります」

「うん。またね。ゆひちゃんにもお礼を言っておくんだよ。最初に言い出して、手伝ってくれたんだろう」

「はいです。ゆひ、きっこ、ともだち」

「そうか。ゆひちゃんときっ子は友達なんだね。すごくいいことだよ」

「ゆかりも、ともだち。きょうこ、ながれやまこういちろう、くほんぶつぶちょう」

「きっ子は人気者だなー。ははは、ふぁ～あ！　ちょっと疲れたよ」

　馨一の口から大きなアクビが出た。少しだが流ながれ山やま秘蔵の酒を飲んでしまったのも、眠気を後押ししている。

　馨一は床に腰を下ろすと、二段ベッドの脇にもたれた。そうするうちにも二度三度とアクビが襲う。ちょっとだけ、と思って目を閉じると、あっという間に睡魔にとりこまれてしまった。

　………………。

「……は……」

　不意に馨一は目を覚ました。

　窓から涼しい夜の風が吹き込んでいる。壁の時計を見ると、深夜の三時を回っていた。相変わらず、流山と九く品ほん仏ぶつのイビキが聞こえる。

「やば！　寝ちゃったのか」

　馨一は身体からだを起こそうとして、わき腹が重いのに気がついた。

「ん？」

　見ると、馨一の身体にぴったりときっ子が寄り添っている。眠っているのか、目を閉じて動かない。

「何だ。きっ子も寝ちゃったのか」

　馨一はきっ子の顔をながめた。髪をクシャッ、とかき回すようになでる。

　月明かりが真っ暗な部屋の中へ射さし込んで、きっ子の顔を、青白く映し出していた。

　安心しきったような寝顔。

　馨一を見上げるように、無防備な寝顔を向けている。唇くちびるがかすかに開いていた。

「きっ子、起きて。ちゃんとベッドで寝るよ、ほら」

　きっ子を揺り起こそうとして、馨一はハッとした。重い……。百九キロの体重。まぎれもない、きっ子はアンドロイドなのだ。

　馨けい一いちの背中に、冷たい汗が走った。

　別れ際、半分無意識で聞いていた僚りよう冶じの言葉が蘇よみがえった。

『いいか。おれの調べたところだと、きっ子は首の裏側、人間で言うところの頚けい椎ついから延えん髄ずいに至るあたりのところが弱点だ。そこだけは装甲されてない。刃物か、棒のようなもので思い切り突けば、たぶん中枢部分の一部を破壊できるだろうな。一瞬で、きっ子は機能を停止する』

「一瞬で……停止。機能を、停止……」

　馨一は周りを目で探した。傍かたわらの机の上に金属製のハサミがあった。手を伸ばして、指に触れる。引っ掻かくようにして引き寄せ、つかんだ。

　それからきっ子の首に触れた。細い。何だかこのまま力を込めれば、それだけで折れてしまいそうだった。

　何度もきっ子の首筋をなでて、馨一は首の裏の、その部分を確かめた。人間で言えば、首の骨が頭ず蓋がい骨こつに埋まっていくあたり。確かにやわらかい。

「きっ子……このまま……」

　このまま、ハサミをこの部分に衝き立てれば、きっ子は目覚めることもなく機能を停止するだろうか。

　苦しまず、夢を見るように、幸せな気持ちのままで、きっ子は壊れて止まり、そのまま二度と動かなくなる。

「やるなら……今なんじゃないのか。このまま、きっ子といつまでもいっしょにいられるわけがないよ。いつか絶対、きっ子の危険性が知られるときがくる。そうしたら、みんなはきっ子をきっと嫌いになる。嫌われて、きっ子を壊せってみんなが言うようになったら……。きっ子がかわいそうだよ。そうなるまえに。みんながきっ子のことを好きでいてくれるうちに……楽しい思い出の中にきっ子がいるうちに……ぼくが……この手で……！」

　身体からだをずらして、きっ子の身体の下に半分潜り込むような形になった。きっ子の首の裏側がよく見えるようになる。あとは馨一が、右手に持ったハサミの切っ先を、きっ子のその部分に突き刺すだけでいい。

「きっ子、ごめん……でも、これがいちばんいいんだ」

　ハサミの先を、首の裏側に押し当てた。硬い刃先が、きっ子の皮膚に少し食い込む感触がある。皮膚……フォームラバー改良の人工皮膚じゃないか。

「や、やるんだ。ぼくが……誰だれでもない、ぼくがやれば、きっ子は抵抗しない……ぼくが、ぼくが……きっ子を、壊せば……！」

　位置はわかった。あとはハサミを振りかぶって、勢いをつけて突き刺すか。それともこのまま力を込めて、押し込むか。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……きっ子、許して、くれ、よ」

　さあ、力を込めろ。さあ、力を出せ、さあ、力いっぱい……。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、あぁ、あぁ、あぁぁ、あぁぁぁ……」

　馨けい一いちは硬く目をつぶって、きっ子の首筋に押し当てたハサミを握り締めていた。

　いま。この瞬間。この一瞬。不意に訪れる。瞬間瞬間が。終わってみれば、あのときだった、と思う瞬間が。今なのか！

「うううううぅぅぅ……！」

「へーか。おきたでありますか」

「……あああ、きっ子！」

　馨一が目を開けると、きっ子がパッチリとした黒目で見上げていた。

　馨一の握ったハサミは、きっ子の首筋の裏に押し当てられたままだ。馨一はいつでもきっ子を壊すことができる。それなのに、きっ子は少しも抗あらがうことをしない。ただまっすぐな瞳ひとみで見つめてくる。いま、この瞬間にでも、馨一が力を込めたら……。

「へーか、あついでありますか？」

「え、いや……あ」

　気づくと、馨一の顔も身体からだも汗で濡ぬれていた。冷たい汗が、頬ほおを流れ落ちる。きっ子が不意に身体を持ち上げた。

「へーか……」

　きっ子の顔が近づいてくる。きっ子の大きな目で、馨一の視界がいっぱいになった。鼻の頭どうしが触れ合った。

「きっ子？　……なに、を……あ」

　ペロ……。

　きっ子の舌が、馨一の頬をなめ上げた。

　ペロペロペロ……。

　そのまま、なめ続ける。馨一の頬、鼻、額と言わず、きっ子の舌がなめ回す。

「わ、わぁ、もういいよ、きっ子、こら」

「あせ、おいしそうでした」

「汗が？　ははは、おかしなやつだなあ。そういえば、あんなおいしい料理を作っても、きっ子は食べられないじゃないか」

「へーかがおいしい、おもってくれればいいです。きっこ、おいしい、わからないです。でもあせ、おいしそうにみえたです」

「あは、そうか」

　食事する機能はないものの、ネコの本能で何か口にしたい、と思うのか。

　きっ子はずっと馨一を見つめ続けている。馨一は、まだハサミを握り締めたままだったことに気づいた。

「ダメだ。そんなこと、できないよ……」

　つぶやくと、馨一はハサミをそっと避よけた。

　きっ子は気づいていないのだろうか。そんなわけはない。それがどんな意味かはわからないかもしれないが、自分の急所にハサミの切っ先が押し当てられていることをわからないはずはない。

　それなのに、きっ子は抵抗どころか、馨けい一いちを問いただすこともしない。馨一を信じて、疑うことを知らないその瞳ひとみを見ていると、馨一は胸が苦しくなった。

「きっ子」

「はい、であります」

「いいかい。絶対に、武器を使っちゃいけないよ。どんなときでも、絶対に人を傷つけちゃいけないんだ」

「ぶき……きっこはへーか、まもりたいです」

「わかってる。でも、ぼくは大丈夫だよ。この島は安全なんだ。だからきっ子も安心して、二度と武器を使っちゃダメだ」

「あんぜん。きっこは、へーかをまもらなくていいでありますか？　へーかはきっこをいらないでありますか？　へーかがいらないと、きっこは……」

「バカだな。そんなことあるわけないじゃないか。きっ子はなにもしなくたって、ぼくに必要だよ。きっ子は……きっ子は、ぼくの……」

　ぼくの……、何なのだ？　きっ子は馨一の何なのだ？

「……友達、だよ。いや、妹、みたいなものかな」

「ともだち……いもうと」

「そうだよ。きっ子はみんなと友達だろう？」

「ゆかりもきょうこも、ゆひも友達。ながれやまこういちろう、くほんぶつぶちょう」

「そうだよ。みんな友だちさ。それに、みんながきっ子のことを妹みたいに思ってる」

　馨一がそう言うと、きっ子が黙った。ふと、目を逸そらす。

「さぁ、きっ子、もう遅いよ、ちゃんと寝ないと……」

「へーか、すき……」

　きっ子は恵一の胸に顔をうずめていた。

「きっ子……」

　馨一は、たったいままできっ子を壊そうとしていたことも忘れて、その肩を抱いた。頭を、髪をなでた。

「これでいいのか。これでいいんだろうか。ぼくは……きっ子は……」

　馨一はきっ子を抱きながら、窓の外の月を見やった。



    

  
    
      


12　人形のつかい



「アンドロイド？」

「そうですー。人間型ロボットとか、人造人間とかいう、アレで……」

「バカ！　言うにこと欠いて何を言い出すの。二十一世紀の今でさえ、自分で考えて言葉をしゃべるロボットなんて、一つも完成してないのよ。それが、何？　戦争中に作られたアンドロイドですって？　アホくさ……じゃない、信じられるわけがなくてよ！」

　おなじみ、迎げい賓ひん館執務室のリオナとめぐみの会話である。

「それがー、荒あら先生の保健室をずっと見張っていたところから得られた情報で、かなり確実かと思われるんです。保健室には、あの女のレントゲン写真まであって。やっぱり、その、最初に見つかった、例の怪しい研究所が証拠じゃないかとー」

「じゃあなに？　きっ子ちゃんは本当にアンドロイドだって言うの？　信じられない！　黎れい、どう思うって？」

「確かに、信じられない。でもそれなら、確かめてみては、リオナ。あの子を捕ほ獲かくして身しん体たい検査でもしてみれば……」

「いいわ！　それ、採用よ！　人間じゃないなら、物と同じ。捕まえてしまえば、ペットだろうが奴隷だろうが、わたくしの勝手というわけね！　すばらしいわ！　ペットがアンドロイドだなんて、世界でわたくしだけね！」

「リオナさま、ではさっそくー」

「リオナ、このこと、興味があるので、私が動いてみてもいい？」

　めぐみを無視して進言したのは黎だ。

「黎、あなたが？　まあ、いいわ。たまには外へ出て、好きなようにやってごらんなさい」

「リオナさまー、あたしはー」

「ありがとう。リオナ」

「リオナさまー、あたしー……」

「めぐみは、その研究所とやらを確保なさい！」

「はいー！」



　南太平洋の照りかえるような海を、白い航跡を残して進む一隻の船があった。

　船体に描かれた標識を見ると漁船のようである。しかし千総トン程度と、漁船にしては大きい。甲板上に二基の大型クレーンが設けられていた。

「どうだミック、例の島は」

　ブリッジで舵かじを取るのは、大柄なブルネットの男だった。日焼けした二の腕にパイソンのタトゥーが彫られている。

「ビルか。明日には上陸できるぞ。みんなに用意をさせておけ」

　ミックと呼ばれるその男は、ビルからコーヒーを受け取ると一口飲んだ。

「しかし本当なのか。そんな島に、例の、重要なものが……」

「お宝か。心配するな。旧日本軍が要塞化していた島だからな。下したっ端ぱ連中は敗戦で引き上げたが、何人かの幹部はその後行方不明だ。これで合点がいくだろう」

「自決したのか。それともお宝をパクッて姿をくらませたのか」

「後者の線はうすい。誰だれにも見つからずにお宝をかかえて島を脱出する、なんてのは不可能に近いからな。それに、外国へ逃げたとしてもその後の足取りがまったく不明なのも納得がいかない。やつらなりのプライドもあったろうしな。とすると」

「下したっ端ぱにはわからない、お宝が手付かずのまま残されている……」

「そうあってほしいもんだなー」

　ぶらり、と上がってきた長髪の男が言った。

「なんだキースか、チャーリーとブライアンはどうした」

「まだ寝てるぜ。なあに、どうせ敵らしい敵もいねえんだろ。昼寝しながら戦争ができるってもんだぜ」

「おいおい、戦争じゃない。俺おれたちはフィッシャーマンだ。フィッシャーマンに偽装した、海賊なんだからなあ」

「はいはい、わかってるって」

　キースは腰の銃を抜くとマガジンを外し、スライドを引いて薬室の中が空なのを確かめた。再びマガジンをカチンと入れ戻す。ストッパーを指で押すと、バシャッとスライドが戻った。

「こいつの出番もナシか。まあ、しかたがねえな」

　くわえていたタバコを、窓から海へと吹き飛ばした。



「おう、もう服を着てもいいぞ」

「はい、であります」

　保健室。僚りよう冶じにきっ子を診せるために、馨けい一いちが連れてきたのだ。ついたての向こうで制服を着ているきっ子をそのままに、僚冶が先に出てきた。

「どうでした、先生」

「うん。とくにおかしいところはないみたいだが、なにしろ人間を診断するのと違うからな。聴診器を当てても心音もない。けっきょく、こいつに書いてあることしかわからない、てのが正直なとこだ」

　僚冶がかざしたのは、例のきっ子のマニュアルである。

「でも、その、アンドロイドも眠ったりするんですか？　きっ子は夜は寝てるし、確かに物は食べないけれど、呼吸もしているし」

「そいつはこのへんに書いてあるな。“〝空気の吸入と排出は、内部機器の冷却のため、加えて燃料電池の発電によって水素と結びついた酸素が、ＨＯ、つまり水になるため、吸入した空気に混合して排出する”〟。“〝睡眠はとらなくても直接問題はないが、組織体系の再点検と再構築を少なくとも数日の割合で行ったほうが効率よく稼動できるため、機器の稼働率を最小にまで低下させ、その間に記憶媒体の最適化を行う。これが一般的には睡眠と同様に見えるが、緊急事態には二秒で通常の出力に戻ることができる”〟だとよ」

「はぁ、ちゃんと機能的な理由があるんですね」

　馨けい一いちはがっかりしたように言った。きっ子の人間的に見える部分も、メカとしての意味があったのだとは。

　そうする間にも、きっ子が制服を着終わって出てきた。

「へーか！」

「こらこら、きっ子、またリボン、曲がってるだろう。女のコなんだから、もっと身だしなみに気を使わなきゃダメだよ。ソックスも折れ曲がってる」

「はいです。ごめんなさいであります」

「じゃあ、行こうか」

「はい、へーか」

「市いちヶが谷や。これからどうするつもりだ」

　僚りよう冶じがタバコに火をつけながら、聞く。

「どう、するって……」

　馨一は昨晩のことを言おうか、と迷った。

「もう少し、時間をもらえませんか。時間が過ぎるほど、危険なことは、わかっています。でも、どうしても、その……きっ子が、そんなふうに危ないアンドロイドだって、思えなくて」

「わかるよ。わかってる」

　僚冶はポンポン、と馨一の肩を叩たたいた。

「じゃあ、ぼくは、これで。きっ子、お礼を言って」

「ありがとうございました、であります」

「またな、きっ子ちゃん」

　きっ子が部屋を出て、馨一が出ようとしたときだった。僚冶は馨一の腕を取ると、小声で言った。

「市ヶ谷、もしおまえがどうしてもできない、ていうなら、俺おれが代わりにやってもいい。そのときは、ここへ連れてこい」

「あ、はい。……ありがとう、ございます」

　馨一は会釈をしたが、内心は礼を言う気持ちにとはほど遠かった。僚冶は、好意で言ってくれているのだ。それはわかっている。馨一にできないことを、馨一が優柔不断で手を下せないことを代わりにやってくれようと、嫌なことを肩代わりしようとしてくれている。

「へーかは、あらせんせい、すきでありますか？」

　外靴に履き替えて校庭に出るころ、きっ子が馨一に聞いてきた。

「え？　好きかって？　うーん、嫌いになる理由はないものなあ。きっ子は好きなの？」

「すきでありますー」

「へえ、珍しいな。きっ子が他ほかの人をそんなふうに言うなんて。やっぱり荒あら先生も友だちなの？」

「ともだち、ちょっとちがうです。でもすきであります。でもへーかはもっとすきでありますー」

「ははは、サンキュ。……あれ？」

　馨けい一いちは校庭の先に、ゆひの姿を見つけた。

「あ、ゆひちゃん！　ゆひちゃーん！　きっ子、ちょっとここで待っていて」

「はい、であります」

「遅くなるようなら、御ご殿てんへ帰るんだぞ」

　言い残して、馨一はゆひの元へ走った。ところが、すぐに追いつく、と思ったのが、物陰に入ったゆひを見落として、捜すのにずいぶん時間がかかってしまった。

「ゆひちゃん！」

「？　市いちヶが谷やくん。どうしたの？　息を切らして」

「いや、見かけたから追いかけてきたんだけど、あの、ちょっと、話できるかな」

「いいですよ。でも、きっ子ちゃんは？」

「うん、先に帰らせたよ。どこかへ行くの？」

　馨一はゆひの荷物を見て尋たずねた。鞄かばんのほかに、風呂敷で包んだ重そうな荷物が一つ。

「この花器を、大学の華道部へ届けないといけないの。その後だったら、いいんだけれど」

「じゃあ、手伝うよ。ぼくが持つから」

「あ、いいのに。ありがとう。重いでしょう」

「大丈夫だよ。行こう」

　夷い皇おう島じま学園大学までは、高等部の校舎から歩いて二十分以上の距離だ。重い花器をゆひ一人に運ばせるわけにはいかない。

　馨一は花器を持ちながら、ゆひに並んで歩いた。ゆひに相談してみようと思ったのだ。ゆひはきっ子がいちばんなついている友達のはず。それに、馨一も話しやすい。

　大学までの道々は、とりとめのないことを話した。

　そういえば、ゆひとこんなふうにいろんな話をしたことはなかった。それまでは、同級生のゆひのことを意識しつつも、話すきっかけも話題もなかったし、きっ子が来きてからは、ずっときっ子が側そばにいたので、二人きりになるようなことはほとんどなかったのだ。

「うふふ、あはは！　市ヶ谷くんって、本当はすごくおもしろいのね。いつも、流ながれ山やま先輩とか、見るからにおもしろい人がいるから目立たないけど」

「流山先輩がいると、ぼくはどうしても止め役になっちゃって。でもゆひちゃんも、ずいぶん笑うんだね。もっと大人しいのかと思ってた。あ、悪い意味じゃ、ないんだけど」

「市ヶ谷くんの話がおもしろくて、ちょっと笑いすぎちゃった。あれ……雨、かな」

　ポツポツ……大粒の雨が落ちてきた。たちまち地面を濡ぬらしていく。

「雨だ。うわ、すごい、降ってきた！」

　夕立、というより、亜熱帯特有のスコールだった。突然空が真っ暗になり、叩たたきつけるような雨が降ってくる。

「きゃあああ！」

「うわー！」

　運悪く、あぜ道のような一本道だった。周りには何もない。馨けい一いちとゆひは雨に打たれながら走った。最後には、馨一がゆひの手を引いて走った。

　ようやく屋根のある小屋のようなところを見つけて飛び込んだ。三方を木の壁で囲って屋根をつけた、田舎のバス停のような小さな小屋。どうやら、大学の農学部が使う休憩所のようだ。辺りは一面、試験田畑だった。

「ひゃあ、濡れちゃった！」

　ゆひが言った。笑っている。

「ああ、大丈夫？　ゆひちゃん」

「うん、すぐ乾くと思うけど」

　空気が暖かいので寒くはないが、髪も衣服もずぶ濡れなことには変わりない。

「市いちヶが谷やくん、これ」

　ゆひが差し出したのは、小さなハンカチだった。こんなもので拭ふいたら、すぐにハンカチはビショビショになってしまうだろう。

「いいよ、ゆひちゃんが使って。髪とか、拭かなきゃ。ぼくはこうして……」

　馨一は髪をバサバサと掻かき、頭を振って水気を飛ばした。

「これで、大丈夫だから」

「ごめんなさい。私の用事につきあってもらったばっかりに」

「平気だよ。それに、ゆひちゃん一人でスコールに合ってたら、大変だったよ。二人なら、なんとかなるけど」

「そうね。市ヶ谷くんがいてくれて、よかった」

　いてくれてよかった……馨一はゆひの言葉に、ドキッとした。

　髪を拭き終わるのに、ゆひは何度もハンカチを搾しぼらなくてはならなかった。ようやくベンチに腰掛ける。馨一も並んで座った。

「はぁ、やっぱりちょっと寒くなったね」

　濡れた衣服が肌にくっつく。これ以上はどうしようもない、と諦あきらめてはいるが、やはり気持ち悪い。しかしここで服を脱ぐわけにもいかない。

　濡れたことで、肌や髪のにおいが立ち上ってくる。馨一はしめったにおいを、しかし鼻孔いっぱいに吸い込んだ。

　濡れてバラバラになった髪がゆひの顔にかかっている。制服が肌に張り付いて、うっすらと下着が透けて見えた。その膨らんだ胸元……。

　馨けい一いちは急にドキドキし始めた。ゆひとはいま、三十センチも離れていない。

　まずい！　ドキドキしているのが伝わってしまったら、きっと変なことを考えていると思われて、嫌われる！

　馨一は微妙に腰を持ち上げて、ゆひから距離を置こうとした。ベンチに手を着き、そうっと尻しりを浮かせる。

「市いちヶが谷やくん」

「わぁっ！」

　その手を、ゆひにつかまれた。ゆひの手が、馨一の手にかぶさるように、置かれた。

「な、な、なに？　ゆひちゃん!?」

　声が震えているのがわかる。身体からだが濡ぬれて冷えているせいだ、と思い込もうとした。

「なに、じゃないわ。市ヶ谷くん、話があったんでしょう。どうせなら、いま、話してくれたらいいのじゃない？」

「ああ、そ、そうだね。……そういうことか！　うん……ごめん。もういいんだ」



「……それでね、きっ子ちゃんはその虫を一回でつかまえちゃったの。すごかったのよ」

　スコールも止やんで、馨一とゆひは再びあぜ道を歩いていた。すでに大学への届け物の用事は終わり、帰り道である。

　話題はきっ子のことばかりだった。

　きっ子の失敗、きっ子の不思議さ。天然ボケ。そして、奇妙な魅力……。

　ゆひはまるで、馨一がきっ子のことを相談しようとしていたのを、知っていたかのように、そんな話を続けた。

　やはり相談しなくてよかったのだ。これ以上、誰だれかにきっ子の心配をさせてはいけない。

　だが、ならばなぜ馨一は、ゆひに打ち明けようと思ったのか。単に同情を引こうと思ったのか。きっ子の危険性を唯一知っていて、その対処に悩んでいる自分、それを知ってもらいたかったのか。知って、ほめてもらいたかったのか。

「ね、市ヶ谷くんは、きっ子ちゃんのこと、どう思っているの？」

　不意に、ゆひが馨一のほうを向いた。

「え？　どう、って。きっ子は……」

『きっ子はぼくの、妹じゃないか』

　あの夜、きっ子に言った言葉が馨一の中で蘇よみがえった。

「ほら市ヶ谷くんって、そういうふうに優柔不断でしょう。きっ子ちゃんがかわいそうよ」

「かわいそう？　きっ子が」

「そう。だって、きっ子ちゃんは、市ヶ谷くんのことが、大好きなのよ」

　大好き……。

『へーか、すき……』

『へーか、すきでありますう……』

「それは……わかってるけど」

「あー！」

　ゆひが馨けい一いちを非難するような顔をした。

「わかってる、なんて言って、ずるいんだ。女の子に告白させて、自分は黙ってるなんて、市いちヶが谷やくん、ずるいよ。卑ひ怯きようだよ」

「告白って！　女の子、って……きっ子は、だって」

　アンドロイドなんだよ！　戦闘アンドロイドなんだ。特殊女性型兵器……！

　馨一は心の中で、大声を出したい気持ちだった。

「……ごめんなさい。市ヶ谷くんの気持ちもわかるの。きっ子ちゃんは、人間じゃないものね。でも、どうしてもそういうふうに思えなくて。きっ子ちゃん、かわいくて、いじらしくて、人間よりも人間らしいと思うの」

「うん。ぼくも、そう思う……」

　きっ子が人間だったらいいのに。

　そんな、ありえないことを夢想することもある。

　人間だったら、誰だれもがうらやむような彼女にできるのに。きっ子はずっと、馨一を好きでいてくれる。そうしたらきっと、馨一もきっ子のことを好きになって、愛することもきっとできるのに。

「市ヶ谷くん」



    

  
    
      



    

  
    
      「うん」

　ゆひは歩みを止めて、馨けい一いちを見た。

「きっ子ちゃんを嫌いにならないで。受け入れてあげてほしいの。きっ子ちゃんと、ずっと仲良く、してくれないかな」

「う、うん。そうだね。……大丈夫、さ」

　夕日の最後の一筋が、ゆひの顔を赤く染めていた。一度濡ぬれて乾いた髪は、ばらばらになって風になびいている。

　馨一はこうして、ゆひとずっと話をしていたかった。

　スコールの中、手をとって走った。初めて、ゆひの身体からだに触れた。濡れネズミになりながら、小屋の中で、お互いの体温が伝わるほど近くに腰掛けていた。そして、馨一の手の上に置かれた、ゆひの手の熱さ。

　ゆひちゃん、ぼくは……きみと……！

「ゆひちゃ……」

「あ！　市いちヶが谷やくん」

「え？」

「流ながれ山やまさんよ。こっちに向かってくる」

「ほんとだ……先輩」

　すでに、華道部の御ご殿てんが見えるところまで来きていた。流山が、手を振りながら走ってくる。明らかに、急いでいるふうだった。

「おーい！　市ヶ谷ァ！　きっ子ちゃんがいないんだ。おまえ、いっしょじゃなかったのか!?」



　同じ日の昼ごろに時間は遡さかのぼる。

「なあにー、これ……何なのよ。すごい……」

　相変わらず緊張感のないしゃべり方はめぐみだった。

　場所は、きっ子が発見された地雷原の下の地下研究室。いくつもの照明が運び込まれて、明々と照らされた室内は、これまでの想像以上の規模と内容を見せていた。

　思ったよりも中はずっと広い。

　そして、最初に研究室と思われた部屋のほかにも、いくつもの部屋があることがわかった。めぐみは男子生徒たちに命じると、落盤の岩で塞ふさがれていた部屋を強引に開け、鍵かぎのかけられていたドアを無理やりブチ破った。

　そうして見つけた部屋の中には、未知の機械や何に使うのかわからない多くの設備が詰め込まれていた。

「めぐみさーん、こっち、こっち！」

「風紀委員長と呼びなさいって、言ったでしょー。まったく……あら、イヤだ。何よ、これー」

「何でしょうね」

　人間の死体か、と思った。

　急いで照明を持ち込んで照らしてみると……。

「これ、あの、きっ子っていうコじゃない！」

「というより、その部品、という感じですが」

　めぐみの目の前にあるのは、シーリングされた頭部、それに手足、胴体……。

　頭部には髪がまだつけられていなかった。しかし顔から、きっ子と同じだとわかった。頭部だけでも、三つはある。

「いったいなんなのよ、これー！」

「いや、そんな、揺さぶられても」

　気がつくと、めぐみは風紀委員の男子学生の襟元をつかんでブンブン揺さぶっていた。我に返って離す。

「と、とにかく、あの女がアンドロメダっていうことは確かのようだわ」

「アンドロイド」

「うるさい！　このことをリオナさまに報告しなくちゃ。それにしても、こんなことって、本当に……」

　めぐみは気味悪そうに、バラバラのきっ子の身体からだをながめた。

　もちろん、これらはきっ子のスペアパーツなのだろう。人間そっくりであるほど、それらはひどく不気味に見えた。

「めぐみさーん、こっちを！」

「だから！　風紀委員長だって、言っとろーが！　何よ、こんどは！」

　呼ばれた声のほうへ、めぐみは大またで近づいていく。

「あら、これは？」

「マシンガン、ですね。拳銃、ライフル、手しゆ榴りゆう弾だん、それに、弾丸」

　小さな体育館ほどのスペースに、文字通り武器が山積みされている。

「武器弾薬倉庫ってこと？」

「これ見てください。本物の37ミリ対戦車砲！　うわ、20ミリ対空機関砲もある！」

「うるさい、軍事オタク！　とにかく、これらはみんな生徒会のものよ！　この研究施設は、生徒会が以降、管理するわー！」

　めぐみは意気揚々と拳こぶしを突き上げた。得意のポーズ、らしい。

「そうとなったら、リオナさまに報告よ！」



　きっ子は待っていた。

　馨けい一いちの帰りを。最初に言われたところ、校庭の隅で、ずっと待っていた。

　遅くなったら華道部の御ご殿てんへ帰るように、と言われてはいた。しかし、遅くなる、の定義がきっ子にはわからない。十分なのか、一時間なのか、一日なのか。

　だから最初の、待っていろ、という馨けい一いちの言葉を優先した。そして待ち続けた。

　一時間が過ぎ、スコールが襲ってきた。まだ残っていた生徒たちは、スコールを避けて校舎に入った。しかしきっ子は一人、校庭で動かなかった。

「へーかがもどったとき、きっこ、ここにいないとへーかがさがすであります」

　スコールで頭から靴までびしょ濡ぬれになってもきっ子はかまわなかった。やがて、残っていた生徒たちも、じょじょに寮に帰っていった。すっかり濡れた制服が再び乾いた。日が沈み、空が月と星ばかりになっても、きっ子は同じところで、ずっと待っていた。

「あ、へーか……じゃないです」

　闇やみにまぎれるように近づいてきたのは、三人の男子学生だった。あたりに誰だれもいないのを見計らって、きっ子を取り囲む。

「へえー、かわいいじゃん！」

「びっくりしたな。それに、なんだか中坊みてーじゃん。ほんとに高等部か」

　普通の学生とは思えない老けた外見。それに荒れた雰囲気がお世辞にも印象がいいとは言いがたい。男たちは口々に言い、上から下まできっ子を眺め回す。どうやらリーダーらしい、長身の男が進み出た。

「きっ子ちゃん、ていうんだよな。赤い首輪がかわいいねー。ここで何してんだ」

「へーかを、まっているであります」

「へーか？　ははあー、陛下か、そりゃあいいや」

「誰を待ってるのか知らないけどよ。きっ子ちゃん、今日は俺おれたちが遊んでやるからさ」

　一人がきっ子の手を取って引っ張ろうとした。いや、引っ張ったのだが、ビクとも動かない。

「あれ、何だ？　抵抗すんのか？」

「きっこ、あそびたくないです。ここでへーかをまっているです」

「こいつ、ふざけやがって」

「おい、待て待て！」

　リーダーが制した。

「必要以上に手荒な真似はするなと、黎れいさんの言いつけを忘れたのか。それに、怪け我がでもされたら楽しみが減るからな」

　そうしてきっ子の顔を覗のぞき込むようにして言う。

「きっ子ちゃん。へーか、ってのは、市いちヶが谷やのことだよな。じつは俺たちは市ヶ谷に頼まれて来きたんだ。市ヶ谷は体育館で待ってる。きっ子ちゃんを連れて来てくれ、ってさ」

「へーかが……」

「そうそう。へーかがな、ははは！」

　男たちはそう言って笑う。きっ子はじっと黙っていたが、不意に口を開いた。

「わかりましたです。へーかのところにいくです」

「おー、わかってくれたか。そうこなくちゃ、な。さ、こっちだぜ、あれ、あれれ！」

　きっ子は急に歩き出し、男たちを置き去りにして体育館へ向かった。男たちのほうがきっ子を追いかけるありさまだった。



「へーか、どこにいるでありますか」

　きっ子は体育館の暗がりに向かって言った。しかしもちろん、返事はない。

「へーか、いないです」

「はぁ、はぁ、ずいぶん足が速いな、お嬢ちゃん、よ」

「へーか、どこですか」

「まあ待てって。じつはな。市いちヶが谷やは俺おれたちが預かってる。きっ子ちゃんが俺たちの言うことを聞けば、市ヶ谷も無事帰してやる。わかるか？」

　ドサッ、と音がして、きっ子の背後に体育のマットが投げ出された。

「ちょっと汚ねーけどよ。ないよりゃ、マシだろ」

　二人がかりで運んできた男が、野や卑ひな笑いを浮かべた。

　きっ子は黙っている。リーダーの男は焦じれたようにズボンから飛び出しナイフを取り出した。パチン、と刃を出して見せると、きっ子の目の前にかざした。

「わかってるのか？　市ヶ谷のことが心配なら、黙って言うことを聞けってんだよ。騒ぐと、かわいい顔に傷がつくぞ！」

　典型的な脅しだった。

「へーか、いないです。うそ、ついたでありますか」

　きっ子は男の顔を見上げた。黒目勝ちの目が男を見つめる。なぜか男はビクッ、とした。あやうくナイフを落としそうになった。

「きょういしすう３……。はいじょせんたく……」

　きっ子は男にむかって右手を上げた。

　一瞬、ゾワッ、ときっ子の髪が逆立ったような気がした。肌がピンクに染まっていく。暗い体育館では、きっ子が発光しているように見えた。

「な、何だ、こいつ！」

　男が思わず後ずさった。他ほかの二人も、逃げ腰になっているのがわかる。

「きょうい、はいじょ……」

　きっ子はゆっくりと右手を男たちに向けた。光の玉がその手のひらに集まっていく。

『いいかい。絶対に武器を使っちゃダメだ。誰だれも傷つけてはいけないんだよ』

　馨けい一いちの声がきっ子の中で蘇よみがえった。決して武器を使ってはいけない。誰も傷つけてはいけない……。

「へーか……」

　急速に光が消えていった。

　同時に、きっ子は力を失ったようにうなだれた。

「へ？　なんだ。子供だましか、おい」

　半分逃げ腰だった男たちが戻ってくる。動かないきっ子を乱暴に突き飛ばした。いや、突き飛ばそうとしたが、やはりきっ子はビクともしなかった。

「あ痛いた！　くそ、まだ抵抗しやがる。おとなしく言うとおりにしねえか」

　再びナイフをかざす男。きっ子はしかしナイフを見ずに言った。

「おとなしく、していればいいでありますか」

「お？　おう。そうそう。大人しくしていればすぐすむって。わかったら、強情張らずにそこに寝な」

「……」

　きっ子は言われたとおりに、汚れて灰色になったマットに上がると、そのまま膝ひざをつき、仰向けになった。バサッ。きっ子が倒れると、湿気を帯びたマットから、かび臭くさい埃ほこりが舞い上がった。

「なんだよ。素直じゃないのー。最初からこうしてくれればよかったのにー」

「油断すんなよ。こいつ、なんか変だぞ。しっかり押さえとけ」

「はいはい。じゃあ服を脱ぎ脱ぎしましょうねー」

　マットの上に仰向けになったきっ子に、男たちが覆いかぶさってくる。乱暴に制服をはだけられ、下着に手がかけられた。

「おい、ちょっと、もっと脚広げさせろ。ちくしょう。てこでも動かねえ。こら、聞いてるのか、おまえ。脚開け。自分で脚開くんだよ」

「あし……」

　きっ子は上体を持ち上げると、自分にまたがっている男の顔を見つめた。そのとき、

「うおっ!?　何だ、こいつ……！」

　きっ子の背後にいた男が小さく叫んだ。思わず身体からだを離す。

「何だってんだ！　うるせえぞ！」

「だって、こいつの、背中……」

　もちろんそれは、きっ子の背中の剥むき出しのコネクターやバルブのことを指していた。言われて覗のぞき込んだリーダー格の男も驚きを隠せない。

「なんなんだ、この女は……ええい、関係ねえ！　背中だけじゃねえか。タチの悪い冗談だぜ！　どうせついてるもんはついてんだろ。俺おれたちはそんなことを気にするほどヤワじゃねえって！　やることだけやってろ！　……黎れいさんに言われてんだからな」

「そ。そうだな。それじゃ……」

「……やぁめぇろぉおおおおお!!」

　突然、地響きのような声がとどろいた。体育館の全照明が点いた。

「な、何だ……!?」

　たじろいだ男たちがきっ子から離れる。あたりを見渡すと、入り口に数人の影があった。流ながれ山やま、馨けい一いち、それにゆひの三人。

「きっ子ちゃん！」

　ゆひが叫んだ。

「きっ子ちゃん！　市いちヶが谷や、おまえも何とか言わないかァ！　何だ！」

　流ながれ山やまが言う。さっきの大音声も流山の声だった。

「は、はい……きっ子！」

「へーか……でありますか」

　きっ子が半身を起こした。その姿を見て、ゆひが思わず口を手で覆った。悲鳴がほとばしりそうになったのだ。

「な、何だあああああ！　おまえらあああああァ!!」

　流山はしかし、叫ぶと駆け出していった。まっすぐに男たちへ突っ込む。

「おい、まずいぜ、こりゃ！」

「あぁ、ここでやりあうと面倒だ。逃げるぞ。ずらかれ！」

「……のわああああああァ!!」

　そこへ流山が突っ込んできた。体当たりを食らわせる。……と思ったがかわされた。ケンカにかけては男たちのほうが数段上だった。なおもしがみつこうと、男のシャツをつかむ流山は、二度三度と蹴けり上げられ、ついに昏こん倒とうした。

「どわっ！」

　その間に、男たちは体育館横の出口から直接夜のグラウンドに飛び出し、そのまま見えなくなってしまった。

「きっ子ちゃん！」

　ゆひが走り寄る。下着まで剥むき出しのきっ子に自分のカーディガンをかけた。

「きっ子ちゃん、大丈夫？　市ヶ谷くん！　なんとか言ってあげて！」

　しかし馨けい一いちはなにも言えなかった。

　制服をはだけられ、下着まで剥き出しのきっ子を見て、ショックを受けた。特殊女性型兵器……。敵の兵士に襲われて……爆発する……敵の兵士を誘って……？

「へーか、きっこ……」

「……どうして抵抗しなかったんだ」

「市ヶ谷くん!?」

「どうして抵抗しなかった！　きっ子、おまえの力ならできるだろう。あんな奴やつらくらい、簡単に……！」

　それとも、特殊女性型兵器だから、こんなことも受け入れるようにできているのか!?

「市ヶ谷くん！　ひどいよ。きっ子ちゃんにそんなこと言うなんて！」

「そうだ、市ヶ谷！　だいいちおまえがゆひちゃんとデートなんかしてるから、きっ子ちゃんがこんな目に……」

「ち、違いますよ先輩、デートなんか、してないですよ」

「……でーと」

　きっ子がポツリとつぶやいた。

「へーかとゆひ、でーと……」

「違うのよ、きっ子ちゃん。本当に、違うんですってば」

　きっ子の瞳ひとみから光が消えた。そして、ガクッ、と崩れ落ちた。

「きっ子？」

「きっ子ちゃん！」

　馨けい一いちやゆひが耳元で叫んでも、きっ子は目覚めなかった。死んだように、汚れたマットの上に横たわっていた。



「治ったぞ。もう歩ける」

　僚りよう冶じがそう言いながらカーテンの向こうから出てきたとき、馨一は正直ホッとした。このままきっ子が帰ってこなかったら、と思うと、いてもたってもいられなかったのだ。

「先生、きっ子ちゃんはどうしちゃったんですか？」

　ゆひが聞く。

　まさか、これが故障したということなのか。馨一は、それも不安だった。しかし、このままきっ子が壊れてしまっていれば、そのほうがよかったのではないのか……。

　バカな！　そんなこと、あっていいわけがない！

　馨一は忍び寄る考えを、しゃにむに否定した。だが、本当にそう言えるのか。

「一種の突発的なシステムダウンだな。パソコンがフリーズするようなもんだ」

「原因は？　なんなんですかァ!?」

　流ながれ山やまだった。男たちに蹴られたせいで、頬ほおも目も赤く腫はれ上がっていた。

「これは推測だがな、おそらく、一気にいろんな情報やら推論なんかを処理しなくちゃならなくて、それで処理系がダウンしちまったんだろう。あるいは、矛盾したような命令セットに混乱した、とかな。いずれにしろ、一種のストレスだな。人間で言うと」

「ストレス……きっ子が、ストレス……」

「ああ、たぶん、な」

　アンドロイドがストレスで倒れる。それではまるで人間だ。

「きっ子ちゃん、私と市いちヶが谷やくんがデートしてたって、誤解して、きっとそれで」

「ゆひちゃん」

　きっ子のシステムダウンの原因は、ジェラシーだった、というのだろうか。それこそまるで、人間そのものだ。

「先生、きっ子ちゃんは、いまどうなってるんですか!?」

「ああ。首の後ろ側に、強制リセットをかますスイッチが隠されてる。それでシステムを再起動した。何事もなかったように、目が覚めたよ」

　僚冶が指を折って、まさぐるようなしぐさをして見せた。おそらく、急所と呼ばれる首の後ろ側の奥に、そのスイッチもあるのだろう。

「え、再起動って、じゃあ記憶とかは!?」

　きっ子のこれまでの記憶はどうなるのか。泡のように消えてしまったのか。馨けい一いちは夢中で尋たずねていた。

「安心しろ。記憶はちゃんと保存されてる。ただし、ダウンする前の十分間くらいは削除されたみたいだ。ストレスの原因をもう一度読み込むといけないからな」

「きっ子が、倒れるまえの十分間……」

「おう、来きたか」

　僚りよう冶じの言葉に、馨一はビクッとした。

　目を上げると、きっ子が立っていた。制服はもう元どおり。いつもどおりのきっ子だ。

「へーか、まってたであります」

「そうか……ごめんな、きっ子。遅くなって」

「あれ？　ゆひに、ながれやまこういちろうです。なんでないてるでありますか」

「きっ子ちゃん、よかった……」

　ゆひは安あん堵どのあまり涙を流していた。流ながれ山やまも、涙をこらえるように何度も頷うなずいている。

「よかったなァ、きっ子ちゃん。よかったなァ……うんうん」

「へーか、どうかしたでありますか？」

　尋ねるきっ子に、馨一はちょっとだけ笑みを浮かべた。

「なんでもないんだ。さぁ、もう帰ろう」

「はい！　であります」



    

  
    
      


13　きっこの肖像



「おかしい」

　情報収集のため、早朝から小型ボートで一足先に上陸したミックとブライアンは首をかしげていた。

「この姿で間違いないと思っていたんだが」

　そういう二人は、夷い皇おう島じま学園の生徒に変装していた。黒の学生ズボンに白の半袖開襟シャツ。ていねいに学生帽までかぶっている。まだ若く、日本語もペラペラの彼らは、この姿で生徒たちに近づき、情報を得ようと思ったのだ。

「あー、ちょっといいかな。キミたち。この島に何か……」

「キャー！　外人よ外人！　金髪よ金髪ー！　すごいすごい！　キャーキャー!!」

「いや、そんなに騒がないで。……まずい。人だかりがしてきた！」

「ひとまず逃げようぜミック！」

　どこへ行ってもあっと言う間に人が集まってきてしまう。

　それもそのはず。この夷皇島にいるのは日本人の学生のみ。外国国籍の者も、留学生もいないから、明らかに外国人の彼らがいかに外見をとりつくろおうと、すぐにミーハーな女学生や物見高い男子学生に囲まれてしまうのだ。

「え、話ですか？　いいけど、何スか」

　さんざん試行錯誤した末、ミックたちがたどり着いたのは学生街のＰＣショップ。ここにはＰＣの自作パーツやら同人ソフトやらが二坪ほどの狭い店内をうずめるほどに並び、登校前だというのに、その手の物にしか関心のないコアな人々でにぎわっている。

「俺おれたちのことを珍しがらないぞ、ミック！　いい感触だ。彼に聞こう。あれ？」

「……ええと、『テンプルファンタジア』と『メロン　君が望む夏』の初回限定フィギュア同どう梱こん版は、と……」

　外国人に興味がないというより、自分の趣味以外に何の興味もないのだった。制服をきっちりと着た地味な男子学生。しかし、こういうキャラは情報に敏さといのも特徴である。

「……何か、変わったこと、スかあ？　そうだなあ。あれかな。生徒会が、島の東にある高台の地下で、妙な施設を発見したとかって。らしいですよ」

「妙な施設……？」

「ええ。何でも、中には昔の戦争中の機密扱いのお宝がゴロゴロしているとか。生徒会は大張り切りみたいスけどね。おっと。声優の水みず島しま朋とも香かさんのトークライブイベントのチケット予約に並ばなきゃいけないんで、んじゃこれで、んじゃ！」

　あわただしく去っていく男子学生。礼儀正しいのだかそうでないのだかよくわからないところがある。しかしミックとブライアンは顔を見合わせた。

「これだ、な」

「ビンゴ！　母船に連絡だ」



「おいブライアン、何だあれは！」

　しかし、肝心の高台を偵察に行った彼らは、衝撃的なものを発見することになる。デジタル式双眼鏡を覗のぞき込んでいたミックがうなった。

「あれは、対戦車砲じゃないか。こっちには対空機関砲まであるぜ！」

「何だと。奴やつらに気づかれたってのか？」

　高台にはいくつもの火砲が据え付けられ、さながら要塞と化していた。これはいったいどういうことなのか。ミックやブライアンでなくとも驚くところだった。

「見たことのないタイプの火砲だが、ゲリラのものかもしれん。クソ、話が違うぞ」

「……内通者に接触したほうがよくはないか。敵の火力がここまで強力だとわかった以上、俺たちも作戦を変更しなきゃならない」

　ブライアンの言葉にミックはちょっと考える顔になった。手元の無線機に手が伸びる。が、思いとどまるように手を止めた。

「いや、内通者への直接コンタクトは厳禁だ。それより、ここに例の“〝サターン”〟があるのは間違いないだろう。これほどの武器で固めてあるとは思わなかったがな。逆にそれがいい証拠ってもんだ」

「いいのか。キースたちに言わずに。ヤツら、ただのお宝探しだと思ってるぞ」

「お宝？　そうさ。とてつもないお宝だぜ。世界がひっくり返っちまうほどのな。いいか、ヤツらはいい。最後は俺おれたちだけでもやるんだ」

　ミックがブライアンの肩をつかんだ。ブライアンが小さくうなずくと、双眼鏡を再び顔に当てた。

「んっ……？　女だ。女子生徒みたいだが。すごい美人だぜ」

「何だと、内通者か？　貸せ」

　ミックが双眼鏡を奪い取って目に当てる。

　画面の中では、金髪の美少女、リオナが火砲の周りを歩いていた。その後を生徒たちが続いている。

「ここの生徒みたいだが……ハリウッドスターなみにキュートなブロンドだな。ああいうのとはやりあいたくないぜ」

「やむを得ないだろう。時間がない。いったん母船に戻って、作戦を立て直す。あれを使うか」

「あれ、か……」

　リオナの姿に、ミックが名残惜しそうに双眼鏡を顔から離した。

「派手なことはしたくなかったんだがな。仕方ない」

　二人の顔に緊張が走った。帽子をキュッ、とかぶりなおす。しかしそれは夷い皇おう島じま学園の学生帽だったが……。



「なんですの、これ!?」

　起きぬけにこんな所へ連れてこられたうえ、高台に据え付けられた対戦車砲やら対空機関砲やらを見せられて、不ふ機き嫌げんな声を出したのはもちろんリオナだ。

「はいー、これは対戦車砲で、こっちが対空……」

　めぐみが説明する。

　地下の研究施設を占拠したことで、鼻高々のめぐみがさっそくリオナを招待したのだ。それにあたって、武器庫にあった兵器をわざわざ外まで引っ張り出して並べていた。リオナを迎えるための、めぐみなりのデコレーションだったようなのだが。

「詳しいことはいいわ！　わたくしだって、大砲だっていうことくらいわかってよ。わたくしが聞きたいのは、なぜこんなものをここに並べてあるのか、っていうことよ！」

「そのー、この地下の武器庫にあったものでー、その、ズラッと並べてみたら、かっこいいし、勇ましいかなー、なんて。つまり、生徒会の威厳を示すのに、いいかなー、と。それよりリオナさま！　中にはもっとすごいものがあったんです。こっちです」

　はやるめぐみは、リオナをさっそく地下室の奥へと案内する。

　暗い地下室には電気が引かれ、裸電球の照明が敷設されていた。そのまぶしい光に照らし出される、過去の研究施設。そして数々の遺棄された機械類。

「何よ、この機械？　ここはいったい何のための施設なの!?」

　さすがのリオナも驚きを隠せない。めぐみが先を急ぐ。

「リオナ、これ」

　黎れいがまず見つけた。

　裸電球の強いコントラストに浮かび上がっているのは、組み立て前の少女アンドロイドのパーツ群だった。

「きゃあ！　なに、これ！　めぐみ、気持ち悪い物、見せないで！」

「いえ、それが、リオナさま、重要なんですー。よく見てください」

　バラバラのパーツは、それが人間に近いほど猟奇的な感じすら抱かせる。おとなしそうな顔にもかかわらず、黎はもっともショッキングな顔パーツを平然と覗のぞき込んだ。

「これ、あのコ」

「なあに？　あのコって……」

　リオナはまだ目をそむけていたが、黎に促されて頭部パーツを眺めた。

「あ……」

「そうですリオナさま、あの、きっ子っていうコなんですー」

「はげ」

「じゃなくてー！」

　めぐみが焦じれる。冷静に頭部を観察していた黎が言った。

「これに植毛すると、あのきっ子っていうコになる。見て、リオナ」

「見て、って……あっ」

　頭部パーツの額より上の部分を黎が手で覆って見せると、リオナは残った顔面をようやくまともに見ることが出来た。それはまるで、きっ子のデスマスクのようだった。

「きっ子ちゃん！　……こんなにたくさん。ということは、やはりロボットだったの？　黎、あなたの調べはどうだったの？」

「昨晩……すんでのところで逃げられて……ごめんなさい。でもこれで、はっきりした」

　黎の調査、とは、体育館できっ子を襲った男どものことだ。

　果たして、黎はきっ子を襲わせてどうするつもりだったのか。リオナの感心がきっ子に向いていたことからの、単なる嫌がらせだったのだろうか。

「そうね。そうとなったら、今度こそ本気であのコを捕らえてくれてよ！　だいたい、アンドロイドなんかに人権はないんだから。この学園の生徒ですって。とんでもない！」

　リオナは自信たっぷりに言い放った。

「きっ子の入学工作をした華道部や発明部も同罪。これを機に、一気に叩たたき潰つぶしてくれてよ！」

「リオナさま、やります！　がんばりますー！」

「そうね、めぐみ。あなたにも期待しているわよ」

「り、リオナさま……」

　突然の気まぐれか、それともこれほどの研究施設を占拠したのに気を良くしたのか、リオナがめぐみに、生徒会のリオナ政権始まって以来というやさしい言葉をかけた。感極まってボロボロ涙をこぼすめぐみ。

「めぐみ、涙はいいけど、鼻水はおやめなさい！」

「は、はいー！」

　華道部潰つぶし、という大目標に向かって生徒会全員が団結し、ひさしぶりにいい空気が流れるか、と思われたそのときだった。

　ズゥーン……ズズズッ……。

　断続的に響く振動音。地上で何かが爆発するような音が、地下室まで響いてきている。地下室が揺れ、天井の漆しつ喰くいが剥はがれ落ちてきた。

「何の音なの！　めぐみ！」

「さ、さあー、まさか、また地雷でも爆発したんじゃ……？」

「とにかく、上へ行くわ」

　だがそのまえに、地下室へ駆け込んで来きた男子生徒によって、信じられない報告がもたらされた。

「た、大変です。攻撃です！」

「攻撃？　もう華道部が攻撃してきたというの!?　先手を取られた？」

「いえ。ヘリによる攻撃です。機関銃やロケット弾が空から降ってきて……！」

「ヘリ？　ロケット弾？　……そんなもの、どうして華道部が？」

　まだ、敵は華道部、という観念から離れられないリオナだった。

「ここにいると、生き埋めになるかもしれない。地上へ、リオナ」

「わかったわ！」

　だが、リオナも黎れいも、そしてめぐみも、地上で信じられない物を見ることになった。

　ゴオオオオオオッ！

「きゃあ！」

　轟ごう音おんとともにリオナの頭上をジェットヘリが飛び過ぎた。同時に至近距離で爆発音。

「リオナ、伏せて！」

　黎が機敏にリオナを地面に引き倒した。爆風で足元をさらわれる学生も続出した。

「れ、黎、何よ、これは！」

「わからない。なぜいま、攻撃してくるのか……でも、ヘリも、爆弾も間違いない、本物。これは本物の攻撃。本物の、戦争、といってもいい」

「本物の、戦争……!?」

「また来ますー！　リオナさまー！」

　ヘリの反復攻撃だ。

　小型の攻撃ヘリである。明らかにベースとなるヘリから大幅に改造されているようだった。一人乗りらしく、コクピットはかなり小さい。

　ドーン!!

「くぅ……！」

　地面に伏せたリオナの制服が土ぼこりにまみれる。美しいブロンドが爆風で乱れ、顔にも泥が飛んできた。

　リオナは猛然と立ち上がった。

「危ない、リオナ！」

「なんなの、これは！　何でわたくしがこんな目に合わなくてはならないの！　誰だれだか知らないけど、許さなくてよ！　めぐみ！」

「は、はいー」

「戦争なら、こっちも撃ちなさい！」

「撃つって？　まさか」

「あの大砲に決まっているでしょう。何のためにそこにあるの!?　撃って、今すぐあのヘリを撃墜なさい！」

「そ、そんな、無理です」

「無理かどうか、やってみなくてどうするのよ！　バカ！」

「このまま撃たれ続けたら、みんなやられる。リオナ、応戦するしか」

　黎れいも言う。側そばにいた男子学生たちに白羽の矢が立った。

「聞いていたでしょう、あなたたち！　すぐに撃ち返すのよ！」

「え？　は、はい。ひえー！」

「文句言わずに、早くする！」

　こうして、リオナとともにこの研究所跡に来きていた三十人ほどの生徒会の生徒たちが、不慣れなままぎくしゃくと火砲にとりつき、ぎこちないながらも操作し始めた。

「おい、これか？」

「おれ、映画で見たことあるよ。この弾丸のベルトを、ここに通すんだ。そうして、この安全装置を解除して……」

　火砲というのは、基本的にはどれも拳銃と同じような操作方法で発射できる。モデルガンマニアが一人いれば、たちどころに操作方法は広まるのだ。

「もういいのか？　じゃあ、これ……」

　ドドドドドドドド！

「うわー！　弾がー！」

「……出た」

　20ミリ機関砲の弾丸が、一直線に空へと消えていく。間隔を置いて挟み込まれているトレーサーが、オレンジ色の光跡を残して飛び去った。

　驚く生徒たち。

　しかし、驚いたのはヘリのパイロット、チャーリーも同じだった。

「撃たれたぞ！　ブラボーリーダーへ、こちらフォックスワン。敵の対空射撃だ。撃たれてる！　誰だ、楽勝だなんて言ったヤツは。敵が反撃してきたぞ！　応援を頼む。応援を頼む！」

　事態は急転しつつあった。



「きっ子、行くよ」

「はい、であります」

　馨けい一いちは身支度を整え、きっ子といっしょに、華道部御ご殿てんの離れに作られた、発明部の部室を出る。今日も朝からほとんど雲もない晴天だ。

　眩まぶしい陽ひの光に馨一は目をしかめた。

　けっきょく、馨一は昨晩眠れなかった。

　体育館の一件の後だけに、ゆひは一晩、きっ子を華道部の御殿に泊めたほうがいい、と言った。馨一も流ながれ山やまも賛成だったが、きっ子が嫌がった。

「なんででありますか？」

　きっ子にはダウンするまでの十分ほどの記憶がないのだから、当然かもしれない。話し合ったあげく、いつもどおり、発明部の二階でみんなで寝ることにした。

　流山と九く品ほん仏ぶつも最初、意識していたようだが、そのうちいつもの高イビキが聞こえてきた。馨一はベッドには入ったが、眠れなかった。二段ベッドの下段で、いつまでも上段の床板をながめていた。きっ子はあいかわらずベッドには寝ずに、床に丸くなっていた。

　馨一は寝息を立てるきっ子を眺めながら、つい体育館でのことを考えてしまっていた。

　なぜあのとき、自分はすぐにきっ子に駆け寄り、優しい言葉をかけてやれなかったのだろう。なぜきっ子を襲う暴漢に立ち向かっていかなかったのだろう。

　自分はきっ子が好きではないのか。きっ子のことを大切に思っていないのだろうか。

「大切に……」

　きっ子に側そばにいてほしいと思い、ダウンしたきっ子がこのまま戻らなかったら、と思うと身体からだが震えるほど不安になった。しかしそれも、しょせんペットがいなくなるさびしさくらいのことだったのか。

　きっ子はいつでも馨一のことを好きだと言ってくれる。それすら、アンドロイドが主人に……戦闘アンドロイドが部隊の長に、忠誠を尽くすだけの反応ではないのか。

「……へーか」

「え？」

　きっ子の声に、馨一は現実に引き戻された。

　いつもと同じ朝の通学路。寮にいたころよりは遠くなったが、それでも歩いて十分もかからない。歩きながらずっと、きっ子の鈴の音がコロコロと聞こえていた。海の見える道にさしかかると、鏡のような海面が見えた。

「へーかはゆめをみるでありますか？」

「夢って、寝ている間に見る夢かい？」

「はいであります」

「たまに見るよ。でもあんまり見ないな。毎日見るっていう人もいるけど。それに、見た直後しか内容は覚えていないものなんだ。どうしたんだい、夢のことなんか」

「うにゃ。ながれやまこういちろうが、おしえてくれたであります。にんげんは、ねているあいだにゆめっていうものをみるんだって。ゆめのせかいでは、そのひとが、そうなりたい、っておもうことがかなうんだって、であります」

「うーん、必ずしもそうとは限らないと思うけどなあ。怖い夢や嫌な夢もあるからさ」

「そうでありますか？」

「うん」

　そう言って馨けい一いちはきっ子を見た。見上げるきっ子と目が合った。

　どこまでも真っ黒な瞳ひとみ。こうしてきょとんと見上げるときは、きっ子の目はまん丸だ。やわらかそうな頬ほお。風になびくネコッ毛の髪。これが全部作り物だなんて！

「きっこはにんげんじゃないから、ゆめ、みないであります」

「きっ子……」

　馨一は思わず、きっ子の肩に手を触れようとした。それより早く、きっ子はちょっと笑って、言った。

「きっこもゆめ、みたいであります。うにゃ、こわいゆめはいやでありますけど」

「そうか。きっ子はどんな夢が見たいの？」

「えー、ひみつでありますう」

　はにかんだように言う。そして続けた。

「へーかのめいれいなら、いうでありますけど」

「ははは、命令なんかじゃないよ」

　命令……馨一はハッとした。

　体育館できっ子が暴漢に反撃しなかったのも、自分が武器を使うな、と“〝命令”〟したからではないのか。きっ子は命令に従っただけではないのか。

　いまごろ、こんなことに気づくなんて！

「へーか。へーかのゆめにきっこは……」

「え？」

　考えていて、聞き逃した。もう一度きっ子に聞こうとした。そのとき……。

「おい、東の高台で爆発が起こったらしいぞ」

「違う違う！　爆発じゃない。爆弾だよ。何者かが攻撃してきたんだ」

「戦争ですって！　逃げないと！　手遅れになったら大変よ！」

　いつのまにか多くの学生たちが集まる通学路まで来きていた。だが学生たちの多くは不確かな情報を口々に叫び、パニックにまでなっている。逃げ惑う者もいた。

「きっ子、これは……」

　馨一は思わずきっ子の手を取って握った。そうしないと右往左往する学生たちに、きっ子と離れ離れになってしまいそうだったからだ。

「へーか」

　馨けい一いちの手を、きっ子がそっと握り返した。

「おお、市いちヶが谷や！　ここにいたのかァ！」

　流ながれ山やまだった。九く品ほん仏ぶつもいる。

「どういうことなんですか、先輩？　東の高台って、もしかしたらきっ子のいた……」

「そうだ。きっ子ちゃんがいた研究所のところだ。そこへ、謎なぞのヘリが空から攻撃してる。生徒会の連中が閉じ込められて、応戦してるって話だ」

「ヘリが、攻撃？　生徒会が……何でそんなところに」

「よくはわかりません。しかし、リオナさんやみなさんがそこにいることは確かのようです」

「由ゆ佳か里りさん！」

　由佳里をはじめ、華道部の女子たちはパニックの中でも冷静さを保って行動していた。不安そうな顔のゆひも気丈に耐えている。

　なぜかみんなの目が、馨一に集まった。

「と、ともかく！　行ってみましょう。きっ子のいた研究所なんだ。あそこを壊されたりしたら、大変なことになるかもしれない」

　馨一の言葉に、由佳里もゆひも、流山も頷うなずいた。

「よく言ったァ、市ヶ谷！　そうとなったら今すぐ出発だ！」

「もしかしたら、けが人が出ているかもしれません。響織子きようことみんなは御ご殿てんへ戻って、もしもにそなえて用意をしてください」

「わかった」

「私は行きます、由佳里さん！」

「ゆひ。いいのですか？」

「はい。きっ子ちゃんの、側そばにいたいんです」

「……わかりました、ゆひはきっ子さんの側についていてあげていてください」

「きっ子、行くか？」

　馨一がきっ子の頭をなでた。

「はい、であります！」

「行きましょー、由佳里さん。出発だァ！」



    

  
    
      


14　夷い皇おう島じまの陽のもとに



　研究所跡では、まったく素人ながら生徒会の学生たちが奇妙な奮戦を続けていた。

「弾はいっぱいあるんだから、どんどん撃てばいいでしょう！　あのヘリを片付けなければ、わたくしたちはここから出られないのよ！」

　ヘリを狙う対空機関砲は三門に増えていた。これではヘリもうかつには近づけない。

「リオナさま、あれを！」

　男子学生の一人が叫んで指さした。

「何なの？　こんどは」

　リオナが双眼鏡を覗のぞき込む。そこには、砲塔を持つ装輪車両が映っていた。

「戦車じゃないの！」

「いや、あれは装甲車だなァ、キャタピラじゃなくて、タイヤでしょー。車体はコンパクトだし、フランスのルノー装甲車みたいだけど、ずいぶんいじってあるな。わざと国籍がわからないようにするためだなァ、きっと」

「ちょっと、あなたは!?」

　リオナが驚いたのも無理はない。横で双眼鏡を覗き込んでいたのは流ながれ山やまだった。

「あの、リオナさまー、華道部の方々が、応援というか……来きて下さってますー」

「来て下さって、って、もうここにいるじゃないの！」

「よぉ、けが人は出てないか。まったくどうなっちまってるんだ？」

　そう言うのは校医の荒あらだった。診療道具を持って駆けつけてきたのだ。

「リオナさん。勝手に来てしまってごめんなさい。でもこれは非常事態です。ヘリコプターに戦車なんて……あ、装甲車、でしたっけ」

「どっちでもよくてよ！　とにかく、あなたたち華道部だの、発明部だのの助けは借りないわ！　ここは生徒会だけで切り抜けてご覧に入れ……キャアアア！」

　ドオオオン！

　弾着の轟音が響き、地下の研究室が揺れた。地下、といっても例の地雷の爆発で天井が崩れているから、いまは半地下、といったところか。由ゆ佳か里りたちが安全に入ってこられたのも、ここを通ってきたからだった。しかし今は、敵装甲車の出現で、同じルートで撤退はできなくなっている。

「とにかく！　勝手に入って来ないでくださること！」

　まだ言っている。どうやらリオナは、汚れた制服や乱れた髪を由佳里たちに見られるのが耐えられないらしい。プイッ、と後ろを向いたリオナの目の前に、きっ子がいた。

「キャアアアア！　あ、アンドロメダの……！」

「アンドロイド……」

　なぜかめぐみの台詞せりふがリオナにうつってしまったようだ。黎れいが冷静に訂正する。リオナたちがきっ子をすでにアンドロイドだと知っていることに、馨けい一いちは驚いた。

「何でそれを……」

「市いちヶが谷やァ、どうやらそういうことは後回しにしたほうがよさそうだぞ。敵は本格的に来るらしい。こっちの対応はどうなってるんだ？」

「大砲が、三つありますけどー」

　めぐみが答える。

「外にあった対戦車砲かァ。37ミリ砲じゃ威力不足だが、どんどん撃って足止めすることはできるかもな。それにタイヤを撃ち抜けば敵を止められる。やりますかァ、部長！」

　九く品ほん仏ぶつは黙って親指を突き出すと、すぐさま地上の対戦車砲へ取り付いていく。

「待ってください、流ながれ山やまさん。なにか、こう、話し合う術はないものでしょうか。今の状態では相手の正体もわかりません。どういう意図で攻撃してくるのかも。話し合うことが出来れば、どこか交渉の余地があるかもしれないと思うんです」

「うーん、可能性は薄いと思うんですけどねェ。……市ヶ谷ァ」

「わかりました。やってみます！」

　しかし馨一がすぐに作って掲げた白旗には、装甲車からの機銃弾が浴びせられる始末だった。交渉の余地もなく、馨一たちは研究所跡に閉じ込められることになったのである。



　一方、装甲車の中のビルとキースもまた、攻めあぐねていた。

「まっすぐ上って行ったら、あの大砲に撃たれちまう。大昔のものらしいが、至近距離で撃たれると危ないぞ。なにしろこっちは戦車じゃないんだからな」

　操縦席のビルが言う。本来三人乗りだが、もう一人の搭乗員、キースが車長と砲手を兼ねていた。

「後ろからミックとブライアンのマイクツーが来る手て筈はずだ。二号車の到着を待って一気に攻撃にかかるとするぜ。クソ！　下がれ！　やけに弾着が正確になってきやがった！」

「本当にあそこにあるんだろうな。こんなことで命かけるなんて、聞いてねえぞ！」

『お宝があるから、敵も必死なんだ』

　通信を聞いていた船のミックから無線の声が響いた。

「どうするんだ？　船を空にして平気なのか？」

『時間がない。通報されると俺おれたちの正体がバレる恐れがある。マイクツーでそっちへ到着した時点で、空と陸から一気に行く。ヘリのチャーリーも燃料が心もとないしな』

「わかった。誘導してくれ！　こんなところに敵のアーミーがいるとは思わなかったが、こうなったらやるしかねえ！」



「撃てェ！　よし次、てェ！」

　景気良く対戦車砲を撃ち続ける流山は、手を止めると双眼鏡を覗のぞき込んだ。

「おー、敵は後退したぞォ！　ふははァ、まったくここは地の利がいい。一個大隊の敵が来きても、大丈夫だァ！」

「先輩、敵が退がったなら、ぼくたちも今のうちにここから逃げたほうがいいんじゃないですか。戻って、生徒会の通信設備で緊急連絡を」

　通信、と言えば、この夷い皇おう島じまには携帯電話がない。使うことが出来ない。基地局がないからだ。そのため、固定電話か、無線に限られてしまう。さっきから砲弾の運搬と装そう填てんをさせられている馨けい一いちはへとへとになっていた。戦争がこんなに疲れるとは。

「いやァ、ダメだ市いちヶが谷や。まだヘリが飛んでいるだろう。あいつがいる限り、空から丸見えになっちまう」

「じゃあ、ずっとここに籠ろう城じよう……」

「いや、オレにいい考えがあるぞォ！　ヘリはいずれ燃料補給のために着陸するだろう。となれば装甲車をなんとかすれば、活路も開ける！」

「装甲車をなんとかするって、先輩。この大砲じゃあ敵を破壊できないんでしょう。いったいどうすれば」

「それはだなァ……」



　半地下の研究所跡に戻って、流ながれ山やまがみんなをまえに作戦を説明していた。

「……つまりィ、高地の斜面のこちら側。北側に敵の装甲車を追い込むんですッ！　ここには地雷原がある。旧式の地雷とはいえ、タイヤを吹き飛ばすくらいの威力は十分にあります。うまくすれば、装甲車を破壊できるかもしれない」

「でも、どうやって追い込むのかしら！」

　すっかりヘゲモニーを奪われた形のリオナが憮ぶ然ぜんとして言った。

「それには、ウン、ここから誰だれかが出て、東側の斜面から陽動攻撃をかける必要がある。ここには武器は豊富だが、装甲車を確実に破壊できる威力の大きなものはない。となると、敵をおびき出して、地雷原に追い込むしかないッ！」

　流山の説明に、誰もが思った。その役目は、非常に危険なのではなかろうか。怪我どころではすまないのでは……。馨一はゴクッ、と唾を飲んだ。そして視界の隅にいるきっ子に、どうしても意識がいくのを感じた。

　きっ子は、由ゆ佳か里りやゆひといっしょに、砲弾を地下から運ぶのを手伝ったり、けが人の手当てをしている。だが、どうもようすが少々おかしい。おそらく、戦闘アンドロイドとしての何かを感じているのだろう。敵は今までのような学生などではなく、装甲車やヘリなのだ。脅威のレベルも桁違いなのではないか。

「その役目、私にやらせていただけますか」

　静まった地下室に声が響いた。スッ、と立ち上がったのは、由佳里だった。

「由佳里さん！」

「田た町まちさん、どうして？」

　みんなが口々に言う。

「私は武器は使えません。しかし、囮おとりになることくらいなら、できますから」

「無茶ですよ！　由ゆ佳か里りさん、そんなことしたら……」

　死んでしまう、と言うのを、馨けい一いちはグッ、と飲み込んだ。

「大丈夫です、市いちヶが谷やさん。そう簡単には私、死にません」

「だ、だったら！　ぼくが、ぼくが行きます！　ぼくのほうが足が速いし、きっと」

「こう見えても私、高等部女子の百メートルの記録を持っているんです。十三秒フラット」

「十三秒！」

　明らかに、馨一の負けだ。

　由佳里は笑みを絶やさない。その神々しいまでの存在感に、全員が打たれた。

「わたくしも行くわ！」

「リオナさま!?」

　今度こそ、全員が仰天した。聞き間違いだったのだろうか、と訝いぶかしがる。しかしリオナは一歩も引かない決意で立ち上がっていた。

「わたくしはこの学園の生徒会長よ！　なんだかわけのわからない敵に、いいようにされて黙っているわけにはいかなくてよ！　いちばん危険なことなら、なおさら生徒会長のわたくしが行かなくて、どうするというの！」

「り、リオナさま、立派でございますー。あたしも、ごいっしょさせていただきますー」

「ダメよ、めぐみ！　おまえは足手まとい。それに、わたくしが万が一の時には、副会長の黎れいが会長代行になるわ。おまえは黎を補佐して生徒会を維持なさい！」

「リオナ……」

　黎も驚いていた。感心したようにリオナを見上げる。

「由佳里にばかりおいしいところを取られてなるもんですか！　この学園の女王はわたくしよ！　この地下施設にきっとあるお宝もわたくしのもの！」

　リオナがつぶやく。対抗心や欲の皮もここまで来ると立派である。

「そりゃあ、わりといいかもしれないな」

　突然の発言に全員が振り向く。校医の僚りよう冶じだ。

「向こうもまさか、リオナや由佳里みたいな美人がのこのこ出てくるとは思ってないだろう。武器を使うのを躊ちゆう躇ちよするんじゃないか。市ヶ谷あたりがライフルでも持って出て行くのがいちばん危ないよ」

「なんで、ぼくが引き合いに……」

「そうと決まったら急いで準備だァ！　市ヶ谷、オレたちはいざというときに由佳里さんたちを死ぬ気で援護するんだぞ！」



「敵を油断させるのが作戦だからって、なんでこんな格好しなきゃならないのよ！」

　そういうリオナは、白のビキニにビーチサンダル。手にはなぜか浮き輪までが。

「そうですね。でも、リオナさん、とてもお似合いですよ」

　由ゆ佳か里りのほうは制服のままだ。もともとリオナは、研究所跡の視察などはさっさと済ませて、ビーチでのんびり、を決め込む予定だったらしい。

「敵を油断させるなら、リオナさまー、こんなのものもありますけどー」

　持って来きていた水着のことをめぐみが思い出したところ、僚りよう冶じの判断でリオナの水着着用が決まった、というわけだ。

「まったく、いらないことを！　ビーチだから水着でもいいのよ！　こんな山の中みたいなところで、これじゃ変じゃない。明らかに！」

「わかります。でもきっと、装甲車に乗っている人には、効果的だと思います。リオナさんのようなきれいな人が、そんなステキな格好で現れたら」

「あら、きれい？……まあ、そうね。美しい者の、これは宿命みたいなものね！　そうとなったら、無ぶ粋すいな装甲車のヤツ、早くおいでなさい！」

「来ました」

「え、もう!?」



　リオナの水着姿は装甲車の乗員の目を釘付けにした。狭い車内で、おもわず身を乗り出したビルが計器に頭を思いきりぶつけたほどである。

「おい、キース、俺おれはどうやら、夢でも見てるらしい。こんな田舎に、センターフォールド級の美少女がいるとはな」

「俺も見てるよ。もう片方は日本人の女学生みたいだな。俺はこっちのほうが好みだぜ」

　ペリスコープの向こうで、リオナと由佳里が笑顔で手を振る。手招きをしていた。

「なんだ、ありゃ」

「来いって言ってるんだ。行ってみるか」

「違いない。ミックたちが来るまでのヒマつぶしだな」

　確かに、ビキニのリオナや由佳里たちでなければ、彼らもこれほど無用心に相手の策に乗るとは思えなかった。その意味で、僚冶の作戦は図に当たった、と言えるのだが。

「来ました。リオナさん。走ります！」

「わかっていてよ！　ほら、あなたももっと笑って。相手に緊張感を伝えないように！」

「はい！」

　リオナもなかなかやるものである。

　やがてリオナと由佳里の二人は、雑草の茂る高台へ差し掛かった。地雷原である。人間の重さでは対戦車地雷は爆発しない、とわかっていても気味がいいものではない。

「ついて来ていますか？」

「来ていてよ！　わたくしたちもそろそろ戻りましょう！　爆発に巻き込まれたら危ないわ！」

「わかりました。リオナさん！」

　初めての連携プレーなのに、リオナと由佳里の息はぴったりだ。双眼鏡で追っていた流ながれ山やまも舌を巻く。

「うまいぞォ！　由ゆ佳か里りさんもリオナも、うまく敵を地雷原に誘い込んだ」

「ちょっとー、リオナさまにも、さん付けしてよー」

　ところが、地雷原のまっただ中に迷い込んでも、装甲車は無事だった。地雷が爆発しないのだ。

「なんてことだァ！　爆発しないぞ。くー、これだから日本製のボロ地雷はァ！」

　唖あ然ぜんとする流山たち、研究所跡の面々。

「ぼくたちが処理していたときは爆発したのに、こんなときに！　まずい、由佳里さんたちが危ない！」

　地雷原のことは、装甲車の中の二人にも伝わっていた。

「ヘイ、ビル。どうやら地雷センサーが反応してるぜ」

「俺おれたちを地雷で吹っ飛ばそうって腹だったらしいな。ちっ、なめたマネしやがる」

「やるか」

「少々惜しいが、代償を払わせてやるぜ」

　ドン！

　装甲車が発砲した。砲身を短く、ダウンスペックされているものの、90ミリ榴りゆう弾だんの威力は絶大だ。一発目は遠く外れた。それでも地面が爆発したように土砂が飛び散り、爆風が剥むき出しの二人を襲う。

「キャアアアアア！」

「リオナさん！」

　由佳里がよろけたリオナの手を取って走る。

「まずい！　全員、援護射撃だ。由佳里さんたちを無事に戻せェ！」

　流山も九く品ほん仏ぶつも、馨けい一いちも砲座に戻った。次々と砲弾を浴びせる。しかし非力な37ミリ弾では現代の装甲車を撃破出来ない。

「弾着修正で次は正確に撃ってくるぞ！　そのまえに……！」

　それでも流山たちの休むことない砲撃で、敵をなんとか足止めした。敵装甲車のボディーを砲弾が雨のように叩たたく。周りにはしぶきのように弾の土ぼこりが上がった。

「リオナさまー！」

「早く、早く、由佳里さん！」

　研究所跡の裂け目から、みんなが身を乗り出さんばかりに声援を送る。

　装甲車の砲塔がゆっくり動いた。

「照準してる、早く！」

　由佳里とリオナは目の前だった。研究所跡の天井の裂け目まであと十メートル！　めぐみが、ゆひが必死に叫ぶ。しかし……。

　ドンッ！

　誰だれもが、その砲声を絶望の音と聞いた。

　グワアアアアーン！

「きゃああああ！」

「うわあああ」

　一瞬、土がカーテンのように舞い上がり、襲ってきて何も見えなくなった。

「り、リオナさま……」

「由ゆ佳か里りさん、由佳里さーん！」

　土埃ぼこりがようやく収まったとき、誰だれもが最悪の結果を予想した。

「……わたくしはここよ！」

　土と木の枝の塊が急に持ち上がった、と思ったら、それがリオナだった。無事、とはいえ、身体からだ中擦り傷や切り傷だらけである。リオナをかばってかぶさったらしい由佳里も、腕や脚に傷を負っていた。

「リオナさまぁ!!」

「由佳里さん。よく無事で！」

「最後の瞬間に、くぼ地のようなところに飛び込んで助かりました。この辺りが、腐葉土みたいなやわらかい土でよかった。岩や石の多い地面だったら、大怪我をしていました」

「由佳里さんとリオナが戻ったぞー！」

「やったー！」

「よかった」

　馨けい一いちもみんなも、心の底からホッとした。一瞬、研究所跡が歓声に包まれた。

「喜ぶのはまだ早いようだぜ」

　が、双眼鏡を目に当てていた僚りよう冶じがつぶやいた。

「二台目だ」



『マイクワン、マイクワン、こちらフォックスワン。マイクツーが到着した。一分後に攻撃にうつる』

「マイクワン了解！　ミックたちが来きたようだ。これで終わりにするか。かわいそうだが、俺おれたちや装甲車こいつを見た者は、生かしちゃおけないんでな」

　ヘッドセットを直したときに乱れた髪を気にしながら、ビルが全周視界のペリスコープを覗のぞき込んだ。左から二号車がやってくるのが見える。

「よし、行くか。ハードオン！」



　すぐにすさまじい攻撃が始まった。

　空と陸との連携攻勢。二台の装甲車も斜面の北と東から迫ってくる。これまで火砲と手数の多さでしのいでいた生徒たちの側は、あっと言う間に圧倒されてしまった。

　次々と正確な弾着が襲う。

　至近距離で爆発した榴りゆう弾だんの破片や土砂が生徒側の火砲陣地に襲い掛かった。

　ドン！　ドォーン！

「うわーっ！」

「痛いてえー！　痛えーよー！」

「下がれ、もうダメだ！」

　数分もたたずに、二つの対空機関砲が沈黙する。

「先輩！　もう、これじゃもちません。この大砲じゃ敵を倒せない！」

「おお、市いちヶが谷やァ！　先に研究所のほうへ逃げろ、オレは……ぐわぁ！」

「先輩！」

　火砲をかすめた敵の弾で、流ながれ山やまが火砲ごと弾き飛ばされたのだ。九く品ほん仏ぶつが駆けつけ、引っ張り出すとそのままかついで逃げる。

　なんとか全員が研究所跡へ戻った。

「はぁ、はぁ、全員、いますか？」

　馨けい一いちが尋たずねた。研究所の床は、怪我をした生徒たちでいっぱいになっている。馨一自身も、腕から血が滴したたっているのに気づいた。

「市ヶ谷くん！　血が！」

「大丈夫だよ。かすり傷だから。それより、みんなは？」

「いちおう全員無事よ。でも怪我がひどい人もいるの。ちゃんと輸血をしないと、危ないって、先生が」

「くそ！　あ、先輩！」

　九品仏に抱えられてきた流山が、意識を取り戻したのだ。

「ふァ、市ヶ谷ァ、無事だったかァ」

「先輩、まだ寝ていてください！」

　研究所跡はさながら野戦病院のようだった。僚りよう冶じがもってきただけの医薬品や器具ではとても間に合わない。由ゆ佳か里りもゆひも、黎れいやめぐみまでが手当てに懸命になるが、もう限界だった。

「おれが行ってくる！」

　僚冶が空になった消毒液のビンを投げつけて立ち上がった。

「もう止血剤も包帯もない。これ以上戦うことはとても無理だ。だいいち、おれたちには戦う理由がないんだからな。ほしいものがあるんならなんでもくれてやるから、ここから無事に出してくれるよう頼んでくる」

「でも先生、やつらが見逃してくれるとは……」

「やってみなきゃわからんだろう」

　僚冶は言い捨てると、天井の裂け目に上っていく。両手を大きく広げて降伏のポーズを取ると、外へ踏み出した。汚れた白衣が、白旗代わりになる。

　二歩、三歩……。

　シュシュシュシュ……。

「先生、危ない！」

　叫んだのはゆひだった。同時にヘリから放たれたロケット弾が至近距離で弾着する。

　ドオッ！

「うおおおっ！」

「きゃああああああ！」

　僚りよう冶じが倒れる。ゆひが駆け寄ると必死に引きずり戻そうとした。馨けい一いちが手を貸す。

　もう一歩進んでいたら、僚治の頭が吹き飛ばされているところだった。それでも裂けた額から血があふれ出ている。

「ぬぁ……やつら、手加減なしか」

「先生、先生！」

　ゆひがその血を布で押さえた。止血ガーゼではなく、ゆひのハンカチだった。

「もう、完全にダメ、なのか……」

　馨一は呆ぼう然ぜんとした。

　研究所跡の中を、絶望的な空気が満たしている。

　誰だれもが傷を負っていた。そうでない者も、血と泥に汚れている。由ゆ佳か里りは気丈にみんなを励ましていた。あれだけ強気だったリオナが、毛布にくるまって言葉を失っていた。

「ダメだ。これじゃ、みんな……このまま……」

　馨一はそのとき気づいた。

「きっ子……。そうだ、きっ子は!?」

　馨一はきっ子を捜す。なぜいないんだ。いつも馨一の側そばにいるはずなのに。馨一を守るはずなのに。

「きっ子！」

　きっ子はいた。大怪我をして床に横たわった生徒の前に。膝ひざをついて、うずくまるような姿があった。

「きっ子、どうしたんだ。まさか、また……」

　システムダウンなのか？　明らかにようすがおかしい。顔色が青く沈みこみ、表情がない。目も、馨一を追っていなかった。

「あ、へーか……」

「あ、じゃないぞ。どうしたんだ？」

「なんでも、ないです」

　きっ子が顔を上げた。馨一を見る。

「へーか、ちがでてるであります！」

　馨一はきっ子の肩に手を当てた。

「きっ子、見てよ。もうみんな怪我をして戦えないんだ。きっ子、戦ってくれよ！」

「市いちヶが谷やくん、なにを言うの!?」

　ゆひが驚きの声を上げた。

「いいんだ。違うんだ！　きっ子、おまえは戦闘アンドロイドじゃないか！　戦えるんだろう。戦ってよ！　みんなを助けてよ！　どうして戦わないんだ！」

「戦闘……」

「アンドロイド……？」

　ゆひも由ゆ佳か里りも、思わず繰り返した。リオナも黎れいも、めぐみも驚いてきっ子を見る。僚りよう冶じがひとり、唇くちびるを結んだ。

「まさか……きっ子ちゃんが」

　流ながれ山やまが起き上がろうとした。馨けい一いちはそれを制して、

「本当なんです。きっ子は、戦争中に……兵器として、作られた……アンドロイドなんだ。その気になれば、敵の戦車だって破壊できる。そうなんだろう、きっ子！」

「……はい、であります」

「本当にそうなんですか、きっ子さん？」

　由佳里の言葉に、きっ子はうなずいた。

「きっこは、せんとうあんどろいど、です」

「できるよな、きっ子！　敵は、ヘリと、装甲車だ。武器を！　武器を、使ってもいい。武器を使って、敵をやっつけてよ！」

「ぶきを……」

「そうだ。武器を使っていい。武器を使って、戦うんだ。戦闘アンドロイドだろう！」

　馨一の言葉は最後には悲鳴のような叫びになった。

　きっ子は馨一の目を真っ直ぐに見つめた。表情が戻ってきていた。唇に、微笑のような形が浮かんだ。

「はい、であります。へーかのために、たたかいます。へーかをいじめる、へーかをきずつける、きっこがたたかうであります」

「そうだよ！　やってよ！　見せてくれよ。きっ子」

　きっ子はしかし、はにかむような笑顔で小さくつぶやいた。

「へーか、あんまりみないで、ほしいであります」

「え？」

　きっ子は馨一の手をスルッと抜けると、屋根の裂け目に向かって上っていった。

「きっ子ちゃん！」

「大丈夫なのか、きっ子ちゃーん！」

　きっ子は後ろを振り返らなかった。



　きっ子が研究所跡から地上へ出てきたのは、ヘリからも、装甲車からもすぐに確認できた。

「おいおい。今度はロリータか。俺おれたちを完全になめてるのか。それとも、命乞いに来きたのか……うん？」

　きっ子の肌が見る見る光を帯びてきた。やがて身体からだからも、制服を通してさえ、光が漏もれ、まぶしく輝き始める。

「きょういしすう、さいだい……せんとうけいたい、きどう……」

　次の瞬間、きっ子の身体がスパークするように輝いた。

　同時に、背中から大きな羽根状のものが、四本突き出し、広がった。いつのまにか制服は弾け跳ぶようになくなっている。しかし、きっ子の身体、首輪から下は銀色のベアメタルで覆われていた。首輪の鈴は、なくなっていた。

「きっ子……」

「あれが、きっ子ちゃん……？」

　背後で見ていた馨けい一いちも、由ゆ佳か里りも、ゆひも、驚きに目を見張った。きっ子は形態そのものから、戦闘アンドロイドにチェンジしていた。まるで、さなぎが蝶になるように。

　おそらく、身体を覆っていた皮膚が剥はがれ落ちて、銀色の装甲が剥むき出しになったのだろう。腰からも小さな翼が二枚、突き出している。頭にはゴーグルのようなものが装着されていた。

「おい、なんだあれは？　見ているまえで、ロボットみたいに変わったぞ！」

　二台の装甲車の、キースとミックが同時に叫んでいた。ヘリのチャーリーが怒鳴った。

「かまうな！　とにかく、撃て！　粉々にしちまえ！」

「待て！　あれが！　あれが……“〝サターン”〟なのか……」



    

  
    
      



    

  
    
      　しかしミックの言葉も聞こえないのか、ヘリは降下し、真っ直ぐきっ子に向かって行った。ロケット弾を発射する。しかしその弾着よりも早く、きっ子がジャンプした。

　いや、ジャンプではなく、飛んだ。

　まっすぐに、一直線に空へ上がっていく。ロケット弾をかすめると、ヘリよりも高く舞い上がった。右手を機体に向ける。

　バッ！

　一瞬にして、まぶしい火球がヘリを襲った。

「うわ、うわぁ―――!?」

　チャーリーが叫んだ。信じられないものを見る、畏い怖ふの叫びだった。

　ガラスが割れるようにもろく、ヘリの機首部分が弾け飛んだ。同時に炎に包まれる機体。四散して地上に落ちてくる。

　一瞬早く、射出座席が作動し、後方にパラシュートの花が咲いた。

　きっ子はヘリの残ざん骸がいとともに落下してくると、地上に降り立った。

　ガン！

　しかしスマートな着地とはいかない。ガクッ、と膝ひざを付いた。よろよろと立ち上がる。

　一方、一号車のキースとビルたちはパニックに陥っていた。

「ヘリが、一瞬で……チャーリーが、やられたぞ！」

「落ち着け！　あいつの動きは止まってる。狙って撃て！　撃て撃て撃て！」

　ヘリの墜落は、研究所跡の生徒たちを歓声に包んだ。

「うおおおー！」

「きっ子ちゃん！」

「すごい。きっ子が、あんな……」

　しかし、流ながれ山やまと僚りよう冶じは、早くもきっ子の異変に気づいていた。

「なんか、いま、墜落するみたいに落ちてきたようだったなァ」

「うん？　危ないぞ！」

　ドン！

　きっ子のすぐ近くで榴りゆう弾だんが炸さく裂れつした。弾き飛ばされるきっ子。なんとか立ち上がろうとするところへ、また一発が爆発する。

「きっ子ちゃん、危ない!!」

「どうしたの、あのコ!?」

　リオナが僚冶に問う。

「どうやら、さっきの一撃で電力が底をついたらしい。考えてみれば、最初に目覚めたときから、水素の補給はしてないしな。普通の学校生活くらいはできるんだろうが、あんなふうに戦えば、一瞬で莫大な電力を使っちまう」

「……それじゃ、きっ子は!?」

　馨けい一いちは青ざめた。

「わからん。もたんかもしれんな」

「!!　……きっ子！」

　爆発の中できっ子の姿がはっきりとは見えない。馨けい一いちは思わず飛び出そうとして、僚りよう冶じに押さえられた。

「おまえが行ってもどうにもならねえ。犬死するだけだ！」

「でも、きっ子が！」

「おまえが行かせたんだ。最後まで見てろ！」

「ぼくが……行かせた」

　きっ子はまだ動いていた。這はいずるように装甲車の一台に近づこうとした。弾着の土埃ぼこりがきっ子の姿を隠してくれていた。装甲車の乗員も、きっ子の姿を一時的に見失った。

「おい、どこだ。小さくて見えないぞ。撃つのをやめろ！　確認しろ！　うわっ！」

　見失っていたうちに近づいたきっ子が、ペリスコープいっぱいに広がった。左手を突き出す。

　きっ子は装甲車の上によじ登っていた。

　ガン！

　左手の下の部分が大きくえぐれた。と思うと、機関砲の銃身が飛び出した。実体弾が飛び出す。装甲車の、薄い上面装甲を突き破った。

「うわあああ！　クソおおお！」

　ドン！

　苦し紛れの偶然か、それとも狙ったのか、キースが飛び込んでくる銃弾に悲鳴を上げながら、トリガーを絞った。装甲車の、装填てんされていた砲弾が飛び出す。

　グシャッ……！

　砲弾は、まだ砲塔にとりついていたきっ子の右腕を肩からもぎ取った。大きく跳ね飛ばされるきっ子。地上に叩たたきつけられた。

　きっ子が機関砲を叩き込んだ装甲車は、白煙を上げ始めた。中から二人の男が飛び出して来る。一人は負傷しているらしく、もう一人に助けられながら後退した。

　しかしまだ、二号車が残っている。

「一号車もやられた！　悪魔だ！　あれが……まさか!?」

「どうする！　後退するか!?　あいつが本当に“〝サターン”〟だとしたら……！」

　二号車の中では精強なはずのブライアンとミックが恐怖していた。

「いや！　あんなものが“〝サターン”〟のはずがない！　だが、もし……!?　ダメだ！　このままにして撤退はできない……俺おれたちが、“〝処理”〟するしかない！」

　ミックが決断し、二号車は猛烈と砲弾を撃ちながら突進を開始した。

　しかしきっ子にはもう、機敏に避ける術がなかった。

「きっ子！　避けろ！　飛んで……」

　馨一の見ているまえで、きっ子は装甲車に跳ね飛ばされた。ボディーが不自然に折れ曲がる。脚は二本とも、膝ひざからちぎれていた。

「きっ子ちゃん！」

　ゆひが口を手で押さえた。見る見る目に涙があふれていく。

「きっ子ちゃん！　誰だれか、どうにか……」

　しかし、もうまともに動ける者はいない。武器もすべてつぶされている。

　馨けい一いちは見ているものが信じられなかった。

　きっ子が、壊れていく。まるでボロ雑ぞう巾きんのように、もろく、弱かった。あれだけ強いと、危険だと思っていたきっ子が、され放題に侵され、人間の形すら失っていく。

「きっ子ー！　もういい、戻れ！　戻ってくれ！　まだ、間に合う、頼むよ、戻って！　ここへ戻ってきて！」

　馨一の叫びも届かず、装甲車はさらにターンすると、きっ子に再び砲弾を浴びせた。

　ドン！　ドゥン！　ババッ！

　いまや、片手でなんとか身体からだを持ち上げることしかできないきっ子は、敵の射撃を避けることもできない。何度も至近弾を浴びて、身体は放り投げられ、また叩たたきつけられた。ボディーが裂けて、中の機器が露出し、こぼれ落ちた。

「きっ子！　きっ子！　もういいから、もう十分だから、おねがいだから、死なないで！　死んじゃ、だめだ！」

「きっ子ちゃん！　逃げてー！」

「きっ子さん、どうか……」

「きっ子ちゃーん！　おおおォ！」

　みんなの声が聞こえる。

　きっ子はまだ、壊れてはいなかった。死んではいなかった。

「……へーか、きっこ、まだ、たたかえるであります、まだ……」

　意識、という名の処理系に、次々と機能喪失のレポートがアップされてくる。ついにはその情報もなくなった。視界が落ちる。視力を担当する両眼の素子と、メインのバイオコンピュータを繋ぐ回路が焼き切れたのだ。

　暗闇の中で、きっ子はみんなの声を聞いた。

　由ゆ佳か里り、ゆひ、流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつも叫んでいる。聞きなれない声は……めぐみ、それにリオナまで。……そして馨一。

「へーか……いたい、くるしい……きっこ……いたい」

　痛いたみなど感じる回路はないはずなのに、きっ子はしかし、痛さにうめいた。苦しさに、表情をゆがめた。

「だめ、です。まだ、とまったら、だめ。へーか、けがしてるです。ゆかりも、りおなも、けがしてる。ゆひのすきな、あらせんせいも、ちをだしてるです。きっこがたたかわないから、みんな、いたくて、くるしんでるです。へーか、きっこに、たたかえ、いってくれました。へーかや、ゆひや、ゆかりや、せんせいを、きっこ、まもりたいです。へーかのために、たたかうです。きっこ、うごけなくなっても、へーか、まもりたい」

　振動が近づいてきた。装甲車が近づいてくる。もう主砲は撃っていなかった。踏み潰つぶすつもりなのだ。どんどん、振動が近づいてくる。エンジン音が大きくなってきた。きっ子はもう動かなかった。動けなかったのだ。眼も見えず、片手と両足もない。もがくこともできなかった。

　グシャッ……！

　脚のほうから、音がした。

　残ったボディが完全につぶされる音だ。音がじょじょに上へ上がってくる。下半身から、上半身へと。重い、巨大なタイヤの下敷きになっていく。

　ベキ、バキバキ……ゴリッ……！

　きっ子はもうしゃべることもできなかった。

「……うっ、う、う……ご……ぐ、が……」

　巨大なタイヤが、すべてを組み敷き、押しつぶし、すりつぶす。その最後の瞬間に、きっ子は無意識に、たった一つ残った左手を上げた。

　左手は、きっ子の最期の命令セットを聞きとどけて、奇跡のようにわずかに持ち上がった。手のひらが上を向いた。

　ボンッ！

　最後の擲てき弾だんが、きっ子の手のひらの発射筒から打ち出された。それはもっとも薄い、装甲車の底面の装甲に当たって爆発し、貫いた。

　ドオオオオンッ!!

　一瞬、装甲車が持ち上がったように見えた。炎が車体から漏もれ出した。

「きっ子、きっ子ー!!」

「ダメだ、出るな！　爆発に巻き込まれるぞ！」

　しかし馨けい一いちは、僚りよう冶じの手を振り切って飛び出した。装甲車へ走る。

「きっ子！」

　きっ子の身体からだが、巨大なタイヤの下敷きになっていた。胸まで、押しつぶされていた。小さな顔にタイヤがのしかかろうとして、かろうじて止まっていた。

「きっ子！　きっ子！」

　馨一は無意識にきっ子の残った腕を引っ張った。しかし腕は途中でちぎれた。タイヤに手をかけ、押し戻そうと渾こん身しんの力を込めた。ビクともしないタイヤに、拳を叩たたき付けた。

「きっ子！　待ってろ、いま、助けてやる。いま、ここから出して……」

　きっ子の身体の下の地面を掘った。素手で掘って引っ張り出そうとした。しかしきっ子の身体は、もう厚みのない、紙のようにつぶれていた。

「……へー、か」

「きっ子、気が付いたのか！　生きてるんだね！」

　しかし、それは馨一の声に対する、反射のようなものだったのかもしれない。きっ子はもう馨けい一いちを見ることも、その言葉の意味を知ることもできなかったのだから。しゃべることもできないはずの唇くちびるが、メモリーの中にあった言葉だけを、吐き出したのか。

「すき……」

「なに？　きっ子、なんて……!?」

「……へー、か、……すき……」

「きっ子！　ぼくも好きだよ！　きっ子はぼくの……！」

　ボッ！

　装甲車の背後から炎が吹き上げた。燃料に引火したのだ。ガソリンが爆発する。

「危ない、市いちヶが谷や！」

　追いついた僚りよう冶じが、馨一を引きずり出した。

「やめて！　きっ子がいるんだ！　やめてくれ、ぼくは、ここに！」

「ばかやろう。死ぬぞ！」

　僚冶が無理やり馨一を引きずって装甲車から離れた。五メートル、十メートル、その場に伏せる。

　ボオオオオオッ！

「きっ子おおおおお！」

　炎が残ったきっ子の身体からだを焼いていく。

　小さな白い顔が、さびしそうに揺らめきの中に消えていった。
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　それから二日間。馨一は起き上がることが出来なかった。

　装甲車の爆発に巻き込まれて怪我をしたこと。とくに最後の閃せん光こうに眼を焼かれて、一時的な失明状態に陥おちいっていたのだ。

　夷い皇おう島じま大学付属病院のベッドに横たわりながら、馨一はまだ、きっ子の最期が信じられずにいた。

　眼が見えるようになったら、まだきっ子がそこにいるのじゃないだろうか。また、うるさく後ろをついてきて、へーか、へーか、と小鳥のようにさえずるのではないだろうか。いや、ネコだったよな……。

　両目の包帯が取れる日。

　大学医師の手で、じょじょに包帯が取り去られ、薄暗くした室内に視力が戻っていく中で見た光景に、しかしきっ子はいなかった。

「見えるか、市ヶ谷」

「大丈夫ですか、市ヶ谷さん」

「市いちヶが谷やくん……」

　駆けつけてきた流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつ、由ゆ佳か里り、響織子きようこ、ゆひ……。みんなの顔がしだいにはっきりと見えてくる。やはり、きっ子はいなかった……。

「流ながれ山やま、先輩……」

「おう、見えるんだな。よかったなァ、市いちヶが谷や」

「あの、敵の奴やつらは……」

「ああ。最後の装甲車の奴らも、何とか脱出して逃げて行ったよ。どうやら、島の反対側の入り江に船を泊めてあったみたいだがな。出航していく船を、海洋部の連中が見つけたが、もう手遅れだった。正体はいまだわかってない。やつらの目的もな」

「生徒会から、いちおう日本へは連絡と報告をしたらしいのですが、向こうからもとくに情報はないようなんです。詳細なレポートを提出しなくてはならないので、リオナさんたちは大変みたいですけれど」

「そうですか……あの、きっ子は……？」

　馨けい一いちの問いに、病室に沈痛な空気が流れた。流山が、重い口を開いた。

「きっ子ちゃんは、もう、ダメだったよ。装甲車の燃え残った残ざん骸がいの中に、きっ子ちゃんらしい、身体からだの一部が見つかったけどな。もう、身体も……顔もぐしゃぐしゃで……」

「うぅ……」

　ゆひが顔を手で覆った。

「きっ子ちゃん、私たちのために……」

「そうだな。オレたちを、助けるために、自分が犠牲になったんだ」

「きっ子さんの……身体を集めて、あの高台に、お墓を、作ったんです」

「きっ子の……お墓……」

　馨一は呆ぼう然ぜんとしてそれ以上なにも言えなかった。

「それでな。これを……」

　流山がごそごそと何かを取り出した。馨一に差し出したのは、小さい石せつ鹸けん箱ほどの機械だった。黒く焼けた跡のある機械。表面を、頑丈な金属で覆われている。

「なんです、これは」

「荒あら先生が見つけてくれたんだが、どうやら、きっ子ちゃんの外部記憶装置らしい。その、もし本体が壊れても、戦闘データだけは残るように、飛行機のフライトレコーダみたいに頑がん丈じように作られているんだ。いってみれば、きっ子ちゃんの記憶……心、じゃないかな」

「きっ子の……こころ……」

　それ以上、馨一は何も言えずに黙ってしまった。流山や由ゆ佳か里りが何を言っても、もう頭に入ってこないのだ。空白になったように、頭の中を、言葉が通り過ぎていく。

　見かねた流山が、明日また来る、と言って全員を病室から出した。それをぼんやりと見ながら、馨一は閉じるドアを眺めていた。

　医師も、看護婦ももういなかった。

　病室に一人になった。

　カーテンは半分開かれ、青い空が、まぶしく覗のぞいていた。

　コンコンコン……。

　ドアを叩たたく音だ。

「誰だれ、ですか？　開いてますけど」

　流ながれ山やまたちが戻ってきたのかと思った。しかしドアを開いて入ってきたのは、見知らぬ学生だった。

「あれ、市いちヶが谷や、馨けい一いち、くん？」

「はあ。そうですけど」

「あー、よかった。こんなところにいたんだ。どうりで二日間見つからなかったはずだよ」

「あの、すいませんが、どなたですか。ぼくになにか」

「いや、おれは郵便サービスの者さ、配達でね。キミに郵便だ。ちゃんと本人に届けることになってるからね」

「ぼくに、郵便？」

「これ。じゃあ、届けたよ。なんか、こんなところに入院して、病気かい。早く治して出られるといいね、じゃ」

「あ、ちょっと……」

　これも学生ビジネスの一つだ。島の中の郵便は、こうしてやり取りされる。

　馨一は、手を伸ばして、毛布の上に置かれた封筒を取った。素っ気ない、白い封筒。宛名は、市ヶ谷馨一様。下へ手たな字だ。差出人は……。

「夏なつ岡おか……橘きっ子こ……きっ子!?」

　信じられなかった。なぜきっ子から手紙が届く。なぜ、いま。きっ子が手紙などを……。

　記憶が蘇よみがえった。

　いつぞや、きっ子が料理を作ってパーティーのようになったことがあった。馨一が発明部の部屋へ戻ってきたとき、きっ子が一人で何かを書いていた。あのときではないのか。

「宿題でもやっているかと思ったけど……きっ子……」

　馨一は急いで、封筒を開けた。

　中には白い便びん箋せんが数枚。お世辞にもうまいとは言えない字が、きっ子の字なのだろうか。

　手紙には、こうあった。





　はいけい。

　お元きですか。へーか。

　すこし、かん字も書けるようになりました。こんなふうに、手がみをかくのは、ゆひが、すきな人には、手紙を書いてみたら、というので、書いてみました。

　ゆひは、おりょうりを作ってみたら、ともいいます。おけしょうをしてみたら、ともいいました。

　きっこは、よくわからないけれど、へーかがよろこぶことは、なんでもやってみたいです。りょうり、よろこんでくれたので、手紙も書きます。おけしょうもします。おけしょうは、ゆひが教えてくれるといいました。

　もうひとつ、手紙を書いたのは、へーかにお礼を言いたかった、からです。

　へーかが見つけてくれるまで、きっこは、うごいてなかったです。へーかが見つけて、きっこは目が開きました。ゆひに聞いたら、それはきおく、というそうです。きっ子のきおくは、へーかを見たところからです。そこから始まって、ずっとへーかといっしょにいて、いろんなことを見たり、やったり、しました。

　いまのきっ子には、へーかや、ゆひやゆかりや、ながれやまこういちろうや、きょうこや、くほんぶつぶちょうのきおくがあります。ほかにもいろいろあります。きおくがあると、楽しいです。きおくが増えていくと、とても楽しいです。だから、へーかがきっ子を見つけなかったら、きっ子はいつまでもきおくがなくて、こわいです。きおくがないのは、とてもこわいです。

　へーかは、きっ子を見つけて、名前も付けてくれたです。それに、いつもとてもやさしくしてくれて、きっ子はうれしいです。このことも礼を言います。

　きっ子はとてもへーかが好きなので、これからもずっとへーかといっしょにいたいです。ずっといっしょにいて、へーかをまもりたいです。ながれやまこういちろうが、きっ子はいつまでもそのままだから、大丈夫だ、といいました。人間は、かならず死んでしまうけれど、きっ子は死なないから、大丈夫だ、といいました。

　へーかも死んでしまうですか？

　もしへーかが死んだら、きっ子はもううごかなくていいです。へーかのいないところできっ子はいたくないです。だから、そのときはきっ子をこわして、へーかのお墓にいっしょに入れてください。

　おねがいします。



　ながくなったのでもうやめます。

　さいごに、へーか。

　きっ子を見つけてくれてありがとうございます。きっ子にやさしくしてくれて、ありがとうございます。

　きっ子はばかだから、へーかにときどきしかられます。でもへーかにしかられるのもきっ子は好きです。きっ子、がんばってへーかにきらわれないようにしますから、これからもそばにいていいでありますか？　これからも、きっ子をしかってほしいであります。

　へーかといっしょだと、きっ子はとてもしあわせです。

　大すき。であります。



　夏岡きっ子。



　馨けい一いちは見えるようになった眼に、初めて涙をあふれさせた。

「く……ぐっ……うぅ……んく……！」

　口を結ぼうとしても、嗚お咽えつが漏もれた。

　馨一は滴したたり落ちる涙の中で、拳こぶしを握り締めた。

　片手が、硬いものを握り締めていた。

　きっ子の記憶装置だった。手を開くと、きっ子の心が、にぶく重く光った。その鉄の塊を、涙が次々と濡ぬらした。

「き、きっ子……きっ子……ぼくは……」

　なんて、ひどい人間なのだろう。

　きっ子は馨一のことを、最初から最後まで、慕っていた。好きでいてくれた。馨一がなにをしても、どんなことを言っても、きっ子はずっと、馨一を好きだと言ってくれた。

　なのに、自分はきっ子に何をしたのか。

　ちょこちょこといつもついてきて、トラブルのたねになるきっ子を疎うとましいと思ったのではないのか。うわべだけかまいながら、じつは姿が見えないと、ホッとしていたのではなかったか。

　ゆひのことが好きで、きっ子は二の次ではなかったのか。いや、そもそも、アンドロイドなどを、機械などを、本気で好きになるはずがないと思っていたのではないのか。きっ子が人間だったら愛することもできるなんて、なんて都合のいい、うぬぼれなんだ！

「ぼ、ぼくは……きっ子に、なにをしてやった……なにも、してやらなかったじゃないか。きっ子はずっと、ぼくに与えてくれた。好きでいてくれて、やさしさを与えてくれたのに。ぼくは、平然とそれを受け取って、なにも与えずに、いい気になって、いばって、怒ったり、邪魔にしたり、危険だから、この手で、壊そうとか……特殊、兵器だから、汚いとか、そういう目で見てたのじゃないか」

　いつも、ネコみたいに、甘えたり、じゃれたり、狭いところに入るのが好きだったきっ子。へーか、へーか、って何度も呼んで、コロコロと鈴の音をさせながら、一日中馨一の後をついて来きた、きっ子。うれしいと、頭や顔を馨一の身体からだに押し付けてきた、きっ子……。

　自分が望んだわけでもないのに、ちょっとした手違いなのに、馨けい一いちを好きになるために生まれた、きっ子。

「きっ子は、自分では言わなかったけど、人間になりたかったんだ。人間に、生まれてこなかったのだって、きっ子のせいじゃない。身体からだの武器のことだって、きっ子が望んだわけじゃないのに、本当は、大変なのはきっ子自身なのに、ぼくは、まるで悲劇のヒーローにでもなったつもりでいたんじゃないか。最低だよ。ぼくは最低だ！　きっ子の代わりに、ぼくが死ねばよかったんだ。きっ子は、生まれてから、何も、一つも、悪いことなんかしたことなかったのに！　誰だれにも、意地悪なんかしたことなかったのに！」

　馨一は最期のときのことを思い出した。

　いつもは、馨一に何かあると、すぐに飛び出してきたきっ子。馨一を守ろうとして、武器も無意識に使おうとした。

　しかし、きっ子はどんどん変わって行ったのだ。記憶を持つようになって、しだいに普通の少女のようになっていった。それまではすぐに、戦闘モードのスイッチが入っていたというのに。

「きっと、きっ子は怖かったんだ。記憶を失うのが、怖かった。自分のエネルギーが残り少ないのも知っていた。だから、戦えなかった。なのに、ぼくは、そんなきっ子に、なんて言った？　なぜ戦わない！　戦闘アンドロイドだろう、って！　なんだよ、ぼくが、武器は使うな、って、ぼくがきっ子に、言ったんじゃないか！」

　生まれてからそれまでの記憶が、きっ子の戦闘アンドロイドとしての機能を、薄れさせていたのだろうか。

「それなのに、ぼくは……！　無理に戦わせて、きっ子を殺して、しまった。ぼくのために、勝ち目のない戦闘なのに、きっ子は嫌がることもひとつもしないで、戦って……ぼくが、きっ子を殺した……ぼくが……なんて、ひどい、卑ひ怯きようで、最悪の、最低の、人間じゃないか。なんで生きてるんだよ、なんでぼくは死ななかったんだよ、なんでいつまでも生きてるんだよおおお！」

　最後は嗚お咽えつになってかき消された。

　きっ子の記憶装置を握り締めると、また涙があふれた。

　日が沈み、病室が暗闇に包まれても、馨一はいつまでも、動けずにいた。



　朝の風が吹き抜けていく。

　海の見える高台の丘に、それはあった。

　白い十字架。

　きっ子のお墓だった。

　きっ子の残り少ない、燃え残ったパーツは、この下に眠っている。

　いま、馨一は一人で、この十字架に向き合っていた。

「きっ子。ぼくは、きっ子の、へーか、としては、ダメで嫌なやつだった。だけど、そんなぼくに、君は、なんにも言わずに、ついてきてくれたね……」

　馨けい一いちはしゃがみこむと、きっ子のお墓をなでた。十字架を、そして、きっ子の身体からだが埋まっている土を、無意識になで続けた。

「……きっ子を、初めて見たときのことを、このごろ、よく思い出すんだ。あの水槽の中で、きっ子はお母さんのお腹の中の赤ん坊みたいに、眠っていたんだね。ぼくは最初から、一目見たときから、かわいいきっ子のことが、好きになったよ。だけど、もし、ぼくがきっ子を見つけなければ……ぼくなんかじゃなくて、ほかの誰だれかがきっ子を見つけていれば、きっ子はもっと、しあわせだったのかもしれない、しあわせで、ずっといられたのかもしれないって……」

　いつのまにかギュッと握り締めていたきっ子のお墓の砂を、馨けい一いちは手のひらを広げながら、土に返した。立ち上がる。

「きっ子、もっと、君といろんなことをすればよかった。海で遊んだり、なにかスポーツをしたり、なんでもいい、いっしょに買い物をするとか、どこかへ行くとか、もっと、せめて二人きりで、もっと話をすればよかった。気がついてみたら、きっ子、君の写真も、一枚もなかったんだね。お墓に、掲げる写真もないなんて、なんて、ひどいことをしたんだ。ぼくは、なんて、ひどい……」

　また涙があふれそうになって、馨一は唇くちびるを噛かんだ。涙をこらえて、顔を上げた。

「でも……いまは……もし、きっ子、ぼくを許してくれるなら……こう言いたいんだ。ぼくを……好きになってくれて、ありがとう。ぼくを愛してくれて、ありがとう。こんなふうに、これっぽっちの疑いもなく、ひたすら愛される気持ちを、ぼくはもう二度と、手にすることはないと思う。きっ子がくれたものは、ぼくなんかには重過ぎるかもしれないけど、でも、これからの時間を、ずっと、君の与えてくれたものといっしょに、過ごして行きたいよ……」

　馨一はそれから、ポケットの中の、きっ子の記憶装置を取り出した。両手でしっかりと持つ。きっ子のお墓に見えるように。

「きっ子、君の記憶だよ。君の、心と言ってもいいかもしれない。ぼくは、信じてる。いつかきっと。何年かかっても、何十年かかっても、この記憶から、また、君が……きっ子が、戻ってくるって。必ず、そうしてみせる。ぼくは、約束するから。そうしたらまた、ぼくを、好きになって、くれるかな。いや、そのときは、ぼくが君を……」



　夏の丘を吹きぬける風が、白い十字架の前にたたずむぼくの髪を乱した。

　もうすぐ夏が終わる。

　きっ子は夏とともにやってきて、夏とともに去って行った。

　これから、ぼくは何度の夏を見るのだろうか。

　しかしどの夏も、きっとこの夏ほど輝くことはないかもしれない。

　君と過ごした夏よりも……。



    

  
    
      


あとがき



　たとえば、ぼくが子供だった昭和四十年代のころなどに較べると、いまの時代は、すべてのことが複雑になってきていると思います。

　それは人間関係でも同じで、昔は単純だった、親子、夫婦、兄弟、恋人、友人、職場の同僚といった繋つながりや関係が、いまやそうしたレーベルだけでは、内容をとらえきれなくなっているのではないでしょうか。

　いっぽうで、誰もがシンプルな、変わらぬ愛、真の友情、無償の愛情を渇望しています。誰もが心から愛されたいと思い、癒いやされたい、やさしくされたいと願っています。

　しかし本当にそれらを得たとき、手にしたとき、ぼくらはどう思うのでしょう。

　最初はよろこび、安心し、癒されて満足するかもしれません。しかし、しだいに窮きゆう屈くつに感じたり、慢心したり、うとましく思うようになるのではないでしょうか。あるいは、求めていたものはこんなものじゃなかった、と悔やむのかもしれない。

　いつもいちばんほしいものは、失ったもの。

　この物語の主人公、市いちヶが谷や馨けい一いちもまた、それを思った一人なのかもしれません。



　映画でもゲームでも小説でも、興奮したり仕掛けられた謎なぞにうなったり、スカッとしたカタルシスに酔ったりと、好きなものにもその楽しさはいろいろです。でもいつも、ぼくがいちばん好きなのは、いつまでも終わらないでほしい、この世界でいつまでも遊んでいたい、と思わせるものでした。『アメリカン・グラフィティ』、『ゼルダの伝説』、隆慶一郎の一連の時代小説……。この作品も、そんなふうな思いで書きました。うまく形になっているかどうか……。



　最後に、この作品の最初のモチベーションと、多くのサジェスチョンを与えてくれた編集部の金田一、土方、両氏に、また、執筆の機会をくださった三坂編集長に、この場を借りて御礼を言いたいと思います。きっ子やゆひやリオナたちを魅力的なキャラクターに描いてくれたじじさんにも。

　そして、いつもぼくのまわりをにぎやかにしてくれ、ときには（しょっちゅうか？）仕事の邪魔もするけど、じつはいちばん大きなイマジネーションをくれた我が家の二匹のネコたちにも、感謝をささげます。



　２００２年８月某日。再びお会いできる日を願って。

すずきあきら　
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